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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







　CONTENTS








星くずのため息。hello, myself

ホタルノヒカリ。Candy Apple Girl's Red

しちがつなのか。Tuesday, 7th July

青すぎる空の詩。Love and Hate / momo extra.4

らくがき。









[image: しにがみのバラッド。(4)]








Unknown Star's Bolero(Radio Edit)






　ずうっと、昔。または、ずうっと、未来。

　来ない日。来る日。ある日のこと。

　言葉。噓うそ。本当。幻まぼろしと現実。




「そうだ、トウカ。指切りしましょう」

　少女が言った。

「どうしたの、キョウカ？　急にそんなこと言い出して」

　もうひとりの少女が首をかしげる。

「わたしとトウカはずっといっしょにいるって言ったじゃない、以前」

「そうね。そんなこと言ったかもね」

「だから、指切り。あらためて、ね？」

「ハァー。キョウカって、本当にそういうおまじないとか好きよね」

「うん。だって、楽しくない？」

「あたしはよく判わからないかな、そういうの」

「じゃあ、やってみると案外楽しいかもしれないわよ」

「そうかなぁ」

「ほら、今度ふたりで占うらないにでも行ってみましょうよ。わたし、よく当たるという占い師がいるところ知ってるの」

「判った。今度ね」

「うん！　約束ね！　それじゃ、今の約束も合わせて、指切り」

「はいはい」




　在ある処ところに少女が二人居ました。
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　　　　♪




　午後五時。

　くもった空。灰色の雲。

　雪が降って、いつかの景け色しきも、誰だれかの足あし跡あとも、仔こ猫ねこの鳴く声も、子供の笑う声も、きっと消してしまうのだろう。

　彼女の吐く息は、いつだってただ真っ白で、ひどく綺き麗れいな色だった。

　私の吐く息は、いつだってただ真っ白で、ひどく哀かなしい色だった。

　昨日、街で見かけたかわいらしい服。フリルのワンポイントの付いたやつ。

　でも、私には似合わないんだろう。だから、買うこともない。

　きっと、彼女なら似合うのに。そう思った。

　それなのに、彼女だけなんで。

　此こ処こに居ないのだろう。

　それなのに、彼女はなんで。




　──彼女は死んでしまった。




　それは冗じよう談だんのようだった。

　それでも、世界は廻まわっていた。







　雪が降ってた。




　　　　♪




　十二月。天気は、くもり。

　あいかわらず、雨だか雪だか判わからないモノが降ってきていた。

　唇くちびるはかさかさ。

　また、前髪を切りすぎた。

　寝ぐせ。外ハネ。

　右ほっぺにニキビ。

　あー、最悪だ。

　とか、授業も聞かず、中なか田たヒトミはそんなことを気にしていた。

　中学二年。

　もう二学期も終わろうとしている。

　受じゆ験けんがあるワケでもないヒトミたち二年生は早く冬休みになればいいのに、とか思うばかり。

　年明けには、全国模も試しがあるがそれはそれでなんとかなるだろう。

　退屈にもてあます時間。結果、ヒトミにとっての目もつ下かの悩みは、他ひ人とには、まったくどうでもいいようなことだった。本当に、自分以外の他人には関係のないこと。

　それに、誰だれが私なんかのことを気にするんだろうか？

　ヒトミは、自分がどれだけ平凡で、平均的なやつかということを自認している。

　身長はクラスで真ん中くらい。成せい績せきも運動も良くも悪くもない。普通。顔は……これも悲しいかなとてもありふれた感じだ。

　五年経たって卒業アルバムをめくっているときに、「あれ？　こんなヤツいたっけ？　ま、いいか」と言われること確実。クラスにいたことさえ、忘れ去られる。

　しょうがないよ。

　べつに、印象的なワケでもないし、目立つことやってるワケじゃない。

　……なんだかなぁ。

　よけい気が滅め入いってくる。

　ため息が出た。

　すると、教室に怒りを含んだ声が鳴った。

「──おいっ！」

　びくっ、となってヒトミは、黒板の方に目を向けた。

　じっとこちらを睨にらむ国語担当の教師と視し線せんがぶつかった。

　わわっ。私だ！

　教師は、上うわの空でまったく授業を受ける姿勢を見せていないヒトミに、怒り心頭の様よう子す。

「おいっ！　……えっと……」

　勢いよく怒ど鳴なった教師だが、急に失速した。

　なにやら、手元の名めい簿ぼに目を落としている。

　ヒトミはそれを見て、ひどくブルーになった。

　おいおい……。

　教師は、このクラスの担当になってから、もう何ヶ月も経つというのに、ヒトミの顔と名前が一致していなかった。

　いいかげん、人の名前くらい覚えてほしいものだ。こんな珍めずらしくもない名前を。

　心の中で毒づく。

　しかしヒトミは顔にも出さないため、そんなことを知るよしもない教師は、ヒトミの座席と名簿の名前をようやく一致させ、くどくどと説教をはじめた。

　緊きん張ちよう感がないだの、こんなことをやっているとあっという間に受じゆ験けんだの、おまえらの先せん輩ぱいは今必死でうんたらかんたら、おまえらは今までで一番最低みたいなかくかくしかじか……。

　が、ヒトミの耳は、左から右へ、右から左へとスルーしてしまう。

　あーあ、どーせ、私は印象薄うすだわ。あ……そういえば、前にもおんなじようなことがあって、おんなじようなことでヘコんでたような……。

　あのとき、教師の話に耐えられなくなって、ちょっと目をそらしたら、〝彼女〟と目があったんだった。

　そしたら、〝彼女〟は笑ったんだ。

　なんだか、とても恥はずかしい思いをしたのを今でもはっきりと覚えている。

〝彼女〟は健康的に日焼けした、それでもとても綺き麗れいな顔で、あはは、と小さく笑った。

　けど、ヒトミにはそれがとても大きく聞こえた。

　今は隣となりを見ても〝彼女〟はいない。

　いや、この教室にもいない。

〝彼女〟が座っていた席には今、花が飾られている。

　一番うしろの窓まど際ぎわの席には、花か瓶びんが添そえられているだけ。

〝彼女〟はいない。




　──浅あさ野のスバルは、死んでしまった。




　　　　♪




　もうすぐ十四歳さいの誕たん生じよう日びを迎えるヒトミ。といっても何が変わるというワケではない。

　ただ、あのことだけは彼女の中で、ひどく重いことだった。

　浅野スバルという女の子は、ヒトミのクラスメイトで、男子にも女子にもすごく人気があって、常にクラスの中心的な存在だった。

　すっきりとした顔立ちでとても美人なのに、気取らず飾り気のない、口調もさばさばとしていて、男っぽい性格だった。

　それでも、面めん倒どう見が良かったり、家庭科の調理実習では、てきぱきと料理をしてみせたり、女性的な魅み力りよくにしても同級生より抜きん出ていた。

　成せい績せきは常に学年のトップクラス。

　運動では、所属していた水泳部で一年のころから抜群の実じつ績せきを残す。

　二年になってからは県の選せん抜ばつ選手に選えらばれたり、大人おとなに混じって大きな大会に出場していた。

　そんな彼女の周りにはいつも人が集まる。

　何かのリーダーを決めようというとき必ず、最初に彼女の名前が挙あがる。そしてその期待に彼女はさらりと応こたえてしまう。

　自分といえば、そんな彼女が指し示す方向へその他大勢に混じって進むだけ。

　とにかく、自分とは全然違うひとなんだとヒトミは思っていた。

　あまりにも〝普通〟でありふれた要素によって構成されてしまっている自分。

　それに比べて、浅あさ野のスバルは、すべてにおいてずば抜けた存在。

　いつも笑え顔がおで、強くて、かっこよくて、それなのにすごくかわいいところもあるなんて、ズルイような気もする。

　自分は、グズだしノロマだし、かわいくもなければ、かっこよくもない。

　おまけに、右ほっぺにはおっきな赤いニキビ。

　自分の平凡さとニキビの大きさに、あきれそうになる。

　そのせいか、あこがれ故ゆえのただのねたみなのかよく判わからないが、ヒトミはスバルのことが好きではなかった。

　自分からずっと遠い場所にいる彼女。

　隣となりの席に座っていたのに、違う場所にいるような気がした。

　でも、たまに視し線せんがぶつかることがあった。

　ただ、ヒトミがスバルのことを気にするあまり、気付かないうちに彼女の方を何度も見ていたのかもしれない。

　視線があうと彼女は決まって、笑った。

　薄うすい唇くちびるを少し開いて、綺き麗れいに笑った。

　なんとなく、ヒトミはそれが笑われているみたいに感じた。

　目があったくらいで笑わなくたって。目があったくらい、放っておいてくれればいいじゃないか。

　どうしてそんな風に笑うんだ。

　自分はそんなに滑こつ稽けいだろうか。

　私は、そんなに可お笑かしいでしょうか？

　けれど、スバルがヒトミの疑問に答えることはない。

　これからもずっとない。

　何しろ、彼女はいない。

　冗じよう談だんみたいにいなくなってしまった。

　半年ほど前の夏の日。

　彼女は、建設現場の鉄骨の下した敷じきになって死んでしまったのだから。

　スバルとは、ほとんど口も聞いたことがなかったヒトミだが、彼女が死んだと担任に聞かされたとき、それはさすがに動どう揺ようした。

　ひどく寒気がした。

　ひどく悪い冗じょう談だんだと、笑い出しそうになった。

　通つ夜やに出て、彼女が本当に死んだのだと実感した。

　いつも彼女の周りを囲んでいた取り巻きのような女の子たちは、わんわんと大声で崩くずれるように泣いていた。

　泣いて、泣いて、互いを慰なぐさめあっていた。

　ヒトミは泣かなかった。泣けなかった。

　もらい泣き以前に、泣いている女の子たちのありえないほどの狼ろう狽ばいぶりに引いてしまった。

　それほど、あの子たちは、彼女のことが好きだったんだろうか？

　そんな風になれるほどあの子たちは、彼女の何を知っているというんだろう。

　少なくともスバルには、人を引きつける魅み力りよくというモノがあったし、取り巻きの子たちの方がヒトミよりもスバルについて知っているとは思う。

　けれど、ヒトミにはどうにも納なつ得とくのいかないことがあった。

　通夜のときのことだ。

　他ほかの生徒たちと同じように、通夜の会場になっていた公民館から外へ出て、ヒトミはぼんやりしていた。

　そんなとき、何ど処こからか誰だれかの声がした。

　それは、とてもオトナびているようで、ひどく幼いような不ふ思し議ぎな声だった。

　周りにはたくさんの生徒や参列者がいたが、泣く声や話す声にかき消されることはなく、はっきりとヒトミの耳の奥に聞こえた。

「不幸なことだけど、きっと彼女は幸せだったんじゃない？」

　誰かに問うように、いや、まるでヒトミに対して言ったような言葉だった。

　それに対して、うなずくことはしてはいけない気がした。

　スバルは死んだ。

　一番輝かがやいているとき、一番綺き麗れいなままで死んだ。

　彼女は、これから歳としをとることもなく永遠に、そのままの彼女で。

　──それは本当にそうか？

　ヒトミは考える。

　死ぬことが、死んでしまうことが、本当に幸せ？

　あの声の主が誰か判わからない。

　スバルの取り巻きの女の子か、それとも家族や親族、参列者の誰かか。

　悲しみが故ゆえに、そう思いたいという気持ちが言わせた科白せりふかもしれない。けれど、ヒトミには納得することができなかった。

　スバルが輝いていたのなら、どうして死ななければならなかった？

　彼女が永遠に、綺麗なままでいられるとしたらそれは誰かの記き憶おくの中だけだ。

　友人、家族、他ほかの誰だれか……。

　しかし、誰も彼女のことを思い出さなくなってしまったら？

　忘れてしまったら？

　どうして、彼女が死ななくちゃいけないの？

　輝かがやいた存在の彼女は生きるべきであるはずだ。

　たとえば、人に優ゆう劣れつがあったとしたら、まず死ぬべきは自分だ。

　自分には何もないし、何もできない。

　誰かに何かを与えてあげられるワケでもない。

　でも、彼女なら、それができた。

　自分よりも遥はるかに存在価値があって、誰からも好すかれ、愛されていたスバル。

　死んでもいいのは──自分の方だ。

　そうだ。さっさと死ねばいい。無む駄だに生きるくらいなら、死んでしまえばいい。

　彼女は死んでしまった。

　なのに、私が生きている。

　何な故ぜだろう？

　そんな風にヒトミは、スバルがいなくなってから時折、考えるようになっていた。




　　　　♪




　その日、ヒトミが学校を出たのは、いつもより一時間も遅い、五時近く。

　国語担当の教師に、放ほう課か後ご呼び出された。

　授業中にしかりつけただけでは足たりなかったらしい。というより、他で機き嫌げんが悪かった教師は、完全にヒトミのことでキレてしまった。

　ヒトミにすれば、さんざん。いい迷めい惑わくだ。

　説教自体は、そんなに長いモノではなかったけれど、宿題をたんまりもらった。

「はーぁ、もう暗くなってる……」

　外に出ると、雪は降っていなかったがすでに薄うす暗ぐらくなっていた。

　冬の陽ひは、先急ぐように暮れる。

　一年生のときは陸上部の所属だったが、二年生になる前に辞やめたヒトミは、現在帰宅部。

　授業が終われば、さっさと家に帰る。

　なんだか、とても長い一日だった。近ちか頃ごろは、さらにそれを強く感じる。

　太陽が低くなって、明るい時間が短くなる。暗い闇やみの時間、夜が続く。

　長い、暗い、時間。

「はー……ぁ…」

　呼吸ともため息ともつかない、息を吐く。

「どーせ、遅くなったんだから、ちょっと寄り道しようかなぁ……」

　電車通学のヒトミは、帰るのとは逆のホームに立って、電車を待った。

　吹きさらしのホームに、肌を刺すような冷たい風が、ヒトミの長くもなく短くもないスカートを揺ゆらした。

　その目の前を同じ学校の女子生徒が過ぎていく。

　ふたりの、クラスは違うが同級の子たちだ。スカートを短く折り込んでいる。黒いコートに、丈たけの長い派は手でなマフラー。

　なんだか、ティーン向けのファッション雑誌をそのまま切り抜いて出てきたよう。

　無個性っていうか……。でも、まあ、私より……マシか。

　紺こんのダッフルコート。母親が買ってきたよく判わからないメーカーの何のへんてつもないマフラー。だぶだぶでも紺でもハイでもない馬に乗った人のマークの付いてないソックス。

　地味だなぁー、私。

　地味すぎて、もう涙も出てこないわ。




　間もなくして、電車がやってきた。
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　ホームにいた人々を吞のみ込んで、電車は走り出す。

　外は、雪が降りはじめていたが、くもった窓ガラスのせいで、ヒトミは気付きもしなかった。

　空あいている座席に腰掛かける。

　さっきのふたりは、ヒトミから斜め向かいのドアに寄りかかるようにしていた。

　ふたりで会話しているのに、やかましい声で他ひ人とに聞かせるように喋しやべっている。

　もちろん、誰だれもそれを注意しないし、しようとも思わない。

　関係のないことだ。

　他人だ。

　知らない。

　ある人は、眠りに落ち。

　ある人は、眠るフリ。

　ヒトミのとなりにいる女子大生風の彼女は、ヘッドフォンから流れる音楽を聞き入る。

　女子大生風の彼女は、ヘッドフォンステレオのヴォリュームを上げる。

　チャカチャカと鳴るリズムから、微かすかにメロディが聞き取れた。

　ヒトミの知っている曲だった。

　この前、深夜にやっていたラジオで流れていたやつ。

　することもなかったので、なんとなく流していただけだったが、ふと音に意い識しきが反応した。

　英語だったので歌詞もその内容も判らなかったけれど、惹ひかれるモノがあった。

　舌っ足たらずのかわいらしい声で女の子が唄うたっていた。

　──I'm waiting for my girl.

　唯ゆい一いつ聞き取れた歌詩リリツク。

　いや、完かん璧ぺきというわけじゃない。

　ヒトミは英語のヒアリングに自信があるわけではないので、間違っているかもしれない。

　サビで繰くり返される、その歌詩。

　聞こえてくる微かなメロディにあわせて、ヒトミは無意識のうちに口ずさんでいた。

　何度も、何回も。




　I'm waiting for my girl.

　I'm waiting for my girl.

　I'm waiting for my girl.

　アイム・ウェイティン・フォー・マイガール。

　アイム・ウェイティン……、

　──私は彼女を待っている。

　まるで呪じゆ文もんのように、口の中でつぶやいた。

　I'm waiting for my girl.

　彼女を待ってる、

　彼女を待ってる、

　彼女を待ってる。

　ずっと、この冬の空の下、

　ずっと、この星の降る夜、

　いつかの景け色しきと、

　いつかの足あし跡あとを消しながら、

　雨によく似た白い、まぁるい。

　空から降ってた。

　吐いた息と、くもった空気。

　うさぎがないた。

　ここにいると、

　うさぎはないた。

　I'm waiting for my girl. I'm waiting for my girl.

　I'm waiting for my girl. I'm waiting for my girl.

　I'm waiting for my girl......

　歌詩を繰くり返しているうちに、ヒトミの中で何かイメージのようなモノが、あるいは映像のようなモノが脳のう裏りに広がった。

　彼女を待つ、カノジョ。

　カノジョは、彼女を待っている間、何を想おもっていたのだろう。

　ずっと、ずっと、何を考えていたんだろう。

　もしかしたら、彼女はやってこないかもしれない。むしろ、最初から彼女なんてくるはずがなかったのかも。

　勝手に、カノジョが待っているだけだった。

　そうなら、よけいにカノジョは何を想っていたんだろう。

　電車が到着した駅。そこは、ヒトミが住んでいるところや学校があるところよりも、いくぶん華はなやかだ。百貨店やデパート、カジュアルなショップが並ぶ。

　電車を降りると、辺あたりは真っ白になっていた。

「うっわー、さっむ……」

　と吐く息も白くなる。

　背中を丸め、身を小さくする。

　いつもカバンの中に押し込んである折りたたみの傘かさを広げ、街まちに出た。

　雪はふわりふわりとやってきては、うっすらと白い綿わた毛げのように地面を埋める。

　何の意図もなく、ただ街の中を、通りを歩く。

　電車に乗る前は、何をしようとか、何かを見ようとか、そういうのを考えていたような気がするが、何だったか思い出せない。

　どうでもいいカンジだった。

　午後五時五十五分。

　暗い空と明るすぎるライト。

　照らし出されていた一軒の洋服店。

　店内に入ると、ヒトミと同世代の女の子が、あれこれと服を手にとっては、身体からだに当てたり友人たちと笑いあう。

　ヒトミはひとり、店内をふらふらする。

　友人はいても、ヒトミに親友とか言えてしまえるほど、深く付き合っている仲間はいない。

　友人とはケータイでつながっているワケでもないし、休みになると必ず遊びに行くワケでもない。たまたまクラスが一いつ緒しよになって、たまたま話しをするようになった。

　それだけで他ほかに何もない。

　私が死んだって、いなくなったって、泣いたり悲しんだりする友達なんかいないんだ。

　結局、忘れてしまう。

　雪が降って、いつかの景け色しきも、誰だれかの足あし跡あとも、仔こ猫ねこの鳴く声も、子供の笑う声も、きっと消してしまうように。

　ふと、ディスプレイされた服が目に入った。

　襟えりが丸くなっていて、ボタンラインにフリルが控ひかえめにつけられている。

　すごく可か愛わいいと思った。

　でも、私には似合わない。

　こんなの着たことない。私が一生着ることのない服だ。

　ヒトミは、〝彼女〟のことを思い出した。

　かっこいいとか言われる彼女だったけれど、きっとこんなかわいい服を着ても似合ってしまうんだろうな。

　彼女なら似合うのに。

　だって──彼女だから。

　そう思った。

　それなのに、彼女だけなんでいないのだろう。

　それなのに、彼女はなんで死んでしまった。

「……………また……」

　まただ。

　また彼女のことを考えている。

　ヒトミが彼女のことを忘れた日は一日もなかった。

　浅あさ野のスバルという少女は、ヒトミにとっていったい何だったのだろうか。

「あれ……？」




　──リン。




　ヒトミの視界を何かが横切った。

　店のウィンドウの外だ。

　ヒトミは何かに惹ひかれるようにして、外へと出た。

　通りの向こう側。

　少女がひとり立ってた。

　真っ白い少女。

　服も髪の毛もその肌も、透すき通るように白い。

　まるで、人形のようだ。

　少女は確かにそこにいるのに、ヒトミにはとてもはかなげに見えた。

　ともすれば、見失ってしまいそうなほど。

　少女と視し線せんがあった。

　と──

　にこりと微ほほ笑えんだ。

　その笑えみは、とても綺き麗れいで、とても哀かなしくて、何な故ぜか〝彼女〟に似ていると思ってしまった。

　それに、以前何ど処こかで、少女に逢あったことがあるような気がした。

　それが何処だったかうまく思い出せない。

　肝かん心じんなときに限って、記き憶おくは曖あい昧まいになる。

「あ──っ」

　その刹せつ那な、大型のバンが視界を遮さえぎった。

　バンが過ぎ去ったとき、そこにはもう白い少女の姿はなかった。

　ただ、耳の奥で微かすかに、




　──リン。




　という鈴の音ねのようなモノが鳴っていた。




　　　　♪




　昨日という日があったのだけど、今、此こ処こにはない。

　明日という日があるのだけど、それが何なのかはよく判わからない。




　ヒトミが家に着くころには、もう八時を廻まわっていた。

「ただいま……」

　おかえり、なんて言葉は返ってこなかった。

　この時間、父親はまだ会社から帰ってきていないし、弟は塾じゆくに行っている。

　キッチンから、まな板を叩たたく包ほう丁ちようの音がする。

　両親ともに働いている中なか田た家では、母親の帰宅は七時ごろ、それから食事などの支し度たくをしているため、夕飯が遅くなることも珍めずらしくない。

　母親はこのところピリピリしている。

　原因は、弟だ。

　ヒトミの弟は、中学受じゆ験けんを控ひかえている。弟は、姉のヒトミよりも勉強ができる。

　母親は弟にいろんな期待を持っていたが、しかし最近はどうも成せい績せきが伸び悩み、志望校の合格ラインにはギリギリ。

　リビングに入ったヒトミに、キッチンスペースにいる母親が、いつになく上じよう機き嫌げんに言った。

「遅かったわね」

「うん」

　とだけ言った。

　カバンを茶色いソファに放り投げ、ヒトミも腰を下ろす。テーブルの上のリモコンを取って、パチパチとやった。

　見たいテレビ番組は特になかったが、とりあえず、情報系のバラエティ番組をぼんやりと眺める。

　このところの苛いらつきぶりからは考えられないくらい穏おだやかに、母親は、

「ヒトミ、手を洗って、うがいくらいしてきなさい。風か邪ぜでも引いたらどうするの」

　と言った。

「うん」

　返事をして、言われたとおりにするためヒトミは立ち上がった。

　リビングを出ようとするヒトミに、鼻歌まで飛び出していた母親が呼びかけた。

「明日は、早く帰ってきなさいよ。サトルの塾がないんだし、それにお母さん明日は、舞ぶ踊ようの先生たちとの集まりがあるのよ。だから、ヒトミ、夕飯の用意頼んだわよ」

　今度は返事もせずヒトミは洗面所に向かった。

　明日は、早くね……か。

　弟サトルの面めん倒どうを見ろって？

　夕飯の支し度たくですか。

　で、母は、お稽けい古この先生たちと集まりと。

　なるほどなるほど。

　だから、上じよう機き嫌げんてワケか。

　はいはい。

　集まりって、どうせオバさんどうしで、ダンナの悪口大会じゃない。

　なに、前日から浮かれてるのよ。小学生じゃないんだから。

　あ、確か舞ぶ踊ようの先生って、男の人じゃなかったっけ？

　そっかそっか。

　娘のことなんか、どうでもいいワケ？　娘より、男ってゆうことですか。

　明日は、

　明日はさ──

　私の誕たん生じよう日びだよ。

　そんなことも忘れてんだね。

　どうせ、私はこんなだ。

　どうせ──私だから。




　両親が、決心のローンで建てた夢のマイホーム。

　無む駄だに機能的な洗面台。

　蛇じや口ぐちをひねった。

　冷たい水。

　手のひら。

　痛いくらいの温度。

　体温。

　冷えた手。

　凍こごえそう。

　冷えたココロ。

　凍えそう。

　冷たい水。

　このまま、凍とう死しでもできればいっそ楽なのに。

　このまま──いなくなっちゃえば──私なんか。

　このまま、いなくなっちゃえば……。

　きっと──楽なのに。

　そう、ヒトミは本気で思った。

　なのに、

　何な故ぜだろう。

　彼女の顔が思い浮かぶのは。

　浅あさ野のスバルが微ほほ笑えんでいる。

　こちらを向いて微笑んでいる。

　死んでみたくなる。

　なのに、死んだ彼女が笑っている。

　彼女は、きっと太陽だった。

　だとしたら、私は……そう、雪だ。

　陽ひに照らされて、溶けて消えてしまうんだ。

　でも、陽が沈んで、夜がきて、雪が街まちを覆おおいつくしてしまった。

　陽が沈んで、ずいぶん経たった。

　なのに、今も瞼まぶたに焼き付いたあの日の夕焼けは、ひどく綺き麗れいだ。




　次の日。

　十四歳さいになった。

　けれど、やはり何がどう変わるわけではない。十四歳、だからなんだ。

　平凡な日々が繰くり返されるだけだ。

　昨日の雪は、本格的に街中を白く染そめた。

　ヒトミは雪のことを考えて、いつもより早く起きて、いつもよりも早い時間に家を出た。

　母親は、あいかわらず浮かれていた。娘の誕たん生じよう日びなど忘れたままなのだろう。

　ヒトミは、ため息も出なくなった。

　外は、空は晴れているが、降り積つもった雪に足もとをとられながら、ヒトミは歩を進める。

　気を付けてはいたものの、ヒトミはあっけなく、溶けた雪のせいで足を滑すべらせた。

　格かつ好こう悪く尻しり餅もちをついてしまった。

「……いったー……」

　転んだことの恥はずかしさ、痛さ、情なさけなさで、ヒトミは、無む意い識しきのようにつぶやいた。

「あーあ、死にたい……」

　ヒトミと同じように、通つう勤きん通学のため駅に向かうひとたち。

　足あし早ばやに身を小さくしながら、白い息を吐く。

　ヒトミと同じように、向こうで高校生くらいの女の子が転んだ。メイクされたそのチークよりも頰ほおを赤くして、うつむく。すぐに立ち上がると、その場から逃げるように、去っていく。

　そんなに急いだら、また、転ぶよ？

　それとも、死にたいくらい恥ずかしかった？

　私とおんなじ？

　じゃないか……。

　私は……。

　だって、私は、




　私は──ひとりぼっちだ。




　　　　♪




　彼女を待っていると、

　いつかの景け色しきを思い出す。

　ただひとり、背中が叫んでた。

　泣いていた。

　あたたかく、やわらかく、やさしく、

　抱きしめてあげればよかったのに。

　本当は誰だれかに愛されたいと。

　ひとりきりが、やがてふたりになること、

　そして、今も彼女を待ってる。

　言葉がココロを、

　彼女を待ってる。

　抱きしめてあげられたのに、

　背中がひとり、叫んでた。

　足あし跡あとに咲いた花。

　いつかの風景で、彼女を待ってる。




　　　　♪




　雪の影えい響きようはほとんどなく、ヒトミは学校に到着した。

　電車も時刻表通りに運行していた。

　ただ、一度転んだくらいだ。

　思いのほか早く学校に着きすぎてしまったヒトミは、誰だれもいない教室の座席に腰掛けた。

　暖房が入っていないせいで、ひどく寒かったが、なんだかそのままぼんやりしていた。

「──てゆうか、私なにしてんだろ……」

　カタカタと教室の時計が、時を刻む。

　大きな音で、刻む。




　カタカタ、

　カタカタカタカタ、

　カタカタカタカタカタカタ……。




　ぼんやりしていると、やはり頭に浮かぶのは、〝彼女〟のことだった。

　スバルは、いつでも笑っていた。

　笑え顔がおで、彼女の周りにはいつも人がいて、明るく照らし出されているようだった。

　それなのに、

　それなのに、

「──────────え……？」

　自分でも不ふ思し議ぎでしょうがなかった。

　ヒトミの頰ほおを涙がひとしずく、伝った。

　ツーっ、と流れ落ちるしずく。

「私、なんで泣いて……」

　誰だれも見てないのに、恥はずかしくなってヒトミはあわててコートの袖そでで、顔をぬぐった。

　あたたかったしずくは、すぐに冷たくなってコートに染しみ込んだ。

　そんなとき、誰だれかの笑い声が廊下から聞こえてきた。

　教室に三人の女子生徒が入ってきた。一いつ瞬しゆん、三人はたったひとりぽつんと教室の中にいたヒトミの方に目を向けたが、すぐに席に荷物を置いて三人は固まって、また話をはじめた。

　昨日見たテレビの内容で盛り上がる三人。

　いつもとおんなじ。

　誰も私のことなんか気にしない。

　けど、彼女スバルは、いつも私にさえ「おはよう」と言った。たまたま席が隣となりだっただけ、それだけの理由だろうが。

　なのに、私ときたらまともに返事さえしなかった。横目で見やって言ったか言わないかくらいの大きさの声で「……おはよ」とただそれだけで。

　結局、最後まで彼女の顔を、目を見てあいさつすることなんてなかった。

　きっとこれからもそう。

　誰も、誰にも……。

　次に、ガラガラと教室のドアが開いて、ひとりの生徒が入ってきた。

　その女子生徒は、教室の中にヒトミの姿を見付けると、うれしそうに駆かけ寄ってきた。

「おはよう、ヒトミちゃん」

　おっとりとした鼻にかかった声で、少しずれた薄うす赤いフレームの眼鏡めがねを直す。

　彼女、久く保ぼエリは、クラスの中で数少ないヒトミの友人だ。

　ヒトミは自分を『ノロマでグズ』と思っているが、エリは、『おっとり』としていて、さすがのヒトミも世話を焼きたくなるほどだった。

　そのエリがいつになくそわそわしている。

　その理由は、ヒトミに見けん当とうも付かないモノだったが、すぐに判わかる。

「おはよ……」

　やはりヒトミが目をあわせることもなくそう返すか返さないその間に、エリは肩からぶら下げた学校指定のバッグの中から、何かを取り出し、そして、

「お誕たん生じよう日び、おめでとうっ！」

　と言った。

　ヒトミは、思わず「え？」と返す言葉を失ってしまった。

　だって……。

　そんな……。

　エリが差し出したそれは、空そら色の包みに明るいブルーのリボンが結ばれ、彼女自身が丁てい寧ねいにラッピングしたモノだった。

　……覚えてたんだ、私なんかの誕生日。

　私はエリちゃんに何もしてあげてないのに。

「開あけていい？」

　ヒトミが訊きくと、エリは少し気き恥はずかしそうにしながら、うん、とうなずいた。

「あ……」

　包みを開けていくと、中にアイボリーのテディベアがいた。

「ごめんね、こんなのしか思い付かなくって。けど、一いつ生しよう懸けん命めい作ったから」

「え？」

　と、ヒトミはまたも驚おどろかされた。

　このテディベア、細部までとてもよく作られている。時間が別次元にゆっくりと流れているエリのことだ。かなりの時間が費ついやされているに違いない。

　手の中のぬいぐるみは、とてもあたたかくて、また涙がこぼれそうになった。

「ありがとね、エリちゃん」

「ううん。おめでとう、ヒトミちゃん」

　はにかんで、エリは笑った。

　とてもうれしそうに。

　なのに、ヒトミは思ってしまった。

　こういうのもいつかは忘れてしまうんだ。

　エリともいつかは別れて、離はなれて。

　きっと忘れてしまうんだろう。

　私のことなんか……。

　そんな風に言う心の中。

　あー、私ってヤツは、本当にイヤなヤツだ。

　エリちゃんがこんなにあったかいプレゼントをくれたのに。

　私は──雪だ。

　すべてを真っ白く埋めつくしてしまうかもしれない。

　エリのあたたかさも、今日の想おもい出も。

　私なんか、死んじゃえばいいんだ。

　私なんか、死んだ方がいい。

　イヤなヤツだから、私は。

　死んだ方がマシ。




　　　　♪




　朝のホームルームが終わってすぐ、ヒトミは担任に声をかけられた。

「中なか田た、ちょっと職しよく員いん室しつまでこい」

　呼び出しされるようなこと何かしたっけ？

　ヒトミに思い当たることといえば、昨日の国語の授業中、ぼんやりしていて説教を喰くらったことくらい。

　まさか、あの教師、あれだけじゃまだ物もの足たりなかったなんていうんじゃないだろうな。

　それで、担任にまで言いつけたのか？

　担任のうしろについて職員室へ着くまでの間、ヒトミは頭の中で、そんなやりとりを繰くり返した。しかし、違った。

　まったく、別の用件。

　それはそれで、驚おどろいた。

　どっかりと椅い子すに腰を下ろした担任は、背もたれをギシギシいわせながら、言った。

「おまえ、浅あさ野のと仲よかったんだな」

　は？

　おかしなことを言う。

　私と彼女が？

　喋しやべったこともほとんどない。

　いったい、どういう──

「はぁ……」

　としかし、心の中の言葉は口にせず、ヒトミは曖あい昧まいに返事をした。

　すると、担任は無造作に足もとに立てかけてあったカバンの中から、薄うすい青色の封ふう筒とうを取り出してきた。

「これ、おまえ宛あてだ」

　そう、担任はこれもまた無造作に、ヒトミに手渡した。

　封は閉じられていて、住所は書かれていなかったが確かに、横書きで『中なか田たヒトミ様』と自分の名前があった。

　と──

「…………………………っ」

　息が詰まるかと思った。

　心しん臓ぞうが脈を速める。

　手紙の主の名前──

　それは、〝彼女〟からの、

　もう今はいない、

　浅あさ野のスバル──からの手紙だった。




　　　　♪




　月明かり、ゆらゆら。

　彼女は手を伸ばす。

　そらの果て、息を吐く。

　屑くず星ぼしがまた堕おちて、消えていく。

　そらの果て、息を吐く。

　彼女は手を伸ばして、離はなした。

　メロディ、唄うたう。唇くちびるは

　メロディ、鳴らす。指先に

　月明かり、ゆらゆら。

　彼女は手を伸ばす。




　いつか、ヒトミは夢を見た。

　たぶん、夢だ。

　とてもリアルで、白はく昼ちゆう夢むのようだった。

　たくさんの白い花。

　一面に広がる花。

　それが雪でできていることに気付いたのは、ヒトミがそれに触れたあとだった。

「冷たい……」

　ひんやりとした感覚が、指先から全身へと伝わっていく。




　──リン。




　耳の奥で、いや、すぐ傍そばで鈴の音ねが鳴った。

　いつの間にか、そこに一匹の黒くろ猫ねこがいた。

　首くび輪わに大おお袈げ裟さなほど目立つ鈴が付けられている。

　黒猫は、黄おう金ごんの月のような目をじっと、ヒトミに向ける。

　それからあさっての方に向かって、言った。

「人間はやっぱりダメだね。自分が今、何ど処こにいるかも判わからないんだから」

　かわいらしい少年のような声だ。

　それが偉えらそうに言う口調とぜんぜん合ってなくて、ちょっぴりかわいい。

　とか、ヒトミが思っていると、あさっての方──黒猫が話しかけた方に人が、真っ白い姿をした少女がいつの間にか立っていた。

　一面に咲いた白い花が、人の姿になったような少女は、ひどく綺き麗れいで、とてもはかなかった。

　白い少女が言った。

「判らないんじゃなくて、きっと知らないだけでしょ。判ってたら誰だれも夢なんて見なくなるじゃん。それに気付いたところで、今さらだし」

　オトナびているようで幼い声。

　あれ？

　どっかで……。

　しかし、ヒトミの思考は遮さえぎられた。

「──あなたもそう思わない？」

　不意に少女がヒトミに訊きいてきた。

　しかし、ヒトミは返答に困った。何の話をしているのか、さっぱりだ。

「判らないことばかり、許せないことばかり、それでも呼吸をしてる。急いで、もがいて、必死に這はいつくばって、いつか捨てたはずの弱さに自分でつまづいて、傷付いて。うつむいて、うそぶいて、それでも呼吸をするの」

　少女は、嘆くように、そしてまるで歌を唄うたうように言う。

「たぶん、間違う方が多い。いつも正しさに導みちびかれるわけじゃない。けど、けどね。それも歩くための軌き跡せきなんじゃない？　朝あさ陽ひが昇るころ、きっとあなたも気付くはず。呼吸をして此こ処こに在ること。光に目を背そむけないで、眩まぶしさの向こうに手を伸ばしてみて。〝彼女〟はいつだってそうしていた。──ほら、見える。星の光と瞬またたき……」

　少女が消えた。

　黒くろ猫ねこもいなくなった。

　ただ、響ひびく耳の奥の方。

　鈴の音ね。

　ささやかな風に揺ゆれる白い花。

　向こうの空に、三み日か月づきが浮かぶ。

　その下に〝彼女〟が立っていた。

　彼女は──浅あさ野のスバルは月明かりに手を伸ばして、それをつかもうとしているみたいに。

　彼女の表情はとても哀かなしくて、だけどとても綺き麗れいで。

　涙を流しながら、手を伸ばす。

　すべてに触れようと。

　光の射さす方へ。

　涙がこぼれても。

　なんで、彼女が泣いてるの？

　あんなにキレイなのに。

　なんで、彼女は泣いてるの？

　あんなにヒカリに濡ぬれているのに。

　彼女の瞳ひとみがヒトミを見ていた。

　彼女は、何かを言いかけて、その言葉を飲み込んだ。

　それから笑った。

　涙がこぼれても、彼女は笑ってた。

　それはとても哀しい映画を見ているようで、背を向けて歩き出した彼女の背中に向かって、ヒトミは叫んだ。




　行っちゃダメ──




　ヒトミは自分の声で目が覚めた。

　冷たい空気が部屋の中を包んでいた。

　静かな朝。

　だけど、この胸の中の響ひびきは、いったい何なんだろう。

「私……なんで泣いてんだろ…………」




　　　　♪




　土ど曜よう日。学校は休み。

　休みなのだが、ヒトミは、学校の方へ向かっていた。

　目的地が学校の近くにあるからだ。

　あまり家から出ることのないヒトミ。それもひどく寒いとなればなおさらのことなのだが、今日、彼女は目的があって外へ出た。

　陽ひは低いが昨日と今日の晴天のおかげか、雪は道の端はしに積つもっているだけで、歩くのに苦労することはない。

　目的への地理がよく判わからないヒトミはとりあえず、いったん学校まで行って、そこから再出発することにした。

　学校に近くなると、部活でランニング中の生徒たちとすれ違ったりする。

　一年生のときは、ヒトミもこうして学校の周りを汗だくになって走っていた。

　いつだったか、それらに飽あきてしまったのか、何も感じなくなった。

　あのまま陸上を続けていたら、どうだったんだろう。

　一度、足をケガしてそれから、部活に行かなくなり、やがて退部した。

　あのまま、走りきったらその先に何かがあったのかもしれない。

　それは今となってはもう判らない。

　なら、今、確かめられることを確かめよう。

　あのときは、あきらめてしまったけれど。

　今、確かめられるのなら、できることがあるのなら。

　何かが、ヒトミの中で芽め生ばえはじめていた。

　すべての答えを知る必要はない。

　その答えを知らないままだって、よかった。

　でも、今は知りたいと思う。

〝彼女〟がくれた──手紙。

　おそらくそれは、ヒトミの手に渡ることは永遠にないはずだった。

　それが今、ヒトミの手の中にある。

　ダッフルコートの内側、ポケット。しまい込んだ確かな想おもい。

　私がこれを受け取っていいんだろうか。

　彼女がいないとき、これを読んでよかったのだろうか。

　ううん、たぶん……。

　彼女は、自分がいないときこの手紙を読まないで欲しいと願いながら、届くことを望んでいたのかもしれない。

　だから、捨てなかったし、捨てられなかったんじゃ……。




　答えは──




　　　　♪




『──拝はい啓けい。

　中なか田たヒトミ様。

　突然の手紙、あなたはひどく驚おどろいているかもしれませんね。

　なにしろ、私とあなたは、ちゃんと話をしたこともなかったのですから。

　でも、私はずっとあなたを見ていました。




　あなたのことが好きです──』







　いつだっただろうか。

　夕暮れの中で、彼女が泣いているのを見た。

　誰だれもいなくなった教室で、夕焼けの赫あかを夏服の半袖そでに映しながら、背中が震ふるえていた。ただ泣いていた。

　綺き麗れいで、かっこうがよくて、誰からも愛されていて、それを本当は羨うらやましくさえ思っていたのに、彼女は独ひとりで泣いていた。

　彼女は、そのとき、本当は孤独に怯おびえていたんだろう。

　完かん璧ぺきすぎて、強いせいで、周囲から離はなれたとかそんな孤独じゃない。

　普遍的で誰にだってある、惨みじめで弱い自分。

　小さな存在。

　浅あさ野のスバルが好きだったのは、中田ヒトミだった。

　同性のヒトミのことが。

　きっとスバルは悩んだはずだ。

　いや、深い苦しみや葛かつ藤とうの中にいた。

　人を好きになること。

　弱い自分。

　愛されたいと願い、愛されないと思ってしまっていた。

　なのにヒトミは見てはいけないモノを見てしまったように、その場から逃げ出した。

　振り向きもせずに走った。

　いつだって、目があえば、笑いかけてくれたのに。ヒトミは、彼女を避さけてしまった。

　羨うらやましくて、なんだか切なくて。

　心の中では、傍そばにいたくて、話したいこともあった。

　彼女の気持ちを受けとめてあげられるかどうか、判わからない。

　けど、震ふるえながら泣いていた彼女に、少しでも勇気があれば話しかけることができたのに。

　独ひとりじゃないよ、とそっと背中に手を触れることができたかもしれないのに。

　今になって思い知らされる。

　私は、ひとりきりなんかじゃないんだ。

　彼女も自分を弱くて情なさけなくて惨みじめだと思っていたんだ。

　みんな同じなんだ。

　手を伸ばせば、すぐにでも手をつなげる。

　大嫌いって言ったら、大好きになれていたかもしれない。

　こんな私は、彼女の視界の中にはいない人間なんだって思ってた。

　それなのにスバルは自分のことを見ていたなんて。

　茜あかね色の教室で泣いていた彼女が、次の日、たくさんの人に囲まれて笑っているのを横目で見ていた。

　バカだなぁ。

　あのとき、耳を澄すませていれば、

　あのとき、両手を広げ感じていれば、

　誰だれかの涙に気付いてあげられたのに。

　ひとかけらの勇気があれば。

　私もひとりが怖くて、寂さびしくって、情けなくて、惨めで。

　でも、独りじゃない。

　みんな同じように弱くて誰かを必要としているのなら、手を広げて、その指先に触れて。

　私なんかの誕たん生じよう日びをあんなにあたたかく祝ってくれたエリちゃん。

　彼女のあたたかさもココロに変えられる。

　だから声を、背中の声を、

　見えない羽は根ねを、

　必ず、必ず、抱きしめて。




　唇くちびるからこぼれてくため息が、風にすべってく。







　ヒトミは、浅あさ野のスバルの家を訪ねた。

　玄関のチャイムを押すと、ほどなくして活発そうな小学生くらいの男の子が、ヒトミを迎えてくれた。

　スバルにとてもよく似ていた。

「お父さんか、お母さんいる？」

　とヒトミが訊きくと、

「うん！」

　男の子はうなずきながら、バタバタと家の奥の方へ走っていく。

　やがて、中から母親らしき人が現れて、ヒトミは軽い会え釈しやくをして、

「はじめまして、スバルさんと同じクラスの中なか田たヒトミと言います」

　そう言うと、スバルの母は、ああ、と顔を輝かがやかせた。

　スバルの手紙は、この母親が担任に渡したモノだった。

　スバルの部屋を整理しているとき、彼女が密ひそかに書いていた日記の間に挟はさまっていた手紙が見付かった。

　手紙の封ふうはこのときすでに閉じられていた。スバルの母は、宛あて名なの『中田ヒトミ』に手紙を届けようと思った。

　娘はこれを出さなかったが、この手紙が見付かったのは偶然ではないと考えたからだ。

　まるでそれを望んでいるように。

　そして、まず、スバルの担任に手紙のことを話すと、

「ああ、それうちのクラスの中田ヒトミのことだと思いますよ」

　そして、担任の手からヒトミに渡ることになる。

　ヒトミはスバルの母に家の中に通され、スバルのことをたくさん話して聞かせてもらった。

　男の子が欲しくて、最初の子だったスバルに男みたいな名前をつけてしまったこと。男の子みたいに育ててしまったこと。

　スバルの弟もいろいろと話してくれた。

　途と中ちゆうで、

「それにね、スバルはすげー、泳ぐのがうまくって、なんか魚みたいなんだよ。前にスバルといっしょに夜……あ、こ、これは、ダメ！　スバルとおれだけの秘密なんだっ！」

　言いかけてあわてて彼は口をつぐんだ。

　右目はうれしそうに、でも、左目は泣きそうに。

　彼がどれだけ、姉のスバルのことを尊敬して好きだったか判わかる。

　改めて、スバルが周囲の人々から、どれだけ愛されていたかを知った。

　ヒトミは帰り際ぎわ、スバルの母から日記帳を手渡された。手紙がはさまっていた日記だ。

「これにあなた宛あての手紙がはさまっていたこと、それからあなたがこうしてここにいること。決して偶然ではないと思うの。いえ、思いたいの。娘が生きていたこと。生きたこと。知ってほしいの。たくさんの人に覚えておいてほしい……」

　最後の方は、少し涙目だった。

　スバルの母も、ヒトミも。

　今さら、通つ夜やでたくさんの人がスバルの死に涙をながしていたかが判った。

　自分は何も知らなかったんだなぁ。

　いえ、知ろうともしなかっただけ。




　家に帰ると、ヒトミの母親が開口一番、

「ごめんなさい。本当にごめなさい。娘の誕たん生じよう日びを忘れるなんて、最低の親だわ……」

　目に一いつ杯ぱい涙をためて、母親はひたすらヒトミに向かって頭を下げた。

　少しだけ複ふく雑ざつな気分だったけれど、

「いいよ、お母さん。大丈夫だよ」

　とヒトミは母親に言った。

　母親も誕生日のことでひどくショックを受けただろうし、きっと悩みもしただろう。

　まだちょっと胸が痛いけど、いつか傷もよくなる。

　大切な傷跡にしよう。

　今は、今なら、そう思えるから。




　ヒトミは自室に入った。

　普ふ段だんは宿題をやるくらいでろくに勉強もしない机に向かう。

　ひとつ、深呼吸をしてから、そして、スバルの日記をめくった。

　なんだか、彼女の匂においがした。

　日記は中学の入学式からはじまっていた。

　読み進めるうちに、彼女が何を考え、何を見ていたのか、少しだけ、ほんの少しだけ、見付けた気がした。




　今日から中学生のスタート──

　やっぱり部活は、水泳部だ──

　よし。タイムが伸びた──

　先せん輩ぱいに負けた。くやしかった──

　宿題をうっかり忘れた──

　水泳で大会に出ることに──

　ミツキは弟のくせにちょっと偉えらそう──

　まあでもそこがかわいいかもな──

　夏の星はなんだか、でかい気がする──

　先輩に追いつきそうだ──

　文化祭の出し物は喫きつ茶さ店てん──

　なんだ。あの恥はずかしい衣い装しようは──

　部活ばかりで成せい績せきが落ちた。がんばろう──

　クラスの男子に告白された──

　ちょっとドキドキ。でも興きよう味みがないんだ──

　ごめん──

　今日の体育はソフトボール──

　球技大会優ゆう勝しよう。アタシのおかげ？──

　星に吸い込まれてみたいと思う──




　ページをめくる。

　二年生になる。

　クラス替えがあって、ヒトミとスバルは同じクラスになった。

　そして、ある日を境さかいに、〝あのコ〟というキーワードが増える。

　それが自分のことだと気付くのに、時間はかからなかった。

　自分の記き憶おくと日記の中の出で来き事ごとが重かさなった。




　あのコはいつもぼんやりだ──

　また、先生に怒られてた──

　おでこの大きなニキビを気にしてた──

　あのコの切りすぎた前髪。少し笑った──

　それで一日中、ブルーそうだった──

　後こう悔かい、後悔！　まだアタシはやれるぞ──

　水泳の選せん抜ばつに選えらばれた──

　美術で、あのコは何度も絵を描かき直す──

　綺き麗れいじゃなくていいのに──

　体育のバスケであのコは顔面にボール──

　久く保ぼもどんくさいがあのコも結構……──

　大会結果。二位……まだまだだな──

　あのコに泣いてるトコを見られた──

　どうしよう──

　あのコは走って出て行ってしまった──

　今日、あのコはいつもどうりぼんやり──

　なんであんな悲しい顔をするんだ──

　ちょっと思い付く──

　ミツキと夜、プールへ忍び込む──

　かなり楽しい。またやると約束した──

　あのコも誘さそえたらいいのに──

　おかしいな、やっぱり変なのか──

　あのコのことが好きだ──

　気持ちを伝えようか。いややめよう──

　どうせ、嫌われてる──

　明日は夜のプール──




　そこで、日記は終わっていた。

　そして、あの日、スバルは死んだ。

　えぐっ、えぐっ、としゃくりあげて、自分でも信じられないくらいの涙があふれ出てきた。

　彼女が生きていたこと。

　彼女が想おもっていたこと。

　彼女の苦悩。

　彼女のこと──

　自分が誰だれかに愛されていたと気付かずに、自分は彼女の視界の外にいると思ってた。なのに、彼女はずっと自分を見ていてくれた。

　授業中ぼんやりしていて教師に怒られたりしたとき、前髪を切りすぎ悩んでいたりしたとき、それでおでこのニキビがよけい気になったりしたときも、そんな普通すぎるようなことでもずっと見ていてくれた。

　ヒトミのことを……。

　はじめは、ただごく普通の女の子であるヒトミへの共感のようなモノだったのだろう。

　ヒトミを目で追うようになり、ヒトミのおっちょこちょいなところや、授業中ふと出るあくびをあわててふさごうとしたり、お腹なかを鳴らして真っ赤になったり、他た愛わいもないヒトミの自然な魅み力りよくが、やがてスバルの中で愛いとおしさに変わっていった。

　そして、それが恋れん愛あい感情だと気付く。

　自分は他ほかの人と違うのかもしれないと、悩むスバル。誰だれにも話せず、誰にも理解されないと思い苦しんで。

　それから、スバルは自分の秘密を抱えたまま、ヒトミへの想おもいを抱えたまま、逝いった。

　ヒトミは、よく授業中など、スバルと目があったことを思い出す。

　彼女は自分のことを見ていた。

　自分は彼女のことを羨うらやましく、ねたましく、横目で見ていた。

　なのに、見ていないフリをしていた。

　こんなに想っていてくれたのに、結局、心を通じあわせることも、自分を想っていてくれた人に『ありがとう』と一ひと言ことでも言えなかった。

『おはよう』も『バイバイ』も。

　死んでしまった彼女に、なんて言おう。

　呼吸をして此こ処こにいる自分は、彼女になんて言えるんだろう。




　手を伸ばして、君に届けと。

　指先で触れるあたたかさに。

　心の壁かべに、指を押し付けて、
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　笑い飛ばす。

　昨日の繰くり返し、明日も繰り返し。

　過去も未来もない今で、

　笑い飛ばすよ。

　すべてに戸と惑まどっても、手を伸ばして。

　君に届けと、指先で触れて。

　目を閉じて──独ひとりじゃない。

　耳を澄すまして──噓うそをつけない声を聴きいて。

　両手を広げて──見えない羽は根ねを感じて。

　誰だれだって、ひとり。

　でも独りじゃない。

　手を伸ばして、触れあって、

　抱きしめあって生きるんだ。

　結んでほどく、指先で、

　何も怯おびえることはなくて。




　君を抱きしめよう。




　　　　♪




　いつもと同じ通学路。

　学校近くの道路。

　信号待ちで佇たたずむ少女。

　切りすぎた前髪をさらうように吹ふく風に、ヒトミは目を閉じた。




　闇やみがやむのを待ってた。

　そして、ゆっくりと開いた目に映るのは──

　やがて、少女は歩き出す。




　背中から、声がする。

「ヒトミちゃん、おはよう」

「おはよ、エリちゃん」

　少女は微ほほ笑えんだ。

　互いに、にっこり笑った。

　目と目があって、なんだかちょっぴり恥はずかしかった。




　でも今、

　背中の声を、羽は根ねに変えて──




　耳を塞ふさぐ手を離はなそう。

　きっと、自分の足あし跡あとがよく聞こえるから。




　きっと、答えは──ない。








hello, myself(Al.‐edit) ‐ fin.
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　　　　♪




　月明かりは流れの速い雲に遮さえぎられ、とぎれとぎれに地上を照らしていた。

　雨あがりの湿った風に乗って、数人の子供の声が聞こえてきた。

　ひそひそ話なのだけれど、そのはしゃぎようや好奇心は隠かくせていない。弾はずむような声は徐じよ々じよに、こちらへと近付いてくる。

　おそらく、男の子が三人に女の子が二人。手元に懐かい中ちゆう電灯かペンライトを持っているらしく、それがゆらゆらと揺ゆれている。

　一方、少女は、物陰に隠かくれ息を殺していた。

　こうやって興味本位でやってくる小学生たちを懲らしめるためにだ。

「──こぉーらーッ!!」

　数メートルまで子供たちが近付いたのを見計らって、少女は怒ど鳴なりながら勢いよく彼らの前に飛び出した。

「きゃぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁあぁあっっ！」

　突然の少女の登場に、子供たちは悲鳴を上げてやってきた方へ全力疾しつ走そうで逆戻りしていく。

　それまでの楽しげな雰囲気など一発で吹ふっ飛んだ。中には泣きながら逃げていく子もいた。

　少女は、逃げていく子供たちの背中ににらみを利きかしながら、ウーッ、と吼ほえる犬のようにうなった。

「これに懲こりたらもうくるんじゃないぞっ」

　作った強こわ面もてな表情を崩くずさずに、少女はため息混じりに言う。

　しかし子供たちを脅おどかしたりしている少女だが、多少間の抜けたところがある。

　少女は今、白い布を頭からかぶって全身を覆おおい隠しているので表情を作っても、まるで見えない。

　それでも少女は大おお真ま面じ目めだった。

　怪かい談だん話に乗せられた子供たちを追い払おうと一いつ生しよう懸けん命めいに。




　──その小学校では〝幽ゆう霊れい〟が出ると、生徒たちの間でもっぱら話題となっていた。

「友達の友達が、幽霊を見たんだって！」

　というウワサの一人歩きの法則を経へて現在、先月事故で亡なくなってしまった若い女性教師の霊が学校内やその周囲に現れるという話が一番、まことしやかに伝わっている。

　元々学校にはトッピングとして付いてくる幽霊話とも女性教師の話が重かさなった。

　しかも、その小学校の周囲で犬や猫ねこが惨ざん殺さつされるというむごい事件が起こっていて、それも女性教師の霊の仕し業わざだとか、そんなオプションまで付いている。

　ウワサは初しよ夏かという怪かい談だん話が盛り上がっていく季節も重かさなって、瞬またたく間に生徒たちや他校の生徒たちにまで広がっていた。

　けれどもウワサはウワサ話。小学生たちのほとんどが内心では、そんなモノ作り話の類たぐいであって、本当にはないことを判わかっている。判っている上で、あえてそれに乗せられている。

「でも、もしかしているかもよ？　マジでさ」

　などと言って、肝きもだめしに学校に忍び込もうとする。

　そういった子供たちを脅おどかして、追い払おうとしているのが少女だ。

　少女は──宮みや崎ざきエコは、この無責任な怪談話がどうしても許せなかった。

　初夏のころにささやかれ出したこのウワサは、夏休みに入るとさらにエスカレートしていた。

　エコの通う中学まで広まりつつある。エコたち一年生の中で知る生徒も少なくない。

　幽ゆう霊れいに襲おそわれた人がいるだの、幽霊が音楽室に出たのを見た友人がいるだの、あからさまな作り話ばかり。それでも小学生たちの好奇心を駆かり立てるには十分であり、肝だめしと称して夜、その学校の生徒やさらには他校の生徒までもが小学校に忍び込むような事態が多発。

　ＰＴＡをはじめとする大人おとなたちの間でも問題になりはじめた。

　だが、中ちゆう途と半はん端ぱにオトナが騒さわいでも子供たちの興きよう味みや好奇心をよけい刺し激げきするだけ。

　子供のやること。だからといって、エコには許せない想おもいがあった。

　幽霊だと騒がれている女性は生前、小学校の教師だった。

　ウワサでは、暴力的な面があったとか、動物を虐ぎやく待たいするだの言われている。女性教師うんぬんよりも、そういうバイオレンスな部分の方が強調されている。

　しかし、違う。そんなことまったくない。

　その女性は、幼いころから小学校の先生になる夢がありそれを叶かなえ、嬉き々きとして毎日を送っていた。おっちょこちょいなくせにがんばり屋で、何ど処こか抜けている風かと思ったら妙にしっかりしていたり、ちゃんと物事を見ることができたり。

　これからに胸をいっぱいにふくらませて、悩んだり学んだり泣いたり笑ったり。

　子供たちにたくさんの夢を見て、たくさんの夢をもらっていた。

　それなのに、女性は事故で死んでしまった。

　けれど、その子供たちが死んだ女性の幽霊が出ただの騒いでいる。

　死んだ人を笑うような、それを楽しむような、馬ば鹿かにするような行為。

　女性がどんな想いでいたのか、どんな風に想いを注そそいでいたか、それをその子供たち自身が踏みにじるような行為を繰くり返す。それがエコには絶対許せなかった。

　死んだ女性教師は、エコの──姉だ。

　ワコという名前で、歳としが十歳さいも離はなれている。それなのにワコはぜんぜん子供みたいだった。

　無邪気に笑って、些さ細さいなことにも真剣に悩んで、

「まだ、夢の途中の途と中ちゆう。これからなんだよね。うん。だからもっとがんばらなくちゃ」

　とワコは言った。

　だけど、死んだ。

　教師になって、まだ二ヶ月あまりのことだった。

　エコはずっと傍そばでワコのことを見ていた。

　すごく女性らしくて、綺き麗れいで、それなのに笑うと子供みたいなワコのことを、エコは羨せん望ぼうのまなざしで見ていたし、大好きだった。

　夢は簡かん単たんに壊こわれてしまうモノだと判わかっている。それでも大切に持ち続けてきたワコ。

　彼女の想おもい。彼女の意志。

　笑ったこと、泣いたこと、たくさんの、すべてのこと。

　それを思うと、エコは許せない。

　子供たちの行為、言葉、死んでしまった人を冒ぼう瀆とくするようなこと、子供たちの無邪気ささえも。そしてオトナたちの無責任さも。

　だからエコは夜、学校に忍び込もうとする子供たちを脅おどかすことをはじめた。

　単純な発想だ。

　脅かして懲こらしめてやれば、もうやってこなくなるだろう。

　きっと、肝きもだめしなんか考えない。

　だから、幽ゆう霊れいのフリをするんだ。白い布をかぶり子供たちを脅かす。子供たちは驚おどろいて逃げる。そしてもうこなくなる。

　ひどく安あん易いで簡単なことだが、エコは真剣だ。




「よし……。ハァー……」

　二組目の子供たちを追い払い、エコは深呼吸した。

　腕時計に目をやると、デジタル表示された数字が九時近くになろうとしていた。

　エコが今いる場所は、小学校の校舎裏。さすがに正面玄関から堂々と忍び込もうとする子供たちはいない。学校の敷しき地ちを囲む金かな網あみのフェンスに、校舎の裏のある場所で誰だれかが故こ意いに穴を開あけた箇所がある。丁ちよう度ど、植えられた木々に隠かくれ遠目からは、誰かがそこを通ってもなかなか確認するのは難むずかしい。

　それを知っている子供たちはそこから進入してくる。数ヶ月前まで、この小学校に通っていたエコも過去にそこを通った経けい験けんがあって、やはり同じところから敷地内に入った。

　木々の陰かげに隠かくれ、子供たちを待った。

「さすがにもう……こないよね」

　陽ひが落ちてからずっとまとっていた白い布をエコはようやくはずした。

　何の音もしない。

　風の音も、木々の音も、虫の声も。

　雨あがりのじめじめとした喉のどを締しめつけるような蒸むし暑さだけが辺あたりを支配する。

　そんな中で、




　────リン。




　という鈴の音ねのようなモノが聞こえた。

　近くもなく遠くもない。距きよ離り感の判わからない音だった。

　ただ、耳の奥でやけに響ひびいている。まるで耳鳴りのようだがそうではない。

　エコは何かの気け配はいを背中に感じた。

「──────ッ!?」

　内心恐怖にかられながらもゆっくりゆっくりと振り向く。遠くにチラチラと灯あかりが揺ゆれているのが目に入ってきた。

　その灯りは正面玄関の方、ぐるりと校舎を廻まわってこちらへとやってこようとしていた。

　マズイ。と、エコは直感的に感じた。

　あの灯りの主は、おそらく子供たちの保ほ護ご者、見廻りだろう。エコは焦あせった。オトナに見付かってしまうのはいただけない。早くこの場から離はなれた方がいい。

　そう考えたエコは、急いでフェンスの穴から外に出ようとした。しかしやはり彼女の、ちょっとばかり間の抜けた部分がここで出てしまった。

　穴を通り抜けようと身体からだを潜もぐり込ませた際に、持っていた白い布がフェンスの突とつ起き部に引っかかってしまった。

「あ、あれ？」

　エコは、ぐいぐいと身体を前に倒すが、布がしっかり突起部に絡からまって身動きがとれなくなってしまった。

「う、うっそーっ!?」

　元々、フェンスに開あいた穴は、小学生の子供がひとりやっと通れるくらいの大きさしかない。

　小学校を卒業してから半年もたたないが、エコも成長している。穴をくぐって入ってきたときも実は、ギリギリだった。身体を丸めて、上下左右にひねったりしながらようやくだった。

　なのに、焦ったせいで普通に頭から、しかも手には布を持ったままで突っ込んだ。

　もちろん引っかかった。

「ぐぅぅぅぅ[image: ][image: ]、うぅぅぅぅぅぅ[image: ][image: ]っ！」

　うめいてみても、布を持つ手の位置やら身体の角度が絶妙に穴の大きさにフィットしていて、うまく抜け出せない。

　こんなことをしている間にも、着実にオトナたちが近付いてくる。

　そして、もうひとつとてもやっかいことが発覚した。

　エコのスカートが、身をよじったりしたせいで、見事にめくり上がっていた。ショーツ丸出しだった。バックプリントは──くまだった。

「ふわわわわっ！」

　こんなところを誰だれかに見られたら恥はずかしすぎる。

　しかも、ショーツのバックプリントは──くまだった。

　なんてこったい。よりにもよってコレか！　中学生にもなってこんなのはダメじゃん！

　それよか、スカートなんかはいてこなきゃよかった！

　てゆーか、ここを早く通り抜けないと！

　抜けないと！　抜けないと……抜け……ない…………抜けられないんですがッッ!!

「ちょっと、もう！　なんなのよ!!」

　思わず目を閉じたエコの口からそんな科白せりふがついて出る。

　と、次の瞬しゆん間かん、エコの心しん臓ぞうは止まりそうになった。

　何な故ぜならすぐ目の前に──男の子がひとり立っていたからだ。

　お、お、お、お、お、お、お、おかぁさ[image: ][image: ]んっっっ！

　じ、事件ですっ！

　あたし見ちゃったの！　とうとう本物見ちゃった！

　本物の幽ゆう霊れい[image: ][image: ]っ!?




　薄うす暗ぐらい闇やみの中に、男の子がひとり立っていた。




　　　　♪




　いきなり現れたんだ。

　シチュエーションが悪かった。

　まあ、勘かん違ちがいだったんだけど。




　うわぁぁぁぁ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]ん！

　違う違う違う！　見てない見てない！

　あたしは幽霊さんなんか、見てないよ？

　だってだって、ほ、ほら、えーっと、そう！

　この男の子には──足があるじゃない！

　……あし？　あ……ほんとにある。足が。

　自分で思っておいて、確認してみてはじめて気が付いた。

　エコの幽霊知ち識しきから思うに、『幽霊＝足がない』だ。

　まだ心しん臓ぞうはバクバクうなりを上げているが、ちょっとだけ落ち着いた。

　暗がりでよく判わからないが、一見したところ、その男の子はエコよりも小さく歳とし下に思えた。

　そして、その足あし下もとには男の子に寄り添そうように、いっぴきの猫ねこがいた。そんなに大きくはない三み毛け猫だ。暗くら闇やみにぼんやりと空色ブルーの瞳ひとみが浮かんでいる。

　こんな時間、こんな子供がひとりで何してるの？

　いやまあ、あたしも人のこと言えたものじゃないけど……。猫の散歩？　って、あんまり聞いたことないなー。

　ん？　てゆうか、この子も肝きもだめし!?

　このぅ……って、この状態で何言っても説得力なくなるじゃん！

　とかなんとか、こんな考えを巡めぐらせていると、

「なにしてんだ、おまえ？　こんなトコで、こんな時間に、そんなカッコで」

　無愛想な口調で、うさんくさそうな視し線せんをエコに向けながら男の子が訊きいてきた。

　うさんくさい目で見たいのはあたしの方だ！

「な、なにもしてないわよ！　て、てゆうか、あんたこそなんなのよ！　どうせ、肝だめしとか言うんでしょ？　最近の子はホントにもう！」

　エコは、自分の置かれた状況に顔を真まっ赤かにしながらもなかばヤケになって言った。

　どうやら男の子は、オバケとかそういうんじゃない。それだけは判る。その途と端たん、エコは態度が大きくなった。そしてよけいなことまで言った。

　と、男の子は、

「あっそ。こっちはただの小学生だし、肝だめしなんかしてねぇし。ってことで、んじゃ」

　簡かん単たんに言ってその場を去ろうとした。しかしエコは、慌あわてて男の子を呼び止めた。

「ちょ、ちょ、ちょっと待って！」

「なんだよ……ったく」

　男の子が立ち止まり振り返った。そのせいで、歩き出した男の子についていこうとした三毛猫が、彼の赤いスニーカーにぶつかった。

　猫がスニーカーに向かって、にゃー、と小さく鳴いた。

　ん？　そのスニーカー。あたしのと同じ……モロかぶりなんですが……って！　今、そんなこと気にしてる場合じゃないし！

　見廻りのライトがエコがいる付近をかすめた。

　わ、わわわわぁっ！

　とにかく今は、この状況から──

「……あの、その、お願いがあるんだけど」

「──？　なに？」

「た……助けて」

「はぁ[image: ][image: ]??」

　あっけにとられ男の子は目を丸くした。

「お願い！　ちょっと引っかかっちゃって出れないのっ」

　エコが懇こん願がんするような目で見ると、男の子はなんとなく彼女が置かれた状況を理解したようで、やれやれとため息をついた。

「ったく、バカじゃねーの……」

　とか、男の子はぼやきながらもフェンスの網あみにかかったエコの救出をはじめた。

　何も言うこともできず、エコは恥はずかしさと情なさけなさにうつむく。

　と、しかし、

「なんだこれ？　どーなってんだ？　ぜんぜん〝ちょっと〟じゃねーじゃん！」

　言って、男の子が絶妙に絡からまっているエコの状況を見定めるべく、フェンスの向こう側を覗のぞこうとした。

　エコは、とっさに思い出した。

　──クマさんが、こんにちわしたままですが、なにか問題でも？

　いやいやいやいやいや。ありだ！　問題山やま積づみだ！

「ちょちょちょちょっ、ちょっ、ちょっと待って！」

「なんだよ、さっきから。待て待てって」

　男の子の言う通りだ。自分にはそんな悠ゆう長ちようにしている時間はないはずだ。もう、すぐ傍そばまでオトナたちがきてしまっているはず。

　けれど、男の子がこんなときにすごくマイペースなものだからこちらまでつられてしまう。

　しかも、あたしはいまだにクマさんだ！　やだーっっ！

「ごめん！　訳わけあって覗き込まないでくれる!?　そして、すばやく！　さらに静かに！」

「はぁぁ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]？　だって、どうなってんのか判わかんねーし」

　男の子はますますあっけにとられる。

　いや、判ってるよ？　自分がワケ判んないこと言ってるのは判ってる。だけどさ……。

「なんなんだよ、あーしろこーしろってさぁ……。さっき見廻りっぽい光が見えたしさー。はやくここから離はなれたいんだよなぁ……」

　男の子は、ぶつくさと文句を言う。

　それでもエコが頼んだように、彼女のうしろ側は覗かないようにして、フェンスに引っかかった布をはずそうとしていた。その表情は真剣だ。

　だからこそ、男の子は髪の毛を流は行やりの感じに長めで茶系になんかカラーリングしてなんかいるが、決して軽い感じには見えない。

　なんというか、雰囲気がとても柔らかい。口調や仕し草ぐさはいちいち面めん倒どうくさそうなのだが、素直な子なのだろうと思う。

　こんな状況で初しよ対面の人間に、頼まれたとはいえ、男の子は一いつ生しよう懸けん命めい、首筋にはうっすら汗の水玉を浮かべてあっちこっちと手を伸ばし、エコを助けようとしてくれている。

　しかしまあ、なんてなさけないことだろうか……。

　エコは、気持ち的に男の子の方を見ていられなくなって、視し線せんをはずした。その先には、彼が連れていた三み毛け猫ねこがいた。

　離はなれずに、ちょこんと座って、ブルーの瞳ひとみをこちらに向けている。

　その視線がぶつかった。

　三毛猫は、『？』を顔に浮かべ、首をかしげる。

「あはは……」

　エコは、なんだか猫にも申し訳わけなくなってしまった。

　そんななか、背後から声がした。ライトの明るさがさっきよりも増している。

　見廻りがすぐ傍そばまできていた。

　あぁー、やばい！

　小学生を脅おどかしていたことも、夜の学校に忍び込んだことも、こんな格かつ好こうになっているすべてが、ヤバイよっ！

　見付かってお母さんに言われちゃったら、どーしよ!?

　あっ！　それより、もしかして補ほ導どうされちゃうかも!?

　そんで警けい察さつに連れていかれて、「ネタは上がってんだ」とか怒ど鳴なられて、カツ丼どん出されて、食べたらあとでお金請せい求きゆうされるんだ！

　少年！　お願い！　あたしを助けて！

　屈折した情報によって増幅された心の中の悲鳴が、もう口から出る寸前だった。と、

「よっし……これをこうすればっ…………とれた！」

　そう言う、男の子の声が聞こえた。

　その瞬しゆん間かん、布とフェンスに支えられていたエコの身体からだが解とき放たれ、

「どわぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」

　下になっていた男の子の身体に覆おおい被かぶさってしまった。

　男の子が悲鳴を上げた。

「──誰だれかいるのっ!?」

　男の子の悲鳴を聞き付け、オトナがやってきてしまった。

　その手にしたライトが、エコたちのいる場所を照らした。

　ああ、見付かってしまった。

　そう思った。

　だが──




　きゃぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっぁぁぁぁぁぁぁああぁぁぁっっ!!




「──へ？」

　叫び声は、エコでも男の子でもない。

　オトナたちだった。この世の終わりがやってきたような悲鳴を上げ、直後、バタバタというひどく慌あわてた様よう子すの足音が遠ざかっていった。

「へ？」

　状況がまったく飲み込めない。

　エコはただ目を白黒させた。

「…………な、なに……？」

　恐る恐る振り返る。

　と、そこには誰だれもいない。すぐそこにいたはずの見み廻まわりの姿が消えている。

　確かにそこまできていたと判わかるのは、懐かい中ちゆう電灯が地面に落ちていたことだ。

　どういうワケか、見廻りはエコたちに遭そう遇ぐうする寸前で去っていってしまった。懐中電灯を落っことすほど大慌てで。

　でも、助かった。

　見付かることもなかったし、クマさんを見られることもなかった。

「ハァ〜……。よかった……」

　エコは気付かなかった。フェンスからエコは救出されたが、彼女がかぶっていた布はまだそのままで、引っかかっていたことに。そしてそれが不意に吹ふいた風に揺ゆれたこと。闇やみの中でふわりと舞まい、それを目もく撃げきしたオトナたちの目には、突然闇に湧わいた白い影かげ──幽ゆう霊れいのように見えたことに。

　何も知らないエコは心しん底そこほっとしていた。

　が、その一方ですっかり忘れていたことがあった。

「よくねぇだろ！　お、重いっ……」

　エコは男の子を下した敷じきにしたままだった。

「お、重いって、ヒドッ。あたし、そんな太ってないし！」

「い、いいから！　どけよぉっ」

　男の子は息苦しそうにうめいて、両手でエコの身体からだを押し上げようとした。と、

「ちょ、ちょ、ちょ、ちょっと何ど処こ触ってんのよっ！」

　胸だった。男の子の両手がしっかりとエコの両胸をとらえていた。

「う、うっせー！　おまえがどかねぇからじゃんか！　つ、つーか、触るほどねぇし！」

　男の子は不可抗力でそうなったとはいえ、恥はずかしさで顔を真まっ赤かにして言った。

　とっさに口から出た科白せりふだったのだろうが、エコにしてみると多少は傷付く。

　なので、思わず男の子の頭を平手ではたいていた。

「ど失礼っ！」

「イテッ！　なにすんだよ！」

「なにもこうもない！　失礼でしょ、女の子に対して！」

「……へぇ……女だったんだ。ぜんぜんないから男かと思っ……」




　バシっ。




　今度はちょっと、強めにはたいてみました。

「イっっテェッ！　叩たたくなよ！」

「叩くわよ！」

「だから叩くなっつーの！　助けてやったのにっ!!」

「あーら、どーも、それはありがとーございました」

「ぜんっぜん、心がこもってねぇー！」

「いえいえ、こもりまくりでございますですわ」

「なんだその言い方！　つーか、いいかげんどけよ！」

「はいはい……。どくわよ。どけばいいんで…しょっ！」

　エコはわざと鈍にぶい動きで一度男の子に体重をかけてから立ち上がった。

　男の子が、ぐえっ、とカエルがつぶれたような声をあげた。

「……ったく、さぁ……」

　わざとやったのが判わかったのか男の子は、立ち上がりながら不ふ機き嫌げんにボリボリと頭をかいた。

「あらん？　どうかした少年？」

「うっせーよ。クマパンのくせに」

　男の子は、最後、ポツリと謎なぞの科白せりふを呟つぶやいて、この場から離はなれようと歩き出した。

「はぁ？」

　何かが妙に気にかかったエコは、口の中でそのキーワードを繰くり返してみる。

　クマパン？

　クマ……パン…………。

　クマのパン？

　クマさんからの贈り物のパン？　ち、違うよね。

　えーっと、クマさんがやっている屋台の焼きそばパン。もしくは、フライパンで？

　うーん。違う。ぜったい違う。

　クマ？　パン？

　………………………………………………………………………………………ハッ!?

　も、もしかして……クマパンって！




　クマさんのおパンツ!!




　ダッシュで男の子のあとを追った。

　男の子の横に並び歩きながら、

「み、見た!?」

　エコが訊きく。

「み、見てねぇよ！　クマの絵のパンツなんか！」

　男の子はさらに歩調を速めあわてて否定する。

　が、しっかり言ってるじゃないか。

　それは、見たって言ってるようなもんだ！

　マジっすか!?　見られた!?

　エコが立ち上がった際、地面に寝そべっていた男の子からはどうしてもそのスカートの中身が見えてしまった。辺あたりが暗くても、彼の目にははっきりとラヴリーなクマのイラストが確認できた。できてしまった。

　あたしってば──ザ・おっちょこちょい！

　そりゃ、母親にはよく、

「女の子らしくしなさい」

　なんて言われる。




「──おねーちゃんを見習いなさい」

　って、言われた。

　……もう、いないんだけど。

　……いないから、見習いようがないんだけど。

　……じゃあ、あたしどうすればいいのかな。

　あたしは誰だれを見てればいいのかな？

　お母さんは教えてくれないんだ。

　判わかってる。

　お母さんだって、ひどく傷付いてる。

　あたしもおんなじだよ。

　でも、お母さんはあたしなんか見てない。

　いつもおねーちゃんばっかり。おねーちゃんだけ。

　今もずっとおねーちゃんのことを見てる。

　もう、いないのにね。

　もう──




「……ご、ごめんっ！」

　え？　とエコはその声で我に返った。

　いつの間にか小学校から少し離はなれたコンビニの近くまできていた。

　そこには街がい灯とうもあって、小学校の裏にいたときより視界がはっきりとしている。

　と、見れば、男の子が申もうし訳わけなさそうにエコを見ていた。さっきまでの面めん倒どうくさそうな無愛想な感じではない。しっかりと真まっ直すぐな目をしている。

　いきなりどうしたのだろう？

　ううん。いきなりどうにかなっていたのは、あたしの方だったんだ。

「あ、あの、その……えっと。そんなバカにするとか、そんなつもりじゃなかった…ワケで。えーっと、なんつーか、ごめんっ」

　男の子は言って、ペコリと頭を下げた。

　一いつ瞬しゆん、何のことを言っているのかエコは判わからなかった。けれどすぐ、ああ、と思い当たった。

　恥はずかしながら、男の子はクマパンのことを言っているんだ。

　あたしが、少し暗い顔をしていたから。なんか、変なこと思い出しちゃってたから。

　だから、それを見てこの子は、あたしが傷付いたと思ったんだろう。

　やっぱりこの子、すごい素直なんだなぁ。

「えっと、その、だいじょうぶだから」

　エコはつとめて明るい声で言った。

　暗くなっちゃうのは嫌いやだ。気が滅め入いるし、こうして他人に心配をかけてしまう。あたしがしっかりしないとお母さんだっていつまでもあのままだ……。

　それにクマパンでヘコんでると思われるのは、やっぱりどうしようもなく恥ずかしいじゃないか。

「あたし、べつに下着のことを言われてヘコんでたワケじゃないし」

「え、そうなの？」

　男の子が訊きき返してくる。

「うん。ちょっと思い出しちゃったの、いろいろ」

「そっか……」

　少し安心したように、男の子は息を吐いた。それから思い付いたように何なに気げなく、

「なんかさ、よく判らないけど、そうやって思い出して悲しい顔するんじゃなくて、笑えるようになったらいいなっ。オレもたまにそうなっちゃうときあるからさ」

　男の子は、ずっと座っていた三み毛け猫ねこを抱き上げながらそんなことを言った。

　まるでエコの心が見み透すかされているようだった。

　不ふ思し議ぎな子だ。

　エコよりも小さくてまだ幼い。なのに態度は歳とし上うえのようで。たぶん、エコよりもしっかりしている。

　三み毛け猫ねこを不ぶ器き用ように抱く姿は、あまり丁てい寧ねいではないけれど、何ど処こか愛情に満ちているそんな気がする。

　表情はやはり幼い。けれど、エコはその何処かに影かげのようなモノを感じた。

　彼はさっき「オレもたまにそうなっちゃうときがある」と言った。それは〈悲しい顔〉を示している。そのことが影の部分につながっているのかどうかは判らない。

　ただ、なんとなく感じただけだった。

「えっと……あ、名前訊きいていい？　あたしは、宮みや崎ざきエコ」

　エコは、今さらだが名乗った。

「あ、オレ？　オレは、コータ。──瀬せ戸とコータ。んで、こいつがブルー」

　男の子、コータが言うと腕の中の猫が、にゃーと軽い声で鳴いた。







[image: ]







　　　　♪




　エコは歩み寄って、コータが抱えた猫ねこ、ブルーの頭を優やさしくなでた。

　ブルーはくすぐったそうに、でも、気持ちよさそうに目を細めた。

「コータくんに、ブルーってゆうんだこの猫は。へぇ。コータくんは小学生、だよね？」

「うん。小六だけど？」

「じゃあ、あたしの方がいっこ上だね。中一だから」

「関係ねぇし、べつに。だいたいちょっと早く生まれたってだけじゃん」

　コータはおもしろくなさそうに言った。

　なんか、歳とし上うえに対して、やな思い出でもあるのかな？　などと勘かんぐってみるエコ。

　しかしそれは〝ズバリ〟だった。

　以前、コータ少年は当時所属していたサッカークラブの先せん輩ぱいと殴なぐり合いの喧けん嘩かの末、退部した過去を持っていた。

　そのため学年がどうとか先輩後輩がどうとかには多少過敏になっている。

　けれど、そこまでの細かい事情を初しよ見けんのエコがコータの表情だけで読みとれるはずもない。

「そういえば、さっきキミ、小学校でなにしてたの？」

「べつになんにも」

「なにもって、あんなトコにいてなにもはなくない？」

「うっせーなー。つーか、じゃあおまえもなにしてたんだよ」

　うっ……。い、言えない。

「あ、あたしは……べつにぃ」

「引っかかってたクセに」

「うっさい。だいたい──」

「──あーッ、いた！　おまえなにしてんだよッ!?」

　そのとき不意に、あさっての方から少し怒ったような声が鳴った。

　声に、エコとコータ、それからブルーが反応する。

　暗くら闇やみに目をこらすとそこに、コータと同じくらいのべつの少年が立っていた。

「コータっ！　みんな見付かりそうになってやばかったんだぞ!?　おまえだけ、いなくなってたから捕まったかと思ったじゃん！」

　少年はやはり怒っていて、コータに詰め寄る。どうやら友達らしい。

「知らねーよっ。オレは最初から肝きもだめしなんかヤダって言ってんじゃん」

　としかし、コータは軽く受け流す。

「だってさー、おまえがいなきゃ意味ないだろ？　だって見えるじゃん。〝幽ゆう霊れい〟とか」

　そんなことを少年が言った。

　傍そばにいて嫌いやでも話が耳に入ってきてしまったエコは最初、『肝きもだめし』という単語に敏感に反応し、「やっぱり肝だめしやりにきたのか、コラーっ」とか思ったが、直後「えぇっ？　幽ゆう霊れいが見える!?　うさんくさっ！」とか言いそうになり科白せりふを喉のどの奥に押し戻した。もう少し話を聞いてみてもいいんじゃないかという気がした。

「だから、よけぇイヤなんじゃん！　オレだって、見たくて見えてるワケじゃないし……ったく、あの〝白いの〟に逢あってからだよ……」

　コータは苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶしたような表情になる。

「判わかってる、判ってるって。その話、去年から何十回も聞いたし。でもしょーがねーじゃん。見えるんだろ？」

　それでも言う。

「見えるよ？　見えるからイヤなの！　それにこうやってさ。オバケが出たとか言っておもしろがるのもさ。幽霊って、べつに幽霊になりたくてなってんじゃないだろうし。それにこういうの、肝だめしとか……そのひとのことすんげーバカにしてるみたいじゃん。そのひとって、生きてたんだぞ？　でも……死んじゃってさ。なんか、それを全部無視してるみたいじゃねぇ？」

　とても悲しげにコータはうつむいた。

「見えちまうとつらいんだ。なんか、たくさんの想おもいが自分の中に流れ込んでくるみてぇで。笑えなくなんだよ。〝あいつ〟と約束したのに……なあ、ブルー」

　抱えた猫ねこに話しかけるコータ。

　ブルーが、にゃーと鳴いた。




　　　　♪




　雲に隠かくれていた月が顔を出した。光が真まっ直すぐに降りてくる。

「あのさ。コータくん……」

　こんなときに何を訊きこうとしているだろうか自分は。

　訊きたいことがあった。でも訊いてはいけないような気もした。

　エコは、なかば無む意い識しきにコータに呼びかけていた。

　が、しかし、

「なに？」

　とコータが返すよりも先に彼の友達の少年が、

「そ、そういえばどちらさま？」

　とコータに耳打ちする。その頰ほおが気のせいか紅こう潮ちようしている。

「宮みや崎ざきエコってゆうんだってさ。中一らしいよ」

　コータが言う。

　──おいおい、あたしはコータくんって言ってるのに、そっちは呼び捨てかい。

　とか思ったが口にはしなかった。

　それ以前に、コータくんのお友達のテンションがおかしいことになってない？

「あ、あ、あ、あの、ぼ、ぼぼぼ、ぼく、斎さい木きタカシと言います！　じ、十一歳さいです！　隣となりの地区の小学校に通ってます。六年三組です！　あ、出席番号は五番です！」

「んなこと、誰だれも訊きいてねぇよ……」

　冷静にコータが突っ込むが、少年、斎木の耳にはまったく届いていなかった。

「きょ、今日は、コータくんたちや友達と、幽ゆう霊れいが出るってウワサを聞いたんで、わざわざ肝きもだめしにきましたっ！　けど、途と中ちゆうでコータくんだけいなくなっちゃったんで探しにきたんですよ！　ほらぁ、こいつってぇ、団体行動にがてですからぁ。すぐひとりでどっかいっちゃうんですよぉ、いつも。友人のぼくとしてはたいへんでしょうがないんですけどね。ええ、まあ、ほら友人ですから。ええ！」

「なんの話だ……」

　やはりコータが冷静に突っ込む。しかしやはり斎木の耳には届かない。

　その目は一いち途ずにエコの方を見つめていた。穴の開あくほどじっと見ていた。

　見つめられるエコは、はたと困ってしまった。

　いったい、なんなんだろう、この子は……っ？

　テンション上がりっぱなしの斎木は、強ごう引いんにコータの首に手を伸ばし刈かるようにして、エコから少し離はなれた。

　声を殺しコータにささやく。

「おい、コータ！　チョーかわいいよ、このおねえさん！」

「そ、そうかぁ……？」

「こんなひとといつ知り合ったんだよ、おまえ！」

「いつって…………ついさっきだけど……」

「いいなぁ！　おまえだけかっ!?　俺おれにも紹介しろよぉっ」

「……って。したし、さっき」

「うっわー、チョーかわいいっ！」

「…………聞いてるか、斎木？　オレの話……」

「で、コータ！　訊きいたか？　訊いたのかッ？」

「な、なにを？」

「決まってんだろぉ!?　ケータイとか！　メールとか！」

「訊くかよ。だいたいオレ、ケータイ持ってねぇじゃん」

「知ってるよ、バカ！　コータが持ってなくても、俺おれが……俺も持ってねぇよ、バカっ!!」

「なにキレてんだよっ。ワケ判わかんねぇ」

　コータと斎さい木きの一連のやりとりは、エコには聞こえなかった。

　そもそも話しかけたのはエコだったのに、ふたりのひそひそ話がなかなか終わらないせいで、エコは再び声をかけるタイミングを逸いつしてしまっている。

　どうしたモノか、エコの視し線せんはキョロキョロとあちらこちらに躍おどる。

　えっと……あのぅ、どうしたらいいのよ、あたしっ。

　と、コータと斎木のやりとりが止まった。

「お、お、お、お、お、おねえさん！」

　あからさまに、斎木の頭のうずまきから爪つま先さきまでがピンと緊きん張ちようで伸びきった。

「は…はい……っ？」

　斎木の妙なテンションにエコは少し退く。

　コータが斎木の隣となりで、呆あきれた風に首をもたげる。その真ま似ねをしてブルーも同じような仕し草ぐさをする。

「お、おねえさん！」

　二回言った。

「な…なに……？」

　さらに退ひくエコ。

「お……………………………………………………………じゃっ、お邪じや魔ましましったぁッッ！」

　舞まい上がりすぎた斎木は突然深々と礼をした。

「はぃ？」

　と、エコもコータも目が点になる。

　さらに斎木は、すばやい動きでコータの首に腕を廻まわし、引きずるようにしてエコから離はなれていく。

「お、おい。なんだ!?」

　コータが言うが、斎木は無視してその歩調を速める。

「あ、あの、ちょっと……っ！」

　エコが呼び止めようと手を出した。それを勘かん違ちがいした斎木が目め一いつ杯ぱいの笑え顔がおで、

「それじゃあ、おねえさーんっ！」

　と手を振り返す。

「斎木！　苦しいって！　放せよ！　はーなーせー……………………」

　コータのもがく声があっという間に遠ざかっていった。

　おねえさぁーん、という声が遠くに聞こえ、やがて、何も聞こえなくなった。

「ちょ、ちょ……ちょっと……なんなの？」

　そういえば、助けてもらったお礼をあの子に言ってなかった。

　どうして自分はこうも素直になれないんだろうか。

　いつだって、後こう悔かいばかりだ。

　後悔はいやだって、だから、変わろうって思ってたのに。

「あの子、たしか……隣となりの小学校って言ってたっけ……」

　暗くら闇やみに消えた男の子の顔を思い出してみた。

　なんだか急に心細くなった。

　今日はもう、こんな時間だ。

　ずいぶん遅くなってしまった。

　うちに帰ろう。




　　　　♪




　夜は、なかなか眠れない。

　目を閉じると、目ま蓋ぶたの裏には今も笑え顔がおの姉がいる。やっと眠れたと思ってもすぐに目が覚める。涙と一いつ緒しよに目を開あける。

　そして、すぐに朝がくる。

　夜は、なかなか眠れない。

　繰くり返す。

　日々を繰り返す。

　なら、いっそ巻き戻ってくれればいいのに。

　時間よ、巻き戻れ。

　一分、一秒でもいい。

　誰だれでもいい。この繰り返しの中で、少しずつでもいいから戻してはくれないでしょうか──




「──そういえばあの子、隣の地区の小学校だって言ってたっけ……？」

　エコは、学校からの帰り道、昨晩ゆうべ出で逢あった男の子、コータのことを思い出していた。

　まあ、『隣の地区の小学校』と言ったのはコータではなく斎さい木きだったが、とりあえずそれは置いておくことにした。

　コータに、エコは不ふ思し議ぎなモノを感じた。もちろん、ごく普通の子に見えたし、妙にオトナぶったところもよけい子供らしいような気もした。

　なのに、それだけではない何かをコータは持っていた。

　エコはその〝何か〟が見えなくて妙に気にかかっている。いや、他ほかにも気になることを言っていた。

『幽ゆう霊れいが見える』

　とてもバカバカしい話だ。これこそ小学生の子がおもしろおかしく言い出しそうなことだ。でも、それを言っていたコータの表情は楽しそうでもなんでもない。逆に、冗じよう談だんではないという風だった。

　ちなみに、『幽霊が見える』と言ったのも斎さい木きだが、やはり置いておくことにした。

　エコは、中学校にいる間からぼんやり、コータと〝もう一度逢あう〟ことを考えていた。

　そんなことを考えていたせいで、所属している弓きゆう道どう部の部長には「集中しろっ」と叱しかられてしまった。

　しかも、胴どう衣いのままで校庭を走らされた。

　それでもなくても最近は、何をやっても気持ちが入らないのに……。

　コータに逢って、どうしよう、ってことは特にないのだけれど。

　話がしてみたい。今のところはそれだけ。他ほかにはない。

「よっし、行ってみるか」

　とりあえず、隣となりの小学校に行くことにした。

　行くことにした……。

　行くことにした…………のだが、

「と……隣の小学校って────何ど処こだよっ！」

　昨晩ゆうべ、エコが忍び込んでいた彼女の母校でもある小学校の付近、周囲には他にふたつの小学校がある。

　一いち概がいに〝隣〟と言っても西なのか東なのか、それとも南か北か……実にビミョー。

「ったく、あの斎木ってゆう子……いいかげんなんだからぁ」

　こんなときだけ何な故ぜか、斎木の顔が浮かんだ。

　本人にすれば、なんて不ふ憫びんなことか。

　しかし、よく考えてみると、小学校に直接行っても逢えるというワケでもない。

　まず、中学と小学では、学校の終わる時間が違う。

　学校が終わってから向かっても、移動時間も入れると、これはもう逢える可能性は低くなってくる。

　そして、もっともありえないのは、今が──夏休みだということ。

　だ、誰だれも学校行ってないじゃーん！

「クラブ活動とかしてないのかなぁ……？」

　だったら、休みでも学校にきているはず。

　けれど、それの可能性もない。

　彼女は知らないことだが、コータは以前所属していたサッカークラブを先せん輩ぱいと喧けん嘩かしたあげく退団している。

「どうしたらいいかなー……」

　昨晩ゆうべのように小学校で待っていてもコータがくるはずもないだろう。

　いい考えは浮かばない。

　そんなことを考えながら歩いていたら、何度か電信柱や標ひよう識しきにぶつかりそうになったりぶつかったりした。いつの間にか、自宅に到着した。




　その夜は、オバケのフリをしなかった。

　そんな気分じゃなかった。それにエコが家の中に入ってすぐ雨が降ってきたからだ。

　明日は部活が休み。ちょっと散らかった頭の中を整理するにはいい機会かもしれない。

　いろいろと考えよう。考えてたら答えが出るかもしれない。

　…………でも……答えってなんだろう？

　あたしは何が知りたいんだろう。

　イッタイ、アタシハナニガシリタインダロウ。

　いつも困っているとき悩んでいるとき、一いつ緒しよになって考えてくれた、アドバイスをくれた姉、ワコはいない。

　それなのにワコの部屋は今でもワコの匂においがする。

　あの日の匂いがする。

　ワコがいつ帰ってきてもいいようにあの日のままだ。

　おかしいな。

　もう帰ってこないのにね。

　もういないのにね。

　おかしいな……。

　おかしいよ……なんでなんだよぅ……。

　なんで、死んじゃったりしたんだよぅ……。

　エコは、ワコが使っていたベッドにうつぶせに倒れ込んだ。

　やっぱりワコの匂いがした。

　こんなにも強くワコのことを感じることができるのに……。

　涙が出た。

　いっぱい出た。

　涙って、涸かれないんだなぁ。

　いつまでたってもあたしは泣き虫のままだ。

　こんなあたしはイヤだと思ってもあの日のままだ。

　ワコが死んだあの日のままだ。

「笑ってたいなぁ……」




　仰あお向むけになってエコは手のひらで涙をぬぐった。

　丁ちよう度ど、視し線せんの先に、天てん井じように少し目立つ穴が空あいていた。

　今よりもずっと子供のころ、ワコが「やめた方がいい」ととめるのも聞かないで、エコはふざけて棒を振りました。あげく、すっぽ抜けて、天井に穴を空けた。

　けれど、母親に叱しかられたのはエコではなくワコだった。

　ワコはエコをかばってくれた。

　そうだ。いつだって、ワコはエコの味方をしてくれた。

　なのに……それなのに…………。

「………………………ハァー……」

　エコは起きあがって、ベッドから降りた。

　灯あかりを点つけていないせいで、部屋は薄うす暗ぐらかった。

　窓の外からは、ザーッ、という音がして雨が降っていることを教えてくれる。

　カーテンを開くと、雨粒がガラスを伝って重力に引かれて落ちていく。

　家の前の道路を一台の車がゆっくりとしたスピードで通りすぎていく。

　雨の描くとぎれとぎれの線せんが車のヘッドライトに照らし出される。




　光の軌き跡せきを目で追った。

　気付いたら、また泣いていた。

　前がぼやけて見えなくなった。

　光がとても美しくて、

　前がぼやけて何も見えなくなった。




　　　　♪




「蛍ほたるを見にこうか、エコ」

　唐とう突とつにそう言って、母親がエコを外へ連れ出した。

　昨日の雨もあがり、部活が休みだったというのに、エコは一日中、外にも出ないで家の中にいた。

　そのことを心配に思ったせいか、母親自身が気分転換をしようと考えたのか、それともただの気まぐれか。

　エコの住む街まちには〝蛍〟がいる。

　近ちか頃ごろでは珍めずらしくなったと言われる蛍。数年前まではこの街に蛍がいることもほとんどの人が知らなかった。

　エコの通っていた小学校の近くに自然公園がある。

　そこに流れる小川に蛍ほたるが生せい息そくしていた。

　しかし人の発展と反比例してその数を減らし姿を消していく蛍たち。

　全滅した蛍をよみがえらそうとする老人がいた。すべてはその老人の努力によって導みちびかれていく。

　老人は、汚れて蛍が住めなくなった小川をたったひとりで綺き麗れいにしようとした。もちろん最初、周囲の人は無む駄だだと言った。

　それでも少しずつ老人は自分が子供のころに見た美しい景け色しきを、蛍の姿を孫まごにも見せてあげたいと、小川を昔の姿に、そして蛍の保ほ護ごや飼育という活動をはじめる。

　ゴミ拾いからはじめ、水を綺麗にする水草を植えたり、蛍の幼虫を繁はん殖しよく地から分けてもらい飼育を開始した。

　失敗も多く。うまくいかないことばかりだった。

　それでも、やがて、老人のひたむきな姿を見た家族はその活動を支えるようになる。

　何年か経たったある年の夏。

　蛍がいっぴき、宙を舞まっていた。チカチカ光って飛んでいた。

　それから毎年、蛍の数は増えていった。

　やがて、たったひとりの老人の蛍への想いが、人々を街を動かす。

　蛍は街のシンボルとなり、街の一大プロジェクトになった。

『蛍がいる風景を』

　街中をあげて、蛍が住む環かん境きよう作りや飼育などもはじまった。小学校でも蛍の飼育をするほどだ。

　今では、街の内外から蛍を見に人が集まるようになった。

　エコも見たことがあるし、小学校では飼育もやった。

　ワコが小学校の先生になって、

「子供たちと蛍の飼育をしたりするのがとても楽しみなの」

　と笑った。

　ずっと昔は蛍の光が本当に〝人の魂たましい〟だと信じていたという逸いつ話わもある。

　ワコはこう言っていた。

「きっと、蛍の数だけ誰だれかの幸せがあるんだよ。だって、蛍を見てるとなんだか幸せになってくるでしょ？　そう思わない？」

　人の数だけ蛍がいて、それだけの幸せがある。

　でも、エコはそうは思えなかった。だったらいいなという程度。

　だいたい、言っていた本人が死んでしまった。幸せなんて何ど処こにあるんだろう、とか思ってしまう。




　蛍ほたるのいる公園まで、エコの自宅からそれほど離はなれてはいない。

　エコと母親は、ほとんど会話らしい会話をすることもなく、公園までの道のりを歩いた。

　歩いている間に、じわっと額ひたいや首筋から汗が出てくる。

　それに気付いてか、そうでないか判わからないが、母親が腕に下げていたバッグの中からタオルを取り出し、「はい」とエコに渡してくれた。

「ありがと」

　とエコは受け取り、汗をぬぐった。

　公園に近付くと、エコたちと同じように蛍を見に行こうとしている親子連れやカップルなどがちらほらと増えはじめた。

　浴衣ゆかた姿の小さい女の子がはやるように母親の手を引いて傍そばを通り過ぎる。

　公園の中に入ると、蛍のために最低限の灯あかり以外はない。

　蛍は光を感じて、光で会話するという。そんな蛍たちには、人間の作り出す光が会話の邪じや魔まになることがある。

　人は闇やみに怯おびえ灯りを生み出した。

　その光によって、やがて蛍の放つ小さな光を失うことになった。

　しかし人間と蛍は共存できないのかというとそうではない。

　そのことをエコは、此こ処こにくると強く感じる。

　この公園では、ちゃんと蛍と人が同じ場所にいられるのだから。

　ただ、それもいろいろな人の努力があってのことだ。蛍が見られる場所への入り口や公園のいたる箇所には、『蛍を捕まえないでください』という小学校の子供たちや蛍を保ほ護ごしようとするひとたちが作った注意書きがある。

　暗闇を抜けると、辺あたりが淡あわく光り出す。

　まるで宇宙にいるようだ。

　星がすぐ傍そばを流れていく。

　──蛍の光だ。

「…………ハァ……」

　感嘆のため息が出た。

　そこら中を蛍が飛び交かっている。

　呼吸を忘れそうになるくらい綺き麗れいだった。

　この光の数だけ誰だれかの幸せがあったらいいのに……。

　そしたら、この中に、自分の幸せもひとつくらいあるかもしれない。

　お姉ちゃん……あなたは、この中で幸せを見付けたのでしょうか？

　あたしは、見付けられるのかな。

　あたしは、探してもいいのかな。




　ただ、光が綺き麗れいで、

　ただ、光が儚はかなくて、

　光が堕おちていくのをただ、見てた。




　　　　♪




　母親は「ちょっと疲れたから」と設置されたベンチがある方へ行った。

　残ったエコは、しゃがんで蛍ほたるの光を目で追ったりしていた。

　と、

「──ああっ、お、おねえさん！」

　すっとんきょうな声がすぐ傍そばで鳴った。

「……………ん？」

　エコは声がした方へ首だけをクルリと向けた。

「お、お、お、お、おねえさん。ど、どーも、僕です！」

　誰だれ？

　と突っ込んでみたくもあったが、覚えている。コータと一いつ緒しよにいた子だ。

　たしか名前は……、

「斎さい木きです！　斎木タカシです！　いやー、こんなところで逢あうなんて奇遇ですねっ！　僕はおじーちゃんとおばーちゃんに連れられてきたんですよ。エコさんは、お父さんやお母さんといらっしゃりましたか？」

　そうだ。斎木くんだ。ちょっとテンションの妙な斎木くん。ニヘラ、と笑う。

　ほんとにこんなところで逢うなんて。

　言葉が妙になっているし、訊きいてないし。

　けど、これはラッキーだ。

　斎木なら当然、コータのことを知っているはず。エコは、このチャンスを逃のがすまいと斎木に話を聞こうとした。

　したのだが、

「いっや〜暑いですよね〜毎日暑くてホントやんなちゃいますよね〜そういえば……」

　マシンガンのように次から次へと斎木が喋しやべりまくる。顔が赤い。茹ゆだったタコのように。ちょっと息いき継つぎした方がいいんじゃないの？

　しかも正直、どうでもいいよなことを延々と喋りまくりまくりまくり……。

　一体、なんなんだろう……この子のテンションは……。

　エコは、やれやれと思いながらもうまく話を誘ゆう導どうし、コータのことを聞き出そうとする。

「え？　コータですか？」

「うん、そう。あの子、なんか変わってたなぁって」

　そう言うと、斎さい木きがまたマシンガンのごとく言葉を撃うち出しはじめた。

「ですよねぇ！　あいつすっごい変なヤツなんですよぉ。あ、僕、サッカー好きなんですけどね？　よくコータといっしょにやったりするんですよー。でもときどきあいつ、猫ねこの世話があるとかなんて言って帰っちゃうんですよねー。あいつ一回言ったらきかないですからー。がんこなもんで。まあ、それがあいつらしいといえばあいつらしいんですけどね」

「そうなんだ」

「ああ、とゆうかですね、コータのやつ、よくいっしょにいた女の子とそういう約束してたらしいんですよ」

「女の子？」

「あ、はい。僕もその子と同じクラスだったんですけど……」

「けど……？」

「死んじゃったんです…去年」

　えっ……、と息が詰まりそうになった。

　それから斎木はさらにいろいろなことを話してくれた。

「その子は、去年の夏前、梅つ雨ゆのころに死んじゃったんです。そのあと、コータすっげー落ち込んで、でもすぐに元気んなって『猫育てる』とか言い出して。あ、この前逢あったときにいた猫がそいつですね。たしか、ブルーとかいったっけな。で、なんかその子が死んだあと、コータのヤツ、〝白い変なヤツに逢った〟とか言ってて、それでその子に逢って〝約束〟したんだとかも言ってたなぁ」

「約束？」

　エコが訊きく。

「はい。ていっても僕はよく判わからないんですけど、なんか、ブルーに関係あるらしいです」

「そうなんだ……」

「あいつ、けっこーがんばってブルーを育てたんですけど。最近、元気なくなってて」

　なんとなくその理由は判った。

　死んでしまった女の子のことだろう。

　丁ちよう度ど、一年前の今いま頃ごろにその子は死んでしまった。

　コータはそれを思い出してしまったのだろう。

「あいつ、元気がなかったから。──あ、知ってます？　最近出るようになった小学校のオバケのウワサ話？　あいつ白いヤツに逢ってから幽ゆう霊れいが見えるようになったんで、そんで、肝きもだめしでもやって騒さわいだらコータも少し元気になるかなぁって思ったんですよ」

　斎木が言う。

　うんうん。斎さい木きくんが友達想おもいなのは判わかる。うんうん。

　──でもね。肝きもだめしっていうのは、マズイんじゃない？

　しかもよりによって、あそこだし……。

　それに、幽ゆう霊れいが見えるから肝だめしって……ダメじゃん。なんか逆効果じゃん？

「でも、あいつマジで見えるんですよ」

　心の声が聞こえているワケではないだろうが、タイミングよく斎木が言った。

「なにが？」

「だから、幽霊ですってば。修学旅行のときのホテルで、兵隊さんの霊を見たんですよ、コータのやつ」

「ま、マジに!?」

「これあとで判ったんですけど、そのホテルのわりと近くにお寺があって、そこには戦争で死んだ兵隊のお墓がいっぱいあるって話で……」

「………………そ、そうなんだ……」

　幽霊が見えるというのは子供の作り話のようだが、その他ほかのことはコータに出で逢あったときに感じた不ふ思し議ぎな雰囲気の理由がなんとなくエコは判ったような気がした。

　そして、ますますもう一度、コータに逢いたくなった。

　それに仮にもし、彼が本当に幽霊というモノが見えるというならば……。




　　　　♪




「うぃっす」

　言って、エコは軽く手を挙あげた。

「あ、クマパ……じゃなかった。えっと、エコだっけ？」

　あいかわらず無愛想にコータが言った。

　エコは昨日の夜、斎木から次の日、公園でコータとサッカーをやるということを聞いていたので、今日は自転車をこいでサッカーをやると言ってた場所までやってきたワケだ。

　しかしながら、これまたあいかわらず妙なテンションで斎木が絡からんでくるワケだ。

「わー、おねえさん！　きてくれたんですかぁ！」

「うんっ。あー、あたし、斎木くんがサッカーしてるところが見たいなぁ」

　とまるで棒読みの科白せりふのようにエコが言う。

「わ、わ、わっかりましたぁ！　いくぜ、みんなっ！　せいやーっ！」

　さらにテンションの上昇した斎木は、ものすごいイキオイでボールを蹴けって他の友達を連れ向こうに行ってしまった。

　……うまくいった。

　よし、これで……コータくんと…………って、

「──こ、コータくん！」

　コータと話がしたくて斎さい木きを（申し訳わけないが）引き離はなしたのに、コータも一いつ緒しよにボールを追っかけようとしていたので、エコはびっくりして呼び止めた。

「な、なんだよっ？」

　サッカーがしたくてうずうずとしているコータは、うらめしそうにエコを振り返る。

「あの、ちょっと話せないかな？」

「やだっ！　サッカーしてーもん」

「ええっ、そんな!?　ちょ、ちょっとだけでいいから、ちょっとだけ」

　そうエコが懇こん願がんすると、コータは、何度かサッカー中の斎木たちとエコを交互に見てから、

「……ハァーッ……しょーがねーなー……ちょっとだけだぞ」

　最後にはエコに付き合ってくれることになった。

　なんだかんだと言っていても、やっぱりこの子はやさしい男の子なんだ。

　エコとコータは、近くのベンチに並んで腰かけた。

　コータはエコから微妙に距きよ離りを空あけて座っている。

　向こうで斎木が、はち切れんばかりの笑え顔がおで全力でエコに手を振る。

　エコは、にこりと笑って適当に手を振り返した。

　いや、適当というと言葉が悪いので、何なに気げなく……あんまり変わらないか……。

「で、なに？　話したいとかって」

　コータが訊きいた。

「あ、えっと……それは」

　うわっ、考えてなかった！　ただ、いきなり「幽ゆう霊れい見える？」って訊くのもどうかと……。

「なんだよ」

　いぶかしげにコータがこっちを見ている。

　なにか言わないと、なにか言わないと。

「あ、そうそう。──幽霊見えるってホント？」

　結局だった。

　うぁ[image: ][image: ]……────ザ・お間抜け！

　いきなり、なにを訊いてるんだ、あたしはっ!?

　ところが、

「うん」

　と明らかに、コータは頷うなずいた。

　ええっ!?　でも、今の会話の流れっておかしくなかった？

　話があるっていって、幽霊見える？　ってワケ判んなくないッスかっ？

　いやいや、頷うなずいたってことは、ワケ判わかったってゆうことだから……いいの？

「だから、なに？」

「だから……えっと……」

　言い出しにくくて、エコはうつむいて、付いてもいないスカートのゴミを払った。

　で、やはりまた結局、単純に。

「あたしのこと手伝ってくれないッ？」

　とっさにそんな科白せりふが出てきた。

　けれど、それは昨日からなんとなく考えていたことではあった。

「肝きもだめしってワケじゃないんだけどさ。コータくんと最初に逢あった小学校にいっしょにきて欲しいんだ」

　エコは言う。

「ウワサは聞いたことあるでしょ？　あそこにオバケが出るって。犬とか猫ねこが殺されちゃったりしてるってことも」

「うん。知ってる」

「そのウワサになってるの、あたしの……お姉ちゃんなの……」

「へ──っ？」

　びっくりしてコータは何な故ぜか辺あたりをキョロキョロとうかがった。マズイ話でも聞いてしまったとでも思ったのか。

「けど、あたしは絶対に違うと思う。お姉ちゃんが動物を襲おそったりするワケない。それはあたしが一番知ってるんだから……。だから、あたし、おかしいかもしれないけど子供をおどかしたりして、追い払おうとしたの。なんか悔くやしかったのかもしれない……」

「そっか。だからあの日、あんなトコにいたのか」

「うん。……あのね。コータくんが、その……本当に〝見える〟のなら、お姉ちゃんじゃないって証明したいの。手伝ってくれないかな──？」

　コータは、うつむいて少し考えているようだった。

　それから、ポツリと言った。

「おまえ、なんかオレに頼んでばっかだよな」

「あ……その、ゴメン。ずうずうしいし、まだ逢ったばっかりだし……こんなこと頼めるような間あいだ柄がらでもないけど……助けて欲しいの」

　エコは精せい一いつ杯ぱいの気持ちを言葉に乗せた。

　つもりだったが、

「ヤダ」

　と明らかに、コータはきっぱりと言った。

「ええっ!?」

　いや、ずぅずぅしぃのは承知の上で頼んでいますが、そんなキッパリはっきり……。

「めんどクセェし、オレ、ブルーの世話もしなきゃだし。オレがちゃんとしなきゃ〝アイツ〟と約束したんだ」

　アイツというのは、おそらく亡なくなった女の子のことだろう。

　ガールフレンドとの約束。そういうコータの横顔は自分などよりもずいぶんオトナに見えた。

　ただし、こんなことを言うまでは──

「つーか、ひとりでやりゃいいじゃん。んなこと。くだんねぇ」

　ピクリ、とエコの眉まゆがつり上がった。

　くだらない？

　あたしは真剣だ。お姉ちゃんじゃないって証明したいだけだ。

　別に、死んだ人のことをバカにしてるワケでもない。むしろ、くだらないのはウワサ話の方だろう？　あたしそういうのに腹が立っているんだ。

　コータくんだって、そう言ってたじゃん。

　心の中ではそんな風に思っていても口から出たのは、別の科白せりふだった。

「ふーん。そんなこと言ってホントは怖いだけじゃないの？」

　って、おーい。なにを言ってるんだ、あたし！

「だから、この間も友達と肝きもだめしするはずだったのに逃げたんじゃなかったっけ？」

　なんでこんなこと。そんなつもりじゃないのに。

　しかし、言われたコータは、ボリボリと頭をかいていっぺんに不ふ機き嫌げんになった。

「怖ぇーに決まってんじゃん！　見えるんだぞ？　なんかワケ判わかんないのが見えるんだぞ!?」

　普通はこういうとき、怖くない、とか言うんだろうが、本当にコータは素直だ。

　怖いと言えてしまうのだから。

　あー、あたしも素直になりたい。こんな風にちゃんと言えたらいいのに。

　のに……のに……────

「はっはーん。見えないんでしょ？　実は見えないのに、見えるとか言って逃げてるだけじゃん」

「見えるっつーの！　ガンガン見えるよ！　見まくりだよ！　ほら！　今そこを頭から血を流したオンナがぁぁッッッッッッッッ！」

「キャッ!?」

　コータにすぐ真後ろを指差され、思わずエコは飛び上がって、コータに抱き付いてしまった。

　本当は、こういった類たぐいの話は──苦にが手てだ。とてもだ。

　ひとりで夜の学校にいたときも怖くて仕方なかった。我が慢まんしていただけで。

　コラー、とか言って小学生を脅おどかす自分の声で泣き出しそうなこともあった。だいたい、オバケのフリしてるのに、コラーはないだろうとかも思う。

　でも、姉の、ワコの濡ぬれ衣ぎぬを払ふつ拭しよくしたいという想おもいだけで、がんばっていた。なりふり構ってられなかった。

　なのに、今と言えば自分より背の低い歳とし下の男の子に抱き付いて震ふるえている始末。

　情なさけないったら、もう……。

「──噓うそだよ」

「……？」

　小さくコータは言った。もう一度。

「噓だって言ってんの」

「う……うそ？」

「そんな簡かん単たんに見えるワケないだろ。見えたら怖ぇし」

　ムカッ。




　バシッッッッ!!




　はじめて逢あったあの日よりも強烈に、エコはコータの頭をはたいていた。

　衝しよう撃げきにコータの頭部が持っていかれそうになる。

「いってぇぇぇぇえぇっ！　叩たたくなよ！」

「叩くっつーの！　このバカ！　チビ！　ガキ！」

「うっさいババア！　アホ！　クマパン！　まな板！」

　ん？　まな板……？　おい、胸か、胸のことを言っておるのか、少年よ！

「スケベッ！　へんたい！　女の子に対して失礼でしょ!!」

「ほんとのこと言っただけじゃん」

「うっがー！　クソガキ！　エロガキ！　そんなかっこつけた髪型で、カラーまでして！」

「こ、これはオレじゃねーよ！　ねーちゃんに無む理り矢や理りやらされたんだよ！　なんか『マウス』の真ま似ねをさせて、オレをマウスの事務所に入れようとしてて……って、なに言わせんだ!!」

　マウス。というのは、ネズミという意味ではなく。小こ柄がらな男の子を集めた五人組のアイドルグループのことだ。今、中高生の女の子からものすごい人気がある。

　コータの姉は、そうとうミーハーなようだ。

「へぇ、あんたが勝手に言ってるんでしょ？　ほうほう……あんたがアイドルねぇ」

　コータはひどく赤くなった。耳まで真まっ赤かだ。

「だぁぁぁぁぁぁぁぁっ！　このバカ女っ！」

「バカは、あんたの方でしょ！　クソガキっ！」

「ぜぇってー、手伝ったりしねぇ！」

「てゆーか、ぜったい頼んだりしないから安心して！　あたしひとりでやるし！」

「じゃあ、がんばれよ！　勝手に！」

「がんばるわよ、言われなくても！」

　いがみ合い、そして互いに背を向けるとふたりは別々の出口に向かって歩き出した。




　エコは、出口から一歩踏み出た途と端たん、猛もう烈れつな後こう悔かいの念に襲おそわれた。

「…………………なんで、いつもこうなの……」

　がっくりと肩を落とす。

　意地っ張りで、素直じゃなくて……。

　やだなぁ……変わりたいって思っても……ぜんぜん変われないよ……。




　ごめんね、コータくん。

　ごめんね、お姉ちゃん……。




　──リン。




　　　　♪




「…………どうしよぉ……」

　夜になって、エコはひとりで小学校の前までやってきていた。

　しかし校門の前にはすでにＰＴＡや保ほ護ご者しやたちがいて肝きもだめしにきた子供たちを見付けては叱しかり、家に帰していた。

　気のせいか、肝だめしをしようとしている子供の数が増えているようだ。

　しかもどうやら、校舎敷しき地ち内には警けい備び員いんまでもがいる。数日前までは、いなかったのに。

　実は、それはエコのせいである。

　子供に関しても大人おとなに関しても。

　エコがコータに助けられたとき、フェンスに引っかかった布をオバケだと勘かん違ちがいしたＰＴＡや保護者たちが騒さわいだ。他ほかの人々はすっかり呆あきれていたが、あまりに騒ぐので念のためにと臨りん時じに警備員を雇やとったワケだった。

　子供の方は、エコが幽ゆう霊れいのフリして脅おどかしていたのが原因だ。

　脅かしたのはいいが、「コラー」なんておもいっきりふつうに叫んだために、あとで冷静になった子供たちは、

「ん？　コラーって言ってなかった？」

　とか疑問を感じはじめ、結果、妙だということになった。

　それにまた動物が殺される事件が起こっていたことがかさなり、子供たちの興きよう味みをいっそう引き立ててしまった。

　監かん視しの目も以前に増して強くなっている。警けい備び員いんもいる。

　これだと忍び込んで子供を懲こらしめる前に自分が懲らしめられる。それに正直、エコはもうオバケのフリをするつもりもなかった。

　今回、彼女がここに立っている理由は『幽ゆう霊れいなんか出やしない』ということを自分の目で確かめ証明するためだった。

　動物に対しひどい仕打ちをする者がいる。絶対にワコがやったんじゃない。

　蛍ほたるの光に幸せを見ていた人だ。

　そんな話馬ば鹿かげているのだから……。




　エコはなんとか人目をさけて、フェンスの穴がある裏側へ廻まわってきた。

　過去何度かやったようにそこから敷しき地ち内に入ろうと思った。

　しかし足がすくんでしまった。

　改めて、霊がどうのこうのを意い識しきすると全身を恐怖心が包み込んでしまいそうだった。

「もう、しっかりしてよ、あたしの足！」

　自分自身で言い聞かせる。けれども、案あんの定じようというかなんというか足がもつれてしまった。

　──ドサッ。と膝ひざから崩くずれて礼拝でもしているかのようにバンザイで土ど下げ座ざした。

　加えて、気付いた。

　……今日もスカートをはいてきてしまっていた。

　ビバ────ザ・おっちょこちょい！

　そんなときだった。

「ったく、ダセェなー」

　背はい後ごで声がした。

　エコは、その声に驚おどろきはしたが、恐れおののくなんてことはなかった。

　その声はぶっきらぼうで愛想がなくて面めん倒どうくさそうなのに、何ど処こか不器用にやさしくて温かかったからだ。

　顔を上げ振り向く。

　そこに、男の子がひとり立っていた。

「見えてるんだけど……また……」

　男の子、コータは少し顔を横に向け言った。

「へ？　あ、ああっ！」

　コータの言葉の意味を察したエコは、またもめくれ上がっていたスカートを大おお慌あわてで直した。

「コータくん……なんで……」

「知らねーよ。ほら、中入るんだろ」

　言ってコータは地面にへたり込んだままのエコに手を差し出した。

　エコはその手を取って、立ち上がる。

　そして、コータは、

「さっさと行こう」

　とフェンスの穴をくぐって中に入っていく。

「こ、コータくん、待って……」

　エコもそのあとを追った。




　うまく闇やみに身を潜ひそめながら校舎に近付く。

　何ど処こかに校舎の中に入れるところはないかと探していると、一箇所灯あかりの点ともっている場所を見付けた。

「…………誰だれもいない……」

　窓に近付いてそっと中をうかがったコータが言った。

　そこは警けい備び員いんやＰＴＡ、保ほ護ご者しやたちが使っている宿直室のような部屋だ。

「ん……鍵かぎかかってないし……」

　コータが窓に手をかけると軽く力を入れただけでそれはゆっくりと開いた。

　窓の隙すき間まから、エアコンの冷たい空気を感じることができた。

「こっから入ろうぜ」

　エコはうん、と頷うなずいた。

　まず、コータが中に入り、エコに手を差し出してくれた。

「ありがと……」

　小さく言いながら、エコは窓枠をよじ登り中に入ることができた。

　これじゃ、警備も監かん視しもないじゃないか、不用心だなぁ。とか思いながらも、エコは今だけはそのツメの甘さに感かん謝しやしたい気分だった。

　室内はとても涼しかった。誰だれもいないんだったらエアコン消しなさいよ、とプチとリモコンでエアコンを消した。

　こんなときに何をやってるんだろうという疑問は何な故ぜか浮かんでこなかった。

　その間にもコータが廊下の様よう子すをうかがっていた。

「大丈夫、誰もいないみたいだ」

　エコは先に出たコータに密着するようにして部屋を出た。

　ふたりはソロソロと足音を消しながら、まるで泥どろ棒ぼうみたく身を小さくして廊下を進んでいく。

「コータくん」

　エコは緊きん張ちようや暗くら闇やみの恐怖やらで沈ちん黙もくに耐えられなくなっていた。

「な、なんだよ」

　というコータの声もまた若じやつ干かん引きつっていた。

「怖くない？」

「だからさ……怖いよ。気き味み悪ぃじゃん、だってッ」

　学校というところは昼と夜ではこうも違うモノかとふたりは強く思っていた。

　昼間は人の声で溢あふれている場所も今は逆に音を吸い込んだように静まりかえっている。

　油断すると傍かたわらの闇に引きずり込まれてしまいそう。

　エコが訊きく。

「あ…あれ？　幽ゆう霊れいが出たっていうのこっちだっけ……？」

「ん？　そうなの？」

「…………てか、コータくん……。何ど処こに向かってるか判ってる？」

「ううん。判わかんない」

　あっさりとコータが言った。

　だんだんこの歳とし下したの男の子の性格がつかめてきた。

　コータはとにかくあっけらかんとしている。細かいことにはこだわらない。悪く言うと、超大おお雑ざつ把ぱ……。

「あのさ、コータくん」

「ん？　なに？」

「コータくん……Ｏ型でしょ」

「そうだけど？」

「やっぱり。じゃないかって思った」

「あ、っそ。じゃあ、エコは？」

「あたし？　あたしは、Ａ型だよ」

「ふーん……Ａ型ってあれだよなぁ」

「あれってなに？」

「あれってゆうか、なんてゆうか……べつになにもないんだけどさぁ」

「ないの？」

「うん」

「まあ、Ａ型って、几き帳ちよう面めんだってゆうけどね」

「几帳面？」

「細かいってこと」

「ああ、なんか細かそうだよな、エコって」

「そ、そう？」

「うん」

「そっかなぁ……でも、まあ、言われてみると多た少しようはそんな気もしないでもない……かな」

　──ってゆうか。こんなときに何の話をしているんだろうか……。

　と、ふたりとも同じことを考えていた。

　けれど、今はくだらないことでもいいから何か話していないと、精神的にヤバイ状態になりそうだった。

「でも、コータくん。何ど処こに向かうつもり？」

「さあ。……なんとなくこっちのような気がするだけ」

「って、勘かん？」

「勘。なんか前にきたときよりも強いんだよ」

「なにが？」

「感じが」

「なんの？」

「幽ゆう霊れいの」

「…………ちょ、ちょっと、怖いこと言わないでよぉっ」

　エコは思いっきり腰が引けた。とってもへっぴり。

「いやっ…だから。オレも怖いって。でもなんとなくこっちの方から感じがするんだよ」

　コータは冗じよう談だんではなく本気で言っている。

　こんなに引きつった顔でそんな冗談を言う子じゃないというのは、出で逢あってたった数日だがエコにははっきりと断言できる。

　できてしまうから、逆にとても怖くなった。

　ようは──本当だ──ってことじゃない！

「…………………………」

　さーっ、と全身から血の気が引いていくのが自分でも判った。

　さらに加えて、廊下を突き当たり曲がった向こうから足音が聞こえてきた。

　エコばかりでなくコータもビクッと身を震ふるわせ硬直した。

　お、お、お、お、お、オバケっ!?

　一いつ瞬しゆん呼吸が止まるかと思ったが、足音がする方から同時に懐かい中ちゆう電灯と思われる光が見えた。

　──警けい備び員いんだ。

　オバケでなくてもこれはマズイ。見付かったら、一いつ貫かんの終わりだ。

「やべっ！」

　コータは小さく舌打ちすると、硬直したまま思考回路がショート寸前になっているエコの手を引いて丁ちよう度ど通りかかっていた教室の中に滑すべり込んだ。

　だが、さすがに多少の物音は出てしまう。

　すぐに警けい備び員いんたちが近くまでやってきた。

　コータは生徒の机よりも大きく隠かくれやすい教卓にまずエコを押し込み、次に自分も身体からだをねじ込んだ。

　すぐ傍そばの廊下では警備員の照らすライトが教室の中まで進入してきた。

「今、物音しましたよね」

　若い男性の声だった。おそらくアルバイトで警備員をやっているのだろう。

「そうだな。念のため中も調べてみるか」

　ベテランといった感じの中年男性の声。

　直後に、エコとコータが隠れた教室のドアが開かれた。

　エコは祈るように目を閉じ、コータの腕にしがみついた。

　懐かい中ちゆう電灯の光は教室中を照らす。

　そして、




　ドクドク。

　ドクドク。

　ドクドク。
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　今まで生きてきた中で、一番高速で心しん臓ぞうが脈を打つ。

　その音で気付かれてしまうんじゃないだろうかと思うほどに。




　ドクドク。

　ドクドク。

　ドクドク。

　ドクドク。




　もはや、暑さは感じない。

　なのに大量の汗が身体からだ中から噴ふき出した。

　冷や汗だった。

　もうダメだとなかばあきらめた。

　と、

「何にもないみたいだな」

　中年男性が言って、ピシャっとドアが閉められた。

　二人分の足あし跡あとがやがて遠ざかっていく。

「………………………………………………………………プハァァァァーっ！」

　エコは大きく深呼吸した。

　緊きん張ちようのあまり息をとめてしまっていたようだ。

「はぁー……」

　同じようにコータも息を吐く。

「今のは、マジやばかったな……」

　言って、コータは笑った。

　ただし、笑え顔がおが引きつっていた。

　エコは、そうだね、と笑い返そうとしたが顔の筋肉がこわばってうまく表情を作れない。

「すぐに出ると見付かりそうだから、しばらくここに隠かくれてようぜ」

　コータの提案に、エコは、うん。とだけ頷うなずいた。

　今は忘れていた呼吸をするので精せい一いつ杯ぱい。

　しばらくの間、ふたりは無言だった。

　ようやく気持ちも呼吸も落ち着いてきた。

　それで自分がどんな状況なのかが判断できるようになった。

　まず──自分はとても恥はずかしいことになっている。

　歳とし下したのコータの胸に顔を埋め、彼の腕に腕を絡からませしっかりと手を握りしめていた。

　これは、カップルでもなかなかしない甘えんぼな体勢じゃないか。

　ふたりともそれほど大きくはない身体からだの作りをしているが、さすがに狭せまい教卓の下では密着せざるを得ない。

　とはいえ、この体勢はとても恥はずかしい。ずっとこのままでいるのか……あたし？

　しかし、体勢を変えようと動けば、確実に物音を立ててしまう。

　今はまだ油断できない状況だ。

　いつまた警けい備び員いんが戻ってくるか判わからない。

　もうしばらく待った方がいい。

　──え？　待つの？　この体勢で？

　この甘えん坊将軍な体勢で？　むしろ、甘えんぼバンザイ？

　コータもおそらくこの体勢を恥ずかしく思っている。

　その証しよう拠こに、普通にしていればエコの頭に寄より添そうようにある顔を無理に外側に背そむけている。

　けど、仕方ない。

　もうしばらくはこのままでいるしかない。

「…………………………」

「…………………………」

「…………………………」

「…………………………」

「…………………………」

「…………………………」

　ふたりとも変に意い識しきしてしまって妙な沈ちん黙もくが流れた。

　なにしろ身体が密着している。互いの温度も判れば、心しん臓ぞうの音も判るくらいだ。

「あのさ……なんでこうまでしてオバケとかにこだわんだ？　あ、こだわってんのは、オバケじゃなくて、ねーちゃんだっけか……」

　としかし沈黙に耐えられなくなったのかコータが訊きいてきた。

「……あ、うん……べつにこだわってるわけじゃないんだ。ただ……お姉ちゃんに言えなかったことがあって……。お姉ちゃんに悪いことしたなっていうのかなぁ、なんかやだったの。お姉ちゃんの幽ゆう霊れいが出るなんてさ……しかもそれが悪いことしてるみたいに言われて。それでよけいにやで。自分がなにかしなきゃって思って……」

「そっか……」

「お姉ちゃん、いつも笑ってたから。あたしも笑ってたいんだけど……今のままじゃ笑えないんだよね……」

　こんなこと誰だれかに言うのははじめてだった。

　すると、コータは言った。

「判わかるよ。あ、いや、全部判るってワケじゃないけどさ。オレも──言えなかったから。麻ま依いに……アイツにちゃんとバイバイって言えなかったから。ぜったい守るって決めてたのに守ってやれなかったんだ。そんなだからさ、笑えなかった。笑えるわけないもんな。でも泣けもしなくてさ。そんなとき、あの〝白いヤツ〟に逢あったんだ」

「白いヤツ？」

「そっ。なんか真っ白いヤツで。なんか泣き虫で。でもすごい温かくて。そういや、いっしょにいた黒くろ猫ねこがなんか偉えらそうだったなぁ。でさ、そいつが逢わせてくれたんだ、麻依と。んで、がんばるって約束したんだよ、オレ」

　なんとなくエコは、コータが言った〝白いヤツ〟のことをイメージしてみた。

　白くて、温かくて、死んだ人に逢わせたりする？

　ん？　これって、もしや天使なんじゃないだろうか？

　そんな風にエコには思えた。

　あたしの前にもその天使が現れて、もう一度お姉ちゃんに逢わせてはくれないだろうか。

　ちゃんと言いたいことがあるんだ。

　言えなかったこと。

　今さら、でも。




　　　　♪




「──こっち！」

　教室を出るとすぐにエコは、周囲に十分注意を払いながらもコータに手を引かれ足あし早ばやに廊下を進んでいた。

　月が雲に隠かくれたまま出てこない。

　闇やみがいっそう濃こくなっていた。

　非常灯の赫あかいランプがやけに目に入る。

　コータは教室を出る少し前からそわそわしはじめ、何かを強く感じているようだった。

　エコにしてみれば、その何かというのが問題だ。

　本当に幽ゆう霊れいがいるのなら、はっきりいってイヤだ。

　でも、それによって姉、ワコではないと証明できるかもしれない。

　でも、幽霊はイヤだ。

　だって、怖いじゃん。

　よく女友達どうしで怪かい談だんでも盛り上がったりするけれど、それはそれで、これはこれ。

　実際、いたら怖すぎる。

　ジョークではすまない。

　非常に厳きびしい話だ。

　非常に微妙な話だ。

　コータは曲がり角からひょっこり顔を出し、誰だれもいなことを確認した。

　それから、エコの顔を見た。

「大丈夫か？」

「う、うん」

　エコが無理しているのが判わかったのか、コータは困ったような心配したような表情になる。

「怖いか？　もうすぐ傍そばまできてるんだと思う。でも、やだったらもうやめたっていいんだ」

「ううん。大丈夫」

　エコは首を振った。

　怖いのはきっとコータも同じだ。

　むしろ、近付いているとか判ってしまう分、別の怖さがあるはずだ。

　なのに、エコを気き遣づかっている。

　これじゃ、どっちが歳とし上うえで歳下なのか判らない。

　フゥー、と息を吐いてエコは言った。

「コータくん、お願い」

「判った」

　コータが頷うなずいて、エコの手をそっと握った。

　夏の暑さのせいじゃない。

　その手が温かかった。

　その温ぬくもりは、やさしさのような気がした。

　この子は、あたしよりも小さいのにたくさんのことを身体からだでしっかり受け止めてる。

　それでもこうして優やさしくある。

　あたしもこんな風になれるのかな？

　あたしもなりたいな……。

「……ここだ」

　そう、コータが言った。

　ふたりが立ち止まった場所は──

「…………お姉ちゃんのクラス……」

　そこはワコが短い間担任をしていたクラスの教室の前だった。

　不ふ思し議ぎな感じがした。

　コータの手がやさしかったせいかもしれないし、最初から判っていたことだったのかもしれない。

　ここにどれだけワコが想おもいを残していたか。

　ここにどれだけの夢や希望や、すべてのヒカリを見ていたか。

　それを考えれば、全部最初からなんとなくは判わかっていたことなんだ。

　気付いてたんだ、本当は。

　ただ、怖かっただけ。

　ここにはきっと──




　──リン。




　という鈴の音ねが耳の奥で聴きこえたような気がした。

　ゆっくりと静かにその少女は教室のドアを開いた。




　　　　♪




　かすれた声は、やがてココロの声になった。

　消えてしまった声は、やがて風になった。

　微かすかな光を頼りに、足音を鳴らした。

　光の中でヒカリを見付けて、

　赤いスニーカー。

　足あし跡あとを鳴らした。




「お姉ちゃん……」

　窓際に佇たたずむそのひとに、エコは声を振り絞って言葉を投げかけた。

　月明かりに照らし出された教室。

　かつてそのひとが夢を育ていた場所。

　消し忘れた黒板の文字、壁かべの落らく書がき、机の傷。

　そのひとはすべてを愛めでるように立っていた。

　そのひと──ワコは、妹エコの姿に気が付くとにっこりと微ほほ笑えんだ。

「お姉ちゃん……お姉ちゃん……お姉ちゃんっ」

　決けつ壊かいしたダムのように瞳ひとみから涙が溢あふれ出した。

「ごめんねっ、あたし……ごめんねぇっ────」

　いつだって、ワコはやさしかった。

　それなのにあの日、エコはそんなワコにひどい言葉を浴あびせた。

「判ったようなこと言わないでよ！　あたしはお姉ちゃんみたいに美人でもないし頭もよくないし何やってもダメなの！」

　姉のワコは、エコ以上におっちょこちょいで、でもがんばり屋で、抜けているクセにしっかりと物事を見ていて、小学校の先生になるという夢を叶かなえたひとだ。

　嬉き々きとして毎日を送るワコの様よう子すに、エコはうれしくもあり、うらやましくもあり、くやしくもあった。

　ワコはがんばっているのに、自分は中学になってすぐにくじけそう。

　エコは小学校から弓きゆう道どうをやっていた。中学になってももちろん続けるため、弓道部に入った。

　小学校のときの大会で良いところまでいった実じつ績せきもあるんだと、勇いさんでいたエコだったが、周りには自分よりも上じよう手ずな先せん輩ぱいたちがたくさんいた。

　自分はいい気になっていただけだと思い知らされた。

　そんなときワコはいつもエコを励はげましてくれた。

「私もまだ夢の途と中ちゆうだから。これからなんだよ。だからがんばらないとね」

　だが、エコは、ワコに対して素直になれなかった。

　いつだって前向きで、ひたむきなワコ。

　うらやましさが嫉しつ妬とにも似た感情に変わり、やがてつらく当たるようになってしまう。

「──お姉ちゃんなんか死んじゃえばいいんだよ！」

　本当はそんなこと言うつもりなんかなかった。

　死んで欲しいなんて思わない。

　ワコには感かん謝しやしても、嫌いになんかなれるはずがなかった。

　いつもは、あとになって後こう悔かいして謝あやまるエコをワコは笑って許してくれた。

　けど、あの日、ワコは死んでしまった。

　本当に死んでしまった。

　もう謝っても許してもらえない。

　やさしい声で笑ってくれないんだ。

「ごめん、お姉ちゃん。あたし、お姉ちゃんがうらやましくって眩まぶしくって……けど、嫌いなんかじゃない。大好きだよ、お姉ちゃん。あたし、自分が嫌い。でも、お姉ちゃんを大好きなあたしは好き。ほんとだよぉ」

　すると、ワコはやはり笑った。

　笑ってくれた。

　全部、判わかってるよ。と言うように。

　もう声が届かないことを知っている。

　もう触れられないことを知っている。

　ただ、もう一度。それだけでもういい。

　噓うそのつけない声で、言うんだ。

「お姉ちゃん、大好きだよ…………」




　何も言わず、ワコは光の中に溶けてった。

　いや。唇くちびるが微かすかに動くのをエコは見た。




　──ありがとう。お姉ちゃんもだよ。




　そう言っていた。




　ワコが今さっきまでいた場所に小さく光るモノがいた。

　蛍ほたるだ。

　窓は開あいていない。

　何ど処こから入ってきたのだろう。

　蛍はフラフラと飛んで、窓まど際ぎわに置かれたメダカの水すい槽そうに近付いていく。

　よく見れば、水槽の照明が付けっぱなしだった。

　そのせいで、蛍けい光こう灯とうが切れかかって、チカチカと点滅してしまっている。

　蛍は光に集まる習性がある。もしかするとこれを見てここまで飛んできたのかもしれない。

　切れかかって点滅する照明に呼ばれて、こんなところまで。

　蛍の数だけ、幸せがある。




　きっと、この教室には幸せがあったんだろう。

　確かにここにはあったんだろう。




　　　　♪




　少年は、白い花を見付けた。

　いや、それは真っ白い雪のような姿をした少女だった。

　月明かりに照らされて、ひどく綺き麗れいだった。

　真夏に降った雪に少年は、言った。

「やっぱり、おまえかよ」

　そこは少年があの女の子を導みちびいた場所ではない。すぐ近くの別の場所だ。

　少年は少女を追いかけ室内に入ろうとしたが、不ふ思し議ぎな感覚に導かれてそちらへ向かった。

　白い少女は、開け放たれた窓の枠わくに腰かけ、遠くに輝かがやく月を見上げていた。

　あいかわらず似合わない鈍にび色いろのカマ。あいかわらず、その傍かたわらには黒い猫ねこが寄より添そうようにしている。

「あら、久しぶりね」

　白い少女が月から少年に視し線せんを移した。

「おい。ボクの仲間は元気にしてるんだろうな？」

　黒猫がやはりあいかわらずの偉えらぶった口調で言う。

「ったくさー。なんなんだよなー、おまえら」

　呆あきれた風に言う少年だったが、少し笑っていた。

「月、綺き麗れいね」

　白い少女が言う。

「でもね。あの月は自分で光っているんじゃないの。照らされているだけ。それなのにあんなにも綺麗に輝かがやいてる。不ふ思し議ぎだと思わない？」

　と、黒猫がぴょこんと白い少女の膝ひざに飛び乗った。

　その弾はずみで、首くび輪わに付けられた大おお袈げ裟さな鈴が──リン──と鳴った。

「光がなかったらあの月も全部、暗い闇やみの中。見えなくなってしまう。光を受けて輝くモノもあれば、一方で、その光のせいで見えなくなってしまうモノもある」

　白い少女は優やさしく黒猫の額ひたいを指で撫なでた。

　黒猫が気持ちよさそうに目を細める。

「あいかわらず、ワケ判わかんないよな。おまえのせいで、オレ、変なもん見えるようになっちゃたんだぞ？」

　少年が言うと、白い少女は微ほほ笑えむような哀かなしむような目で彼を見た。

「そっか。ごめん。キミに触れちゃったせいだね。でも、大丈夫。大人おとなになればいつか見なくなるよ」

「そうなのか？」

　少年が訊きくとすかさず、

「モモが言ってるんだから、そうなんだよっ！」

　と黒猫が睨にらんできた。

「判ったよ。そんな怒るなって」

　少年はやれやれと肩をすくめた。

　すると、白い少女が黒猫を抱いてふわりと宙に浮かんだ。

「だけど、忘れないで。見えないモノもあること。キミなら判るよね」

「まあね。なんとなくだけど……」

「ありがとう。それじゃあね」

「んじゃな」

　白い少女は雪が溶けるように消えた。




　────リン。




　　　　♪




　それから数日後。

　小学校の近くに住むひとりの若い二十代の男が、動物虐ぎやく待たいの容疑で警けい察さつに逮たい捕ほされた。

　連続的に起こっていた動物が殺されていた事件の犯人として。

　やがて、小学校に幽ゆう霊れいが出るというウワサもいつの間にか誰だれもしなくなった。




　エコは、またコータの前に顔を出すことにした。

「こないだのお礼をさせろ」と。

「べつにいいよ」と困った風に言うコータの手を取ってなかば無む理り矢や理りに歩き出すエコ。

　そのうしろを斎さい木きがなにやらわめきながら、追いかけてった。








Candy Apple Girl's Red(space echo) ‐ fin.
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　　　　♪




　真っ白い少女が、その川かわ辺べに立っていた。

　静かに、ただ静かに水の流れる音だけが鳴っていた。

　白い少女は、膝ひざを折って宙に手を差し出し、何かを触るような仕し草ぐさをした。

　いとおしむように。

　その頰ほおをひとすじ、涙が伝った。

　それは堕おちて、膝の上にいた黒色の猫ねこの額ひたいに降った。

　弾はじけて消えるしずく。

　黒猫が言った。

「モモ、どうしたの？」

「だいじょうぶだよ、ダニエル」

　白い少女は、涙で頰をぬらしながら、でも綺き麗れいに笑った。

「ここにぬくもりがあるの」

「ぬくもり？」

「うん。そうね、まぁるくて、あったかい感じかな」

「ふーん。それっておいしい？」

「あはは。──おいしいと思うよ」




　いつか、彼女は笑ってた。

　いつか、彼は笑う彼女にたくさんもらっていた。




　まぁるい、あったかいやつ。




　　　　♪




　会場内のＢＧＭが変わった。

　眠くなるような音量で静かにクラシックが鳴っていたが、天てん井じように設せつ置ちされたスピーカーからフレンチポップスが流れてきた。それもちょっと古めの。

「へぇ……」

　彼はあまり馴な染じみのないメロディに耳を傾ける。

　受付に目を向けると、若い女性が丁ちよう度ど席に着くところだった。おそらく、この女性が会場のＢＧＭを自分の好みに変えたらしい。

　土ど曜ようの昼間ではあるが、会場に人の姿はほとんどない。人ひと気けがないのを見越して受付の女性はＢＧＭを変更したようだ。

　なかなかの趣しゆ味みだ。彼は思った。

　ここは絵かい画がの展てん覧らん会かい会場だ。県と雑誌社が主しゆ催さいするコンクールの受じゆ賞しよう者の絵が、色いろ気けもなく等間隔に真っ白い壁かべに飾られている。

　加えて、特別なこだわりもなく主催スタッフが流していたクラシック。まあ、耳に障さわらない分、集中して絵を見られるのだろうが、こんな展覧会、そうとう絵が好きな奴やつか、受賞者、またはその家族、知人、それ以外に誰だれが見にくるのだろうか？

　とにかく、会場の雰囲気もレイアウトも受付の女性の態度もすべてが素そっ気けない。

　ただ、場の雰囲気にそぐわないと思えるフレンチポップスが、妙にしっくりきていた。

　この手のジャンルには詳しくない彼だが、シブイなぁとか思った。

　音楽ひとつで場の雰囲気は変わる。

　さっきまでは厳げん粛しゆくで息苦しささえあった会場は、なんとなくやわらいでいく感じがした。

　それに合わせてかどうか、彼は無む意い識しきに高校の制服のネクタイをゆるめていた。普ふ段だんからきっちりと身なりを正している方ではない。

　俗に言うチャラチャラした感じまではいかないにしても、まじめそうには見えない彼だ。

　どうも居い心ごこ地ちが悪いワケだった。

　彼はプラプラと会場の中を歩き出した。

　順路が定められていたが、こういうのは好き勝手に観みさせろ、とか彼は考えていて、時と場合によって注意されることもあるが、無視することにしている。

　横目に絵を見ていく。

　単純に彼は思った。

　──つまんない絵ばっかりだなぁ。

　あくびが出そうになった。

　すっかり型にはまった教科書通りの絵や頭の固い審しん査さ員にウケそうな無ぶ難なんな絵。

　中には、コネがあったんじゃないだろうな、と疑いたくなるような作品まである。

「ま……他ひ人とに言わせれば俺おれのが受かったことの方が奇き蹟せきなんだろうけど……」

　彼はこのコンクールの受賞者のひとりだった。

　大賞。とまではいかないが、準入にゆう選せん。

　年ねん齢れい制限のない部門での受賞はわりとすごいらしいが、彼はよく判わからない。

　彼は他人が彼を評価するよりも、自分の絵はわりかしイケてんじゃねぇーか？　とか思っていた。

　地元の学生主体のコンクールではいつも入選していたし、他人の絵と比べて筆使いもデッサンも勝まさっていると思った。

　けれど、その日、足を止めたその絵には、何か惹ひかれるモノがあった。

　彼の受じゆ賞しようランクよりも〝下〟と審しん査さ員たちに判断された作品だった。

「…………ふーん」

　その絵の作者は彼と同じ高校生で同じ学年。名前からすると、たぶん女だ。

　女性が描かく絵にしては力強く、男が描くよりも繊せん細さいで、両方の良さを合わせた絵なんて……とか彼は嫉しつ妬としそうだった。

　ただしかし、絵の題材がありふれていた。

　雪の絵だ。雪の降る街まちを描いた風景画。

　それ故ゆえに単調で全体的に寂さびしい絵だった。

　レベルは高いのだが、ようは〝ピン〟とこない。大おお方かた、上位の賞を受賞できなかったのもそういう理由があるに違いない。

　彼がしばらくその絵を眺めていると、いつの間にか傍かたわらに制服姿の女子高生が立っていた。

　すると、いきなり彼女が言った。

「この絵、いいですよねぇ」

「あ……うん」

　突然そんなことを訊きかれ彼は戸と惑まどった。

「ですよねぇ。構図とかもそんなに悪くないと思うんすよねー。ほら──あの絵とかよりは」

　言って彼女は指差した。

　その指先が示すのは……。

「………………」

　またも彼は戸惑った。

　というか眉まゆ毛げの辺あたりが、ピクッ、となった。

　──それは俺の絵だっつーの。

　しかし、彼女はさらに続けた。

「なんてゆうか、あれって『俺おれはちょっと洒しや落れた絵が描けますよ』みたいな？　わざと変な色とか使ってるんですよー、あーやだやだ。あんなのが準入にゆう選せんだなんて奇き蹟せきですよねぇ？」

「………………………………っ」

　ピクッが、ピクピクッ、になった。

　彼は思わず言った。

「でもさ、この絵もあれじゃない？　なんか辛しん気きくさいし、味あじ気けないっつーかさ。ありふれてもいるよなぁ」

　と、今度は彼女の眉のあたりがピクピクした。

『ねぇー』

　とか、ふたりはユニゾンで顔を見合わせた。

　彼女は笑え顔がおで、そのかぶっていた猫ねこをあっさり脱ぎ捨てた。

「つーか、これ──あたしの絵なんだよね」

「……………え？」

　彼女は肩より長く伸びた黒髪を片手でかき上げながら腰に手を当てた。

　よく見れば、肌の色は白く、黒目がちな瞳ひとみ、少しつり上がった目め尻じり、整った眉まゆ、薄うすい唇くちびるをしていた。とにかく、はっとするくらい綺き麗れいだった。

　ただ、この性格は……。やだ。

「あんたなに？」

　挑戦的な目で彼女は首を斜めに傾けながら、彼を見上げる。

　うっわー、俺おれ、こういうオンナ苦にが手てなんだよなぁ……。

　彼は逃げ出したくなったが、ここで引いては男がすたると何ど処こかで聞いたことがあるような気がするので、がんばってみることにした。

「お、俺は、この絵を描かいた本人だよっ」

　彼が言うと、彼女は、へぇ、と絵と彼を交互に見た。

　それから、プッ、と笑った。

「なっ!?」

　笑われた彼としてみれば、普通に腹が立つ行為だった。

「コレ描いたのあんたなんだ。なんかそれっぽいよねぇ」

「っぽい!?」

「つーかさ、腹立つわ」

「な、なにがだよっ!?」

「あんな絵より、あたしの方がいいじゃん」

　しれっと彼女は言う。

　思わず、彼は口を金きん魚ぎよのようにぱくぱくさせた。

　こんなとき、自分の口くち下べ手たぶりがうらめしく思える。

　とっさの科白せりふが何も思い浮かばない。

　その間も彼女は言葉を浴あびせ倒してくる。

　あそこの色遣づかいはどーだとか、基本ができてないだとか、調子に乗ってるだとか、構図が下へ手たすぎてびっくりするわだとか、天てん狗ぐになっていた彼の鼻をへし折ることに命をかけてでもいるように。

　言われすぎてダウン寸前、意い識しき朦もう朧ろうの誠せい剛ごだった。

　しかし、最後に彼は言った。

　言ってやった。

　がんばってみた。

「────お、おまえなんて、おまえなんて…………う、う……」

　もうちょい。もうちょい、がんばれ俺おれ！

「う…………」

「う？」

　彼女はプレッシャーをかけるように、じーっと鋭するどい視し線せんを彼に向けてくる。

「──う、うがーっ！　…………………………………………」

　言わなきゃよかった。

　がんばらなきゃよかった。

　うがー、って。

　何語だよ。

　なんの叫びだよ。

　彼は後こう悔かいした。したが、いつの世も後悔先に立たずだ。

　ところが、

「………ぷっ。アハハハッ、ハハハハッ……なに？　うが、って。変なヤツぅ」

　彼女は笑った。

　腹を抱えて、大おお袈げ裟さなくらいに笑った。

　笑った彼女は、くやしいがかわいいと思ってしまった。

　彼女は笑いながら、

「あー、おっかしぃ。あんたみたいのなかなかいないよ」

　とか言って、彼の肩をポンポン叩たたいた。

　彼は、うがー、と言ったままの口で、もはや身動きすらできなかった。

　なんだか、どっぷり彼女のペースだ。




　そして、これからもそうなっていく。

　そんな気がしていた。

　それが運命なんだろうと思った。




　これが、彼と彼女の出で逢あいだ。




　──彼、原はら上かみ誠せい剛ご。十七歳さい。高校二年。

　──彼女、小こ檜ひ山やま七なな星せ。十六歳。高校二年。




　これが、カレとカノジョのはじまりだった。




　　　　♪




　彼女は、七なな星せは、何な故ぜか自信満々で、誠せい剛ごの絵の欠点を突いてきた。

　アレなら、自分の方が全然〝上〟だと言った。

　誠剛は言い返そうにもうまく言葉にならないのと、ある種、七星の突っ込みが正解だったので、できなかった。

　結局、『うがー』と言って、退散してしまった。

　我ながら情なさけない。誠剛は思った。

　うがー、ってなんだよ。

　うわー、の方がよかった……って、いっしょじゃん。

「…………ハァー……なんだかなー」

　二日後。月げつ曜ようの放ほう課か後。美術部に顔を出した誠剛だったが、気が入らずに途と中ちゆうで抜け出してきた。

　ぼーっとしながら誠剛はとぼとぼ河か川せん敷じきまでやってきたが、しかしすることもなく芝しば生ふの上に寝転がった。梅つ雨ゆ場ばだというのにまったく雨が降らない。突き刺すような太陽にじりじり肌を焼かれる。

　何をしていても、そうこんなときも、七星のことが頭から離はなれない。

　あのオンナに言われたこと。

　確かに、自分でも（密ひそかに）絵の基本は無いに等しいかもしれないと誠剛は思っている。

　誠剛の絵はほぼまったくの自己流だ。

　小学校のときにちょっと綺き麗れいな先生に「誠剛くんは、すごく絵が上じよう手ずなんだね」と言われ、舞まい上がった気分のままずっと調子に乗って絵を描かいてきた。

　自分なりに上う手まくなりたいと思って多少の努力はした。でも基き礎そと呼ばれるモノはほとんどやってない。

　自分の思い付くまま気の向くまま筆にまかせて描いてきた。

　今まで、それでよかった。結果も付いてきていた。

　だって、準入にゆう選せんだぜ!?

　あのオンナよりも〝上〟だ。

　それなのに、なんであんな風に言われなきゃなんないんだ。

　しかも言い返せずに、うがー……。

「うがー…………………………………………………………。って……バカかよ……俺おれは……」

　はぁ、とため息をつき、誠剛は何なに気げなく対岸に目をやった。

　誠剛とは違う高校の制服姿のカップルがいちゃついていた。

　……ったく、このくそアチーときにまったく……。

　とか言ってみても、ひとり者のやっかみになってしまう。

　ますます空むなしい。

　ん？　彼氏くんが彼女さんの膝ひざに無む理り矢や理り顔を押し付けようとしている。

　どうやら彼女は、膝枕まくらがくすぐったいのか嫌いやがっている。

　しかし、なおもしつこく迫る彼氏くん。

　しかし、やはり彼女は嫌がる。

　なんだかよく判わからないが、がんばれ彼氏くん。

　んんっ!?　彼氏がしつこくするればするほど、彼女のスカートが上にずれていくこと判明。

　俺おれ、視力二・〇以上！

「がんばれ彼氏くんっ！　そして俺の目！」

「──なにが？」

「うぇ？　って、ぬおっ!?」

　いきなり頭の上から声が降ってきたせいで、誠せい剛ごは驚おどろいて河か川せん敷じきから滑すべり落ちそうになった。

「今日はうがーって言わないんだね」

　おかしそうに彼女は笑う。

　七なな星せだった。短いスカートを両手で押さえながら、誠剛を見下おろしていた。
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　つい今さっきまで（じょしこーせーのスカートの中に興きよう味みが移るまで）考えていた人物の予期せぬ登場に、誠せい剛ごは、

「ああぁぁっ！　──って、ぬおぉぉぉぉっ!?」

　またしても驚おどろいて、立ち上がった。

　が、そのせいで重心が後ろにかかりすぎて勢いよく今度こそ、河か川せん敷じきを滑すべり落ちた。

　一番下まで落ちて、誠剛の身体からだは止まった。天と地が逆さかさまに見える状態で。

　今日きよう日び、ベタなコメディアンでもこんな見事なこけっぷりはすまい。

「わっ、ちょっと大丈夫っ？」

　七星が駆かけ寄ってくる。

　そのとき、はためくスカートの中を覗のぞく。……ほどの余力は誠剛にはない。

「だ、大丈夫………………じゃない……」




　一年ほど前、河川の整備が行われた。

　昔の河川敷ならば、下は土だったが、現在は整備されているので見事にコンクリートだった。

　よって、誠剛は思いのほか重傷を負った。

　と言っても、腕などを派は手でに擦すりむいたくらいだったが、中学校から美術部だった誠剛が運動部の連中にくらべて怪け我がをするシチューエーションは少ない。

　体育もまじめにやったことがないとくればなおさらだった。

　小学校以来の大怪我に誠剛は、

「うおっ！　出血多量だっ!!　輸ゆ血けつだ輸血っ！　んあっ!?　そう言えばこないだ献けん血けつのひとが、『Ｏ型が足たりない』とか言ってた！　俺おれ、Ｏ型なんですがっ!?　し、死……」

　かなり大おお袈げ裟さだった。

「こんなくらいで騒さわがないでよっ」

　みずからのハンカチを汚してまで傷をぬぐってくれていた七星だったが、誠剛の騒ぎっぷりに呆あきれて、バシッと背中を叩たたいた。

「いてぇーよー。うぉーい……」

　半泣きで訴える誠剛。

「そんだけうるさくできるんだから大丈夫じゃん？」

　七星は通学バッグから小さなポーチを取り出した。

　中に入っていたかわいいクマのキャラクターの絆ばん創そう膏こうを手にする。

　それを何枚か丁てい寧ねいに誠剛の傷に張った。

「はい、終わり」

　言って、バシッとまた背中を叩く。

「イテッ！　あ…ありがとうございま！」

「ございま。ってなによ。す、までちゃんと言えっつーの」

「すー」

「おいっ」

　七なな星せは眉まゆ毛げをつり上げた。けれど、すぐに表情が崩くずれ、笑い出した。

「アハハッ。ったく、おもしろいよねー、キミ。えっと、たしか──原はら上うえ誠せい剛ごくんだっけ？」

「はらうえじゃなくて、『原はら上かみ』なんですけど」

「あ、ごめんごめん。あたし──」

「小こ檜ひ山やま七星──だろ？」

「あ、知ってんだ」

「絵の下トコに名前書いてあったじゃんよー。つーか、俺おれの名前もそれで見たんだろ」

「まあね」

　言って、彼女はまた笑った。

　とてもよく笑う娘だ。

　しかもそれが全然いやらしくない。

　こんなに大きな声で笑っているのに、耳に障さわらない。

　聴きいていると、見ていると、つられて笑いそうになる。

　なんでだろう？

　ずっと見ていたくなってしまう。

　なんでなんだろう…………って、み、見てたくねぇよ！

　自分の心の声に、誠剛は心の中で突っ込んだ。

　慌あわてた。

　そのせいで、顔が赤くなった。

　それに気付いて、さらに赤くなった。

「誠剛、顔赤いよ？」

　めざとく七星が、雲間から射さす陽ひ射ざしを手のひらでよけながら眩まぶしそうに言う。

「なんでもないよ。てか、呼び捨てにすんな」

「いいじゃん。減るもんでもないし」

「そ、そうだけど……」

　また、彼女のペースだ。

　彼女が笑うと、彼女のリズムになる。

　心地よいリズムで彼女は笑う。

　だからだろうか。

　それともただ、俺がバカなだけなのか……。

「俺は……おまえのこと嫌いだ」

　なんでこんなことを言うのか、自分でも判わからなかった。

　天あまの邪じや鬼くがこんなところで出た。

　本ほん音ねの逆だったような気がする。

　すると、一いつ瞬しゆん、彼女はきょとんとした表情になった。

　──やっちまった。

　いきなり、んなこと言ったら相手を傷付けるに決まってんじゃねぇか。

　バカか俺おれは！

　あーもうっ、バカだ俺は!!

　しかし──

　彼女は、やっぱり笑った。

　アハハ、と笑った。

「あら、じゃあ、おんなじじゃん」

「へっ？」

　間抜けに誠せい剛ごは訊きき返してしまった。

「もしかしてあたしら気が合うのかもね。あたしも嫌いだよ、誠剛のこと」

　そう言って、彼女は笑った。

　綺き麗れいに笑ったんだった。




　それからもいつだって、彼女は笑ってた。

　あの日だって…………。

　そうだったんだ────




　　　　♪




　フレンチポップスは嫌いじゃない。

　でも、べつに好きというワケでもない。

　けれど、どうやら彼女は好きだったらしい。

　最初に逢あった日にかかっていたあの曲は、彼女のお気に入りだった。

　だから、気分が良くって見知らぬ誠剛に声をかけたらしい。

　普ふ段だんなら、絶対にありえないことだそうだ。

「そういうのも悪くなくない？」

　彼女は言った。

　まあ、そういう出で逢あいも悪くはないと思う。

　誠剛は、七なな星せとよく逢うようになっていた。

　好きな漫まん画がも好きなテレビも服の趣しゆ味みもよく聴きく音楽も泣ける映画も違うふたり。

　なのに、不ふ思し議ぎと気があった。

　やっぱり誠せい剛ごはあとで考えてみても、「奇き蹟せきだったんじゃねーか」と思う。

　いろんな偶然が重かさなって、偶然の爪つま先さきで自分たちは踊らされてるだけなんじゃないのかと。

　しかし、あるとき彼女は言った。

「偶然なんてないんだよ、きっと。だって、いやじゃん。そんなのおもしろくないじゃん。偶然なんかで、生まれたり死んだりしたくないし、こうやってここにいることは必然なんだって。あたしと誠剛が逢あったことも。きっと、そうなんだって、絶対──」

　誠剛の自宅は、通っている高校の近くにあって、そこから二駅分ほど行くと七なな星せが通う高校がある。

　ふたりは決まって誠剛が住んでいる街の何ど処こかで待ち合わせをした。

　たとえばその日は、駅前のファストフード店だった。

　誠剛が店に入って、二十分くらい経たったころ、ようやく七星がやってきた。

「ごめん。遅れたっ」

　彼女は手をあわせながら、そのまま誠剛のすぐ隣となりの席に座った。

　長年そうしているように、当たり前のようにすんなりその位置に彼女はいる。

　不思議だ。

　ほんの二週間足たらず前に出逢ったばかりだというのに。

　いつだって、目を開あければ彼女が隣にいるような気がする。

「なんか食べる？」

　誠剛が残ったコーラをすすりながら言う。

「いいよ。お腹なか減ってないし」

　としかし彼女は言った。

「なに？　ダイエット？　しなくてよくねー？　七星って細い方じゃねーか？」

「ありがとさん。べつにダイエットしてるワケじゃないから。最近は食欲もあるんだ」

「へぇ、この暑いのに。よくまあ太らんよな」

「べっつにぃ」

　そう言いながら何なに気げなく彼女は左手にしていた腕時計をはずして、バッグに仕し舞まい込んだ。

　時間なら気にしなくていいよ、というアレか。それとも単なる気まぐれか。思わず深く考えてしまう単細胞な誠剛。

　時間、といえば──いつもなら、彼女が先に待っているか、遅れると言っても十分ほどだったが、この日の二十分遅刻というのは、少し気になった。

　誠剛は訊きいた。

「そういえばどうした、今日は、遅かったけど……」

　実は、何な故ぜかこの質問にはちょっと躊ちゆう躇ちよがあった。

　別に自分たちは付き合っているとかそういうワケではない。彼氏でもないヤツがこういう質問をしていいものやら。そんなこと気にしすぎなのかもしれないけれど。

「あ。あたし、ちょっと通院しててさ」

　としかしあっさりと、ひょうひょうと彼女は答えた。

「痛つう飲いん？　ああ、二日酔いか」

　あまりにあっさりなので、誠せい剛ごはマジになった自分が恥はずかしくなった。なので、ちょっとふざけてしまった。

「うん、そうそう。焼しよう酎ちゆうを二升しよう、ってコラ。んなワケないし。言ってなかったっけ？　って、言ってないか。ほら、駅からちょっと行ったトコにおっきな病院あるっしょ？　あそこに通ってんのさ」

　七なな星せが軽いノリで言う。

「へぇ……なんか悪いの？」

　誠剛が訊きくと、

「────……頭がね」

　と彼女はひどくまじめぶって言った。

　思わず、

「プッ」

　誠剛は吹ふき出してしまった。

「そりゃ、重病だよな」

「でしょ？」

　彼女も笑った。

　なんだか、それだけでもういいと思ってしまった。

　しかし、

「……ほんとはね……」

　急にトーンを落とし彼女は、それ以上は押し黙だまってしまった。

　はじめて見るひどく真ま面じ目めな表情を彼女はしている。まるで──

「…………………な、七星……？」

「…………ほんとは、あたし……」

「…………」

「………………………………………………………………恋…煩わずらい？」

「………………………」

「………………………？」

「とうっ！」

　ビシッ、と誠せい剛ごのチョップが七なな星せの額ひたいに決まった。

「いったー。なにすんだよぅ」

　七星は、額を押さえながら頰ほおをふくらませた。

　わざとらしいその仕し草ぐさに、

「うっさい、ボケっ」

　口悪く言う誠剛だったが、まともに七星の顔を見られなかった。

　七星のマジな表情にドキドキした。

　七星の仕草にドキドキした。

　つーか、もうドキドキしっぱなしだ。

　彼女が笑うと俺おれも笑えるから。

　彼女は笑うと俺はうれしくなるんだ。

　彼女のリズムで俺は楽しくなるんだ。




　恋こい煩わずらいなのは──俺だった。




　　　　♪




　何かしているとき想い浮かんでくる。

　食事をしているとき、身の入らない授業のとき、眠る前、目を閉じた後も、彼女の笑え顔がおが思い浮かぶ。何もかもが上うわの空そら。

　それはとても困りモノだ。

　誠剛にとって、一番やっかいだったのは絵を描かくときだった。

　何かを絵にしようとしても、目の前に彼女の顔が思い浮かんでしまう。

「…………重傷だなぁ……俺……。ったくさぁ、中二かよ……」

　別に中学二年のときに何があったというワケではなかったが、とにかく自分のこんな気持ちが妙にくすぐったくて、気き恥はずかしかった。

「うあー、もう少女まんがかよっ！」

「うるさいっ！　原はら上かみぃ！」

　野太い男の怒ど声せいがやかましく鳴った。

　誠剛はようやく我に返った。

　授業中だというのに、身み悶もだえてしまった……。

　しかも正直、少女まんがも読んだことはない。

「す、すみませんですた」

　しかも咬かんだ。咬み咬みだ。

　退屈な授業にだれていた他ほかの生徒たちの間にドッと笑いが起こる。

　生き真ま面じ目めな教師もこれにはさすがに頭を振った。

　やっぱ、重傷だな俺おれ。




　その次の休み時間、退屈な授業から解放され、あくびなどしていると、クラスの友人が話しかけてきた。

「そういやおまえ今、オンナいるべ？」

「ぶぉっ!?　な、なんだよ、いきなりっ!?　い、いねーよー。あぁ、いねーさー」

　あせった。

　誠せい剛ごは声をかけられる直前までやはり七なな星せのことを想おもっていた。

「あれ？　違った？　うちの彼女がおまえがオンナと歩いてんの見たって言うからさ」

「え？　ど、何ど処こで？」

「ほら、河か川せん敷じきの方」

「……あ、あれは……えー……歩いてた。うん。歩いて…いたよね」

　見られていたとなると、それはそれでこっぱずかしい。

　友人の彼女とは知らない仲ではないので声ぐらいかけてくれれば良かったのに。

　……いや、声をかけられたらそれはそれでどうリアクションしていいのか判らない。

　ビミョーだ。

　と、ふと誠剛は思い出した。

「あれ？　おまえの彼女の高校って──」

「そう。誠剛の彼女とおんなじだよ。顔見知りなんだってよ」

「うおっ、マジで!?　てか、彼女じゃないんスけど」

「つーか、聞いたけど。すんげー美人なんだって、その子？　なんか学校でも有名らしいじゃん」

「ははは……そ、そうなんだ……」

　照れた。自分のことじゃないのに、ものすごく照れくさかった。

　美人なのは判わかっていたことだったが、そこまで有名だったりするんだ……。

　……となると、なんで七星は俺おれなんかと逢あってくれたりするんだろう……。

　別に他ほかに男がいたりとか遊んでる風でもなかったし……。

　いや……俺が知らないだけか？

　んー……でもなー。

「しっかし、何ど処こでその子捕まえたワケ？　てゆうかさぁ、なんでおまえかなぁ？　だって美人なんだろ？　だったら相手はおまえじゃなくて、むしろ──オレじゃん？」

　冗じよう談だんにしてもひどい言われようだ。

　カッコつけながら言う友人を誠せい剛ごは適当に追い払う。

　でも、自分も今、友人とまったくおんなじようなことを考えていた。一部分を除いて。

　自分の顔のことなんて、イマイチ考えたことなかった。しかし、それはあまりにもだ。

　七なな星せの傍そばにいるだけで舞まい上がってる自分がとてもかわいそうになってくるじゃないか。

　だってなあ……オレ、彼女のこと……。

　なぁー……。




　　　　♪




　もういいよ、もういいよ　と云って

　泣きながら君が笑った

　君と僕が堕おちた日に　あの白い花が咲いていたこと

　つながっていたいんだ。

　あの白い花が咲いていたなら　戻れる気がしたんだ。

　水すい平へい線せん　赤い眼　細い糸　僕をつないで

　僕をつないでくれないか

　きっとあるはずなんだ

　細く長く　生き残っていたいだけ

　細くて　長い　細くて　長い

　それはなんだか赤い糸みたいだね、って

　君が笑ったんだった。

　ほどけた細い糸　君からつないで

　つないでくれないか。やがて僕らが──




　彼女と初めて逢あったときに聴きいたフレンチポップス。

　歌詩を訳やくすと内容はこんな風らしい。

　曲調があまりにポップで思わず身体からだが弾はずんでしまいそうなのに、こんな内容の歌詩だったなんて。

　とか考えながら誠剛は、その曲をポータブルのＭＤプレイヤーで聴いていた。ＣＤを七星が貸してくれて、最近はそればかりを聴いている。

　学校が終わってから、彼女と待ち合わせた時間までかなり余裕があった。

　七なな星せは例の通院とやらで少し遅れてくる。

　今日は映画を見ようとふたりで話していた。

　雑誌で見かけて、結構人が入っているらしいので行こうと思っていたヤツだ。

「これ観みたいんだけど」

　と誠せい剛ごが言うと、

「うん、いいよ」

　と彼女はあっさりとうなずいた。

　彼女も興きよう味みがあったのか、それとも誠剛に合わせてくれただけなのか判わからない。

　誠剛的には思い切って言ってみただけに、ちょっと拍ひよう子し抜けだった。

　今までは、逢あうと言っても何ど処こかで待ち合わせして、その辺あたりをブラブラ歩いたり、コーヒーショップや喫きつ茶さ店、公園やあの河か川せん敷じきでずっと喋しやべっているだけだったから。

　ふたりともいつも絵の道具を用意してはいるのだが、結局描かかない。いや、おそらく描きはじめるとふたりとも真剣になって一ひと言ことも発さないか、真剣に意見を交換しているうちにヒートアップして喧けん嘩かにでもなってしまうだろう。

　やがていつものように笑え顔がおの彼女がやってきた。

　そして、いつものようにふたりで並んで歩き出した。

　ただ、誠剛は知らなかった。

　彼女が彼の背中を見付けて、はじめて笑顔になったこと。

　それまでは、うつむいていたこと。

　彼のために彼女は一いつ生しよう懸けん命めい笑顔を作っていたこと。

　何も知らなかった。




　評判通り映画は悪くなかった。

　順じゆん風ぷう満まん帆ぱんのエリート人生を歩んできた男性が、ある日突然、病気によって自分の人生がもう残り少ないことを知る。

　という、よくある感じの物語だった。

　男性は今までに自分の人生を振り返り、これでよかったのかと思い悩む。しかしすぐに男性は前を向いて、残りを精せい一いつ杯ぱい生きようとする。家族のためや他ひ人とのために。

　誠剛は、映画の終わりの方では号ごう泣きゆうだった。

　鼻水やら涙やらでワケ判わかんなくなった。

　元々、涙るい腺せんは弱い方だ。ＴＶで誰だれかが泣いているとつられて泣いてしまう。

　と、目の前を遮さえぎるモノがあった。

「んぐぁ……？」

　おかしなうめき声を漏もらし、誠剛がそれを手にした。

　何も言わず七なな星せが、差し出したハンカチだった。

「ぶぁりぐぁとぅ……」

　ありがとうという言葉さえうまく発音できない。涙で彼女の様よう子すさえ見えない有あり様さまだ。

　誠せい剛ごはハンカチで涙をぬぐって、またスクリーンに視し線せんを戻した。

　隣となりに座っている七星は、ただ何も言わずじっとスクリーンに目を向けている。誠剛のように取り乱すことなく、冷静に、むしろ冷さめたような目で観みていた。

　そんな彼女の様子に、誠剛が気付くことはなかった。

　映画が終わってふたりが外に出ると、陽ひが落ちて辺あたりは暗くなっていた。

　ふたりはとぼとぼと河か川せん敷じきを歩いていた。

　下の広場で、明るすぎる照明の中でサッカー少年たちが賢けん明めいにボールを追っかけている。

　まだ映画の余よ韻いんに浸ひたって鼻水がこぼれそうになっている誠剛の一メートルほど前を、七星が歩く。

　七星はなんだか不ふ機き嫌げんだった。

　映画館を出てからあまり口をきいていない。きいてくれない。

「ま、まあまあ…おもしろかったよなぁー」

「…………………誠剛、号ごう泣きゆうだったじゃん」

　誠剛が言うと、彼女はやけに静かに言った。

「あー……そんなこともあったりなかったり、やっぱりあったり……あった。その、えっと、ほ、ほら、あのさ…しゅ、主人公が悩みから解放されて人に尽くそうとするのとか、すげくなかった？」

　誠剛がさらに言った。

　すると、彼女が急に立ち止まった。

　そして、言った。

「ホントにそう思う──？」

「あ？　うん……」

「んなワケないじゃん」

「えっ……？」

　彼女は振り返らずに背中を向けたまま。

「これから死ぬとかいう人間が、他人がどうのとか考えられるワケないし。まして、いいことしようとかさ、思うワケないじゃん。誰だれかを好きになったら、生きていたいって思うに決まってる……あれじゃ、愛とかなんとか言ってごまかしてるだけじゃん」

「…………………七星……？」

　誠剛が呼びかけた途と端たん、彼女が振り返った。

　そして──

「………………………………………………ッ!?」

　誠せい剛ごの思考が数秒間停止した。

　ついでに心しん臓ぞうも止まるかと思った。

　彼女は、誠剛に唇くちびるを重かさねてきた。

　しかし、それは口づけというにはあまりにも、重かった。

　ただ強引に唇を押し付けただけで、愛を交かわすとかそんな風には感じなかった。

　なんだか、ただ切ないだけで。

「…………………ごめん……っ」

　言って、背を向けようとした七なな星せの腕を誠剛はとっさにつかんでいた。

　つかんだが、何をどうするかなんて判わからない。すると──

「…………………………離はなして……」

　蚊かの鳴くような声で彼女は言った。

　いつものように強気の科白せりふではない。

　ひどく弱い。

「なんで逃げんだよ」

「………………離して……」

　誠剛が訊きいても、彼女はそれしか言わない。

「どうしたんだよ、七星……」

「………………」

「らしくねぇよ……今のだってなんかの冗じよう談だんだろ？　あのさ、俺おれよく判んねぇけど、なんかあったんなら言ってくれよ。あ、いや、俺じゃ頼りないかもしれないか……あ、つーか……」

「…………──バカ……」

「えっ？」

　彼女の言葉が聞き取れず、誠剛は聞き返した。

「──誠剛なんか…………大ッキライっ」

　彼女は、誠剛の目を見ずに言った。

　そんなことを言われても何な故ぜか誠剛は傷付かなかった。

　むしろ、少し強気になった。

「うっせーよ。じゃあ、なんであんなことしたんだよ!?」

「………………」

「あのさ。この際はっきり言っとくけど。七星が俺のこと嫌いでも、俺はおまえのこと──」

　こんなときに、俺は何を言おうとしてるんだ。

　こんな最悪な空気で、告コクってどうするんだ!?

　だが、

「やだっ！」

　いきなり七なな星せが激はげしく抵抗しはじめた。

「やだっ！　もうやだ！」

「七星っ」

　強引に彼女の腕を引くと、抵抗などなかったように彼女は誠せい剛ごの腕の中に収まった。

「…………」

　そして、彼女の抵抗はなくなり、おとなしくなってしまった。

　…………なんだよ、おい……。




　つーか、七星ってこんなちっちゃかったっけ？




　こんな細いんだ。




　このまま抱きしめて力入れたら折れそうじゃん。




　彼女は弱々しくて、ひどく華きや奢しやで、でもとても綺き麗れいだった。

　七星は泣きながら、それでも必死に涙をこらえようとしていた。

「やっぱり、誠剛のことキライだよ。だって……。──生きていたいって思うから……生きていたくなるんだもん。……あたし……やだよ……やだよぉ…………」

「な…なに言ってんだよ……」

　すごく嫌いやな気がした。

　すべてのパズルが組み上がって、できあがったモノを見るのが怖かった。

　けれど、それをやらなきゃならない。

　そんな気がした。

　彼女は言った。

「……あたし…………もうすぐ死ぬの……。病気……もう助からないんだって……」

　誠剛は言葉を失った。

　目の前が真っ黒になったかと思うと、急に白くなった。

　暗くら闇やみの中にいるように、光が眩まぶしすぎて何も見えなくなったように。

　ただ、彼女の身体からだだけを、しっかりと抱きしめていないと、失いそうで、

　消えてしまいそうで、




　どうしようもなく怖かった。




　両手が震ふるえて自分の身体からだじゃないような気がしたのを今でも覚えている。

　ただ、彼女の温ぬくもりだけがかろうじて、俺おれをつなぎ止めていてくれたんだ。




　──リン。




　　　　♪




「やっぱり、あたし、死ぬんだよね」

　彼女は暗くら闇やみに向かって言った。

「──ごめんね」

　すると、暗闇から白い少女が浮かび上がるようにして現れた。髪の毛も服も肌も真っ白なのに靴くつだけが赫あかく、やけに目に付く。おまけに、その手には似合わない鈍にび色いろの巨大なカマがにぎられていた。

　その傍かたわらに大きな黄おう金ごん色の瞳ひとみをした黒くろ猫ねこが寄り添そうようにしている。全身真っ黒なのに、しっぽの尖せん端たん、小指の先ほどが白くなっている。

「なんで、モモが謝あやまるのよ」

「うん……」
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　白い少女、モモという名の〝死神〟はらしくもなく、瞳ひとみにいっぱいの涙をためていた。

　彼女と彼のことを見ていたせいだ。

　ちゃんと見届けたせいだ。

　彼女と彼の物語を此こ処こで終わらせてしまうのが、自分だと思っているのだろう。

「泣き虫なんだねー、モモは」

　彼女は、彼女だった魂たましいは、ゆっくりと白い少女に近付き小さな身体からだを抱きとめた。

「ありがとね、モモ。あたしはもう泣けないから」

「ごめんなさい……」

「だから、謝あやまらないでって。ほら、連れてってよ。此処には未練があるからこのままほっといたら、ずっと居い着ついちゃいそうなんだもん」

「………………うん」

　白い少女は涙を拭ふこうともせず、うなずいた。

　そして、手にしたカマを振るう。

　けれど、それはまるで舞まうように、踊るようだった。

　白い少女の舞いにあわせて、黒くろ猫ねこがおなじように踊る。その度たびに、首くび輪わに付けられた大きな鈴が、りりん、と唄うたう。




　やがて、光がすべてを包み込んだ。




　　　　♪




　愛が欲しいと彼女は泣いて、

　そんな資格はないのと、彼女は笑った。




　七月七日、火か曜よう。




　彼女の誕たん生じよう日び。




　彼女は、十七歳さいになった。




　彼とおんなじになった。




　これが彼女にとって、最後の誕生日になる。




　七なな星せの名前の由ゆ来らいは、この誕たん生じよう日びからきている。

　七月七日、幾いく億おくの星が瞬まばたく十七年前の今日、彼女は生まれた。

　ここ数年、七夕たなばたに雨が降ることが多かったらしいが、この日は、快晴だった。

　広い夜空に、天あまの川がわが延々と流れていた。

　ただ、そこが病院でなければ、もっとロマンチックだったんだろうと思う。

　七星の身体からだが、日常生活に支障をきたすほど弱くなってきた訳わけではない。

　しかしもういつどうなってしまうか判らない。そのために入院することになった。

　誕生日のその日は、面会時間がもうすでに終わっていたが、彼女の両親と病院側が気を利きかせてくれて、誠せい剛ごは夜、逢あうことができた。

　彼女の乗る車くるま椅い子すを押しながら、誠剛は病院の中庭を歩いていた。

　彼女が死んでしまうという冷たい事実を知って半月ほどだ。

　頭の中の整理なんてついていない。

　つけられるはずがない。

　病気が何だって、そんなことどうでもいいんだ。

　一番好きな人が死んでしまうんだぞ？

　いなくなるんだぞ？

　そんなことに気持ちを落ち着けられるはずがないだろう。

　ただ、今は彼女の傍そばに、少しでも長くいたいだけ。それだけで精せい一いつ杯ぱいだった。

　毎日、学校帰りに病室に行く。

　そこでふたりしてスケッチブックを取り出して、互いを描かいた。

　あいかわらず、絵のことに関して彼女は厳きびしい。

　たくさんのダメ出しが誠剛を迎え撃うつ。

　しかし誠剛も負けじと言う。が、七星にあっさりとかわされてしまう。

　口くち喧げん嘩かでは絶対、彼女に勝てない。

　誠剛が困った顔になると、決まって彼女は笑い出す。

「そんな仔こ犬いぬみたいな顔しないでよぉ、あたしがイジメてるみたいじゃん」

「イジメてんじゃん」

　いじけて言うと、彼女はまた笑う。

　それだけでもう、いいと思えたんだ。

　その一いつ瞬しゆんだけは、そう思えた。

　星空の下で、彼女は今も笑う。

　その白い肌が暗くら闇やみに溶けてしまいそうで、誠剛は彼女の傍かたわらに腰を下ろしてその手をぎゅっとにぎりしめた。

「なんか、照れるじゃん……」

　はにかむ彼女。

　伝う染つって誠せい剛ごも照れくさくなった。

　でも、その手は離はなさない。

　やわらかい温ぬくもりはいつまでも離したくなかった。

　彼女の細い指には、銀色に光を映す指ゆび輪わがある。

　誠剛の指にも同じデザインのモノがはめられている。

　誕たん生じよう日びプレゼントに七なな星せが誠剛にねだったモノだ。

　高校生でバイトもしていない誠剛に手に入れられるのは安物しかなかったが、それでも彼女は喜んでくれた。

　同じモノをふたりの指に。

「ありがとね、誠剛」

「おぅ」

　照れ隠かくしに誠剛は素そっ気けなく返事した。

　七星が誠剛の指に、自分のを絡からませながら、

「あのさ、ついでにもうひとつだけ……わがまま言っていい……？」

「おぅ」

「あたし……誠剛の…カノジョ……ってことでもいい？」

「おぅ」

　誠剛が不ぶ器き用ようにそれだけ言うと、七星の指が微かすかに震ふるえたような気がした。

　それはそうだ。

　その言葉が自分がいなくなったあと、どれくらい誠剛を苦しめるか、彼女は判わかってしまっている。

　けれど、それでも、誠剛とのつながりを求めた。

　細くて長い糸。

　ほどけないように。

　いつかは切れてしまうと知っていても。

　誠剛もそれを判っている。

　判っていても笑うんだ。

　作り笑いなんかじゃない。一番の笑え顔がおで。

　彼女が笑ってくれるなら、それだけでもういい。

　もう、いいんだ。




　彼女の唇くちびるまで、あと五ミリ。

　やさしげな吐と息いきを感じた。







　それから、三ヶ月後。




　彼女は死んだ。




　残された日々を精せい一いつ杯ぱい、笑って。




　大事なモノはいつだって、目ま蓋ぶたの裏にある。




　あの日、彼女は笑っていたんだ。




　笑っていたんだった。




　　　　♪




　彼女がいなくなって、誠剛せいごは誰だれかと遊びに行くことさえしなくなった。興きよう味みのないモノにわざと力を注そそいだ。だから、必死になって勉強なんてしてみた。

　高校を卒業した誠剛は、住んでいた街から電車で二時間ほどの都市にある大学に進学した。

　他ひ人とに訊きかれ、大学名を答えるとほとんどが「ああっ！」と感心するような有名な大学だ。

　絵を学ぶためだった。

　無む駄だに勉強したおかげで、大学には進学できたが、特にやりたいこともなかった。だから、絵を選えらんだ。

　でも、大学に入って、自分がどれだけ『井の中の蛙かわず大海を知らず』ってヤツだったかを思い知った。

　有名大学だけあって、誠剛ほどのレベルの人間がごろごろしていた。それ以上の実力を持つ人間もたくさんいた。

　それでも彼があきらめることはなかった。いや、ただなんとなく続けた。

　描かくこと。

　なんとなく今までしなかった努力をした。

　なんとなくがんばって基本も一からやり直した。

　なんとなくやっているうちに、一年が経たち、二年が経ち、三年が経った。

　絵描きになると言うと親が心配するため、一応、教員免許が取れそうなカリキュラムも選せん択たくしている。

　けれど、彼の本心は、もう限界に近いと思っていた。

　何を描かいても楽しくない。

　初期衝しよう動どうなんてずっと前に失なくした。

　抜ぬけ殻がらのまま、どれだけたったか。

　あの日、彼女は死んだ。

　あっさりと当然のように彼女は死んだ。

　あたりまえみたいにいなくなった。

　そして、誠せい剛ごもそれをあたりまえのように受け入れるしかなかった。

　流されて、時間が流れて、流れがない流れに流されて、今日まできた。

　ある程度の絵は描ける。

　小さな展てん覧らん会でも開けば、なんとなく売れそうな絵は。

　でも彼女といたころ、ふたりで描く絵ほど楽しくはない。

　絵は好きだ。今でもそれは変わらない。

　ただ、もう描けないんだ。

　判わかっていたつもりだった。あのとき、こうなることは判っていたつもりだった。

　彼女の想おもいを受け入れ、自分の想いを彼女が受け取ったときから。

　彼女が誠剛の中に残したモノは、彼自身が思うよりもずっと大きかった。

「判っちゃいるけど、やめらんない……ってか」

　どっかで聴きいた謳うたい文句を口の中で呟つぶやく。

　そんなある日だった。

「──コンクールすっか？」

　師し事じしている教授に呼び出された誠剛は、国内最大級の絵かい画がコンクールに参加することを進められた。名のある絵師も、ない絵師も参加する。

　恩師の薦すすめに、はぁ、と生なま返事を返す誠剛。

　彼は戸と惑まどった。

　コンクールのレベルは高い。それこそ、大たい賞しようでも取れば海外で個展は夢じゃないだろう。

　だからこそ、彼の戸惑いも大きい。

　誠剛の、今のそこそこのレベルでは、敷しき居いの高いコンクールだ。自分でも把は握あくしている。

　参加賞などはない。ボールペンさえもらえないと判ってて、出品する意味はあるのか。誠剛には判らなかった。

　しかし、教授は彼の心の内を知ってか知らずか。

「まあ、そんな気負うことはないよ。私も以前、出品したことがあるんだよ。ほっほっほ」

　ほっほっほ、って……まあいいか。

　やってみよう。これといってすることもない。

「何、描かいたらいいっすかねぇ？」

　半分冗じよう談だんで、半分は本気で、誠せい剛ごは傾向と対策のようなモノを訊きこうとした。

「うーん……どうだろうねぇ。……うん。君の好きなモノを描いたらいいんじゃないかな。ほっほっほ」

　この教授、人間的には朗ほがらかでとてもいい人だったが、高こう齢れいで、ときどき、ボケてるのか、ただの天然なのか判わからないときがあった。

　それでも、誠剛はぼんやりと考えていた。

「好きなモノ……ね……」

　寮りよう暮らしの誠剛は自室に戻って、中央に置かれたキャンバスに向かった。

　彼の寮は、彼が入学する直前に改かい装そうが終わり、入居したときは綺き麗れいだったが、そこは男の一人暮らしだ。もちろん今は……汚い。

　しかも絵の具やらでぐちゃぐちゃになる。というか、する。

　何度か、寮母さんに片付けなさいと注意されたが、最近はあきらめられたらしく、注意もしてこない。

　よって、部屋は崩ほう壊かい寸前だ。

　雑多な部屋でも、一番落ち着けるのがこの場所。

　誠剛は、ぼんやりと瞳ひとみを閉じた。

　広がる世界。

　今でもその中心には──彼女がいる。

　大切なモノはいつだって目ま蓋ぶたの裏側にある。

　あの日の星空がざわめいて、瞬またたきがリズムに変わる。

　いつかのフレンチポップスが鳴りはじめ、彼女の物語がはじまる。

　映画のスクリーンのように、あざやかに浮かぶ。




　そして、彼は最後の絵を描く。




　心の中にある大きなモノ。

　星空。瞬き。光。

　風。匂におい。触れた指先のあたたかさ。

　からめた指。

　五ミリ先の唇くちびる。

　彼女の笑え顔がお──




　記き憶おくの点を線せんでつないで、光の軌き跡せきを描くように。

　丁てい寧ねいに色を塗ぬっていく。

　あのとき、笑いながら、意地を張りながら、バカげた夢の話や、強がることしかできなかった自分。

　泣いたこと、笑ったこと、すべてに色を付ける。




　ただそれだけで、もう──







　また季節は巡めぐっていく。

　彼は何ど処こへも行けず、ずっと水たまりにたゆたう木この葉はのようで。

　雨あがりの眩まぶしい太陽を見上げていた。




　春が過ぎて、

　夏が過ぎて、

　秋がきて、

　冬がきて、




　そして、また──




　　　　♪




　抜ぬけ殻がらだった。

　だったら、殻を脱いだ自分は何処行った？

　──きっと、そこらへんじゃん？




「うぉー、うっせーぞ。おまえらー。いいかげん、絵ぇ描かけって。一応、大会なんだぞ。写生大会な、判わかってるか？　遠足じゃねーぞ？　弁当は喰くうから、むさぼり喰うから、ちゃんとおまえらと。とりあえずなんか写せ、生なまで。そしたら、校長先生がなんかくれるってよ。なんかな。たぶん」

　自分に群がってあーだこーだとお喋しやべりを続ける生徒たちに、まるで教師には見えない彼はやれやれと頭をかいた。

「ほれ、なんでもいいんだよ。自分の好きなモノを、描きたいモノを好きなように描きたいように描けばいいんだよ。ヘタもクソもねぇって。ほら、散れ散れ」

　はーい。とやたら元気に返事して、ようやく生徒たちが四方に散っていく。

「誠せい剛ごくんもたいへんね」

　彼の傍かたわらで、やけにオトナびた口調の女の子が肩をすくめて言う。

「明あ日ず梨り……おまえもだっつーの」

　女の子は、いたずらっぽく舌をペロリと出して笑った。

「判わかってるわよ。好きなモノでいいんでしょ？」

「おぅ、なんでもいいぞ」

「じゃあ──誠剛くんを」

「ぶっ……ッッ!!　そ、そういう冗じよう談だんは、ちょっと……捕まるしな……」

「アハハハっ、判ってるよっ」

　言って、女の子ははしゃいだように肩を上下させ笑う。

　と、他ほかの生徒たちに呼ばれて、「今、行くから」と手を振って答えると、小走りになって生徒が集まって絵を描かいている環わに加わった。

「はぁ……まったく……あいつ、いつの間にあんな冗談を言うようになったんだよ……」

　スゥー、と深呼吸すると秋の匂においでお腹なかいっぱいになりそうだった。




　いい気分だ。

　悪かないよ、こういう感じ。




　誠剛が描いた〝最後の絵〟は、国内最大級のコンクールでなんと入にゆう賞しようを果たした。

　彼女との想おもい出を切り取って、あの日の夜空と彼女の笑え顔がおを描いた。

　よくもまあ、賞が取れたモノだと思ったが、この知らせをはじめに教授から聞いたとき、誠剛は驚おどろきよりもまず、吹ふき出しそうになった。

「──準入にゆう選せんだよ」

　笑えるよ。だって、準入選だぞ？

　彼女と出で逢あったときも準入選だった。

　これは、絵描きになることをあきらめるための絵だった。

　その〝最後の絵〟にふさわしい賞だと思った。

　それに、〝てっぺん〟との実力の差も、能力の差も知った。

　このコンクールで大賞を取ったのは、まだ十五、六歳さいの天才少年ってやつだった。

　少年の絵を見たとき、誠剛は言葉を失った。

　あまりにも綺き麗れいで、あまりにも切せつなくて、あまりにも見事だった。

　なんだか涙が出そうになった。いや、出た。瞬まばたきした瞬しゆん間かんに、一粒だけ涙がこぼれ落ちた。

　不ふ思し議ぎと悔くやしさは感じなかった。それほどその絵は圧あつ巻かんだった。

　素直に感動したんだ。少年の描く絵に、その絵から飛び出さんばかりに描かれた光の奇き蹟せきに。

　それからすぐに少年の名は世界中に広がっていくことになる。

　一方の誠せい剛ごはというと、大学を卒業してからも、あてもなくそのへんをプラプラしていた。

　地元に戻っても特にすることはない。

　バイトして、パチンコ。バイトして、スロット。バイトして、寝て、起きて。

　そんな暮らしをしばらく続けていたある日。

「──そういえば、君は子供好きだったよねぇ」

　いつかのように、大学時代のあの教授に呼び出された誠剛は、そんなことを言われた。

　いきなり呼び出され、どうせ暇ひまだからと、恩おん師しのもとを訪ねてみれば──これだった。

「はぁ、まぁ……」

　やはり、いつかのように誠剛は生なま返事をした。

　噓うそではない。確かに子供は好きだ。

　が、しかし、この教授とそんな話をしたことはない。

　記き憶おくにまったくない。

　おそらくというか、十中八九、誰だれか他ほかのヤツと間違えてる！

　だが、そんなことに気付くことはなく、教授は続けた。

「私の古い知り合いにね。小学校に携たずさわっている者がいてねぇ。若い優ゆう秀しゆうな人材を捜さがしているというんだ、君やってみないかね。ほっほっほ」

「……は？」

「ほっほっほ」

　いや。ほっほっほ、じゃなくて。

　ところが、そのままの流れでなんとなくで、誠剛は私立小学校の図画工作担当の非ひ常じよう勤きん講こう師しをやることになった。

　いや違った。ただのなんとなくではない。教授にこんなことを言われたからだった。

「君の描かく笑え顔がおはとても素す敵てきだから。ほら、小あ学そ校こにはたくさんの笑顔がある。君のための何かがそこにあるかもしれないよ。ほっほっほっほ」

　最後だけ何な故ぜか『ほ』が一個、多かった。

　あの教授、判わかってるのか判ってないのか。お気楽な人だから、案外テキトーな科白せりふだったのかもしれない。

　──でも。

　これがわりと、楽しいんだ。

　最近のガキは生なま意い気きで、うっさくて、言うこと聞かないけど、すっげーかわいくて、ちゃんと素直で、いろんなモノをまっすぐに見てる。

　すべてを許せるような夢を見たっていいだろ？




　なんとなく。だっていいんだと思う。

　なんとなくを精せい一いつ杯ぱい生きようと思う。

　この〝なんとなく〟を、力一杯生きようと思うんだ。




「うぉっ、明あ日ず梨り。いいじゃん、いいじゃん」

　彼が女の子に声をかけると、その子はちょっとくすぐったいように、頰ほおを赤くした。

「あんまり、ジロジロみないでほしいんだけど」

「ほいほい、判わかった」

　言いながら、彼は女の子の頭をくしゃっと撫なでた。

「あーもう、髪乱れるでしょ」

　とか言うが、女の子は気持ちよさそうに目を細め、そっと彼の手に触れた。

「誠せい剛ごくんの手、おっきいね」

「そっか？　まあ、オトナですからねぇ」

「ううん。そういうんじゃなくて」

　女の子は、彼の手を取ってじっとなんだかうれしそうに見つめた。

「これ──この指ゆび輪わって、〝彼女〟との想おもい出なんだよね」

「そうだな……」

「ううん。だいじょうぶ」

「あ？　大丈夫、って？」

「大切な想い出なんだもんね。大切にしなきゃ」

「おぅ。ありがとな」

「いえいえ。だって、私誠剛くんのお嫁さんになってあげるんだもん」

「あはは……」

「それも全部、誠剛くんだから」

「おぅ」

　なんというか、オンナというのは深いと思った。




　いつもそうだ。

　誰だれかに励はげまされる。

　こうやって、自分の生徒に励まされたり。

　励まそうと思ってたのに、いつの間にか自分が励まされてる。

　誰かの笑え顔がおに励まされて、守られる。

　心も、笑ってたいんだ。

　でも、ホント……まだまだだよなぁ。




　でも、がんばってるよ。

　がんばるよ。




　なっ──？








Tuesday, 7th July ‐ fin.
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　　　　♪




　その少女と出で逢あったのは、黄き色や赤や青や白や橙だいだいだの無数の色が咲き乱れた花はな園ぞのだった。




　少女を見上げながら、黒色の猫ねこは、ただ呆ぼう然ぜんとしていた。

　直前までは、緊きん張ちようしてうまく喋しやべれるかどうか判わからなかった。なのに、今、黒猫は心の中で言葉をまくし立てていた。




　──なんだっ？

　──誰だれだ？

　──変だぞ？

　──おかしいよ。

　──だって、僕のご主人様は？

　──コレ？

　──コレなの？

　──ぜんぜんらしくないじゃないか。

　──白いんだもん！

　──そんなバカな。

　──そんなはずはないだろう。

　──僕は名家『アラーラ』の者なんだぞ。

　──どうなっているんだ？

　──どうなっているんだろう？




　すると、黒猫を見下ろしていただけだった少女が不意にしゃがみ込んだ。

　黒猫のことをじっとのぞき込む。

　身体からだ中から何か判らないモノが吹ふき出してくるのを黒猫は感じた。

　な、な、なにっ!?

　ピーン、と背筋も、全身真っ黒なのに尖せん端たんだけがちょっぴり白くなったしっぽも伸びる。

「…………………………」

　少女はただ見つめる。

「…………………………」

　黒猫はただ全身を硬直させる。

　そんな黒猫と少女の微妙な空気はしばらく流れ続けた。

　沈ちん黙もくを破ったのは少女の方だった。

「キミ、名前は？」

　少女が、ひどくオトナびているようでまだまだ幼いような不ふ思し議ぎな声で訊きく。

「ボ、ボクは！　──じゃなかったっ。わ、わ、わたしくしは、仕つかえ魔まが名家『アラーラ』のダニエル・ド・アラーラと申しますっ」

　焦あせって出だしにつまずいたが、後半は練習したとおりにできた。

　と黒くろ猫ねこは思ったのだが、目の前の少女にはあまり関係ないようだった。

「そっか。ダニエルっていうんだ」

「は……は…い」

　やっぱり何かが変だ。黒猫は思った。

　そして、次の瞬しゆん間かんそれは決定事項となった。

「じゃあ、よろしくね──ダニエル」

　少女は笑った。

　綺き麗れいに笑った。




　死神として生まれた存在にとって笑うということはある種、異常だった。

　そういう感情があることはひどく不自然だった。
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　とにかく黒くろ猫ねこはこのとき困こん惑わくしていた。

　自分はこれから一体どうなってしまうのだろう。

　ようやくこれから仕つかえ魔まとしての第一歩を踏み出そうというのに。

　親友と約束した〝いい仕え魔になる〟ことは果たせるのだろうか？

　そんな不安もいっぱいだ。




　はじめてのご主人様は、ちょっぴり……いや──ずいぶんと変だった。




　　　　♪




　黒猫にしてみれば、とてもやっかいだった。




　ダニエルは、

「はあぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ〜……っ」

　と深いため息をついた。

　今日ははじめての仕事だった。

　仕え魔になって、〝死神〟に仕えるようになって、はじめての仕事だ。

　はじめてだからと言って臆おくせずにしっかりと成し遂とげる自信もあった。ぬかりもない。技術もある方だと思っている。

　全部、うまくいくはずだった。

　はずだった！

　なのに、ダニエルにとって不確定要素は自分自身ではなく、あろうことか彼の主人にあったのだから、半ば混乱状態になっていた。

　仕え魔はもちろん、主人をサポートするのが役割だ。

　主人が絶対で、その言葉行動のひとつひとつが絶対服従に値する。意見するなどもってのほかだ。

　だが、ダニエルは思いがけず、「そ、それはちょっと……」とか困惑して、主人を止めたい衝しよう動どうに駆かられることが何度かあった。

　主人があまりにも不ふ可か思し議ぎな行動を取るからだ。

『死神Ａの一じゆう〇まん〇と一ん〇で〇ひやく号』

　これがダニエルの主人の名だ。

　全部読むと長いからということではないが、ダニエルは『ご主人さま』と呼んでいる。

　しかしこれにかんしても主人は変わり者っぷりを発はつ揮きした。

「あのさ。ご主人さまって呼び方なんかやだなー」

　死神少女はそう言う。

「は…はぁ……」

　ダニエルは、ハタと困ってしまう。

「あれじゃん。なんか、姫ひめと下げ僕ぼくみたいでやじゃん」

　言って、主人は笑った。

　冗じよう談だんで言っているのか本気なのかダニエルには判わからない。

　むしろ、冗談など言う死神のことを聞いたことがない。

　さらに言うと、こういう場合、呼び名など気にしないはずだ。

　ただ、主人とダニエルの関係はそのままの主従関係だ。

　どちらかと言えば、主人の言っていることの方が妙だった。

　けれど、主人の言うことが絶対である以上、『ご主人さま』と呼ぶのはやめた方がいいだろう。

　……じゃあ、なんて呼んだらいいのだろう？

　ダニエルはそのままの疑問をおかしな主人にぶつけてみた。

「そうでしたら、私はご主人……えっと、なんとお呼びすればよろしいのでしょう……？」

「うーん……そうだね……。べつになんでもいいけど？」

「……………………………」

　ホントにもうどうしたらいいんだろう。

　イヤだって言うから訊きいたのに……今度はなんでもいいって……。

　だいたい、死神と言ったら黒服だ。なのに、この主人は全身真っ白。なのに靴くつだけがやけに目立つ赫あか色をしている。

　それに表情がクルクルと変わる。

　何か真剣に考えていたかと思ったら、次の瞬しゆん間かんには笑え顔がおに変わっている。

　そもそも死神に表情があるというのが不ふ思し議ぎですらある。

　本当にわけが判らない。

　おかしすぎる。

　だけど、それよりも何よりももっとやっかいなのは仕事のときだった。




　　　　♪




　その少年は、その日、自転車に乗って旅に出た。

　小学五年生の春休み。住んでいる都市から自転車で、最北端の街まちまで約一ヶ月かけて目指す旅だ。

　少年の自転車は、現在人ひと気けの多い都市部の大通りを走行中。

　それを遥はるか上空から見守るようにしている影かげがあった。

　白い少女と黒の猫ねこ。

「──性格は明るく、他ほかの人間からも注目を浴あび人気があります。ただお調子者なところもあるようです。今回は自転車で旅をするといろんな人間に言っていますが、実際は誰だれも気にしてはいない。それは半年ほど前の夏に同じことを言ってテレビなどの取材を受けたが、出発して数時間後、引き返したため。と、いうことです」

「そう」

　ダニエルの話に耳を傾けながらも、主人の目は少年から離はなれていない。

　ダニエルは、主人に言われ一応調べたが、こんなことは別にどうでもいいことではないだろうかと思っていた。

　あの少年は、〝仕事〟の対象者だ。

　二十四時間後には、不注意から車道に飛び出しやってきた車にひかれ死亡する予定になっている。

　死神の仕事は魂たましいを肉体から完全に切り離し、天上へ送ることだ。

　それだけなら、今自分が調べ伝えたようなことは必要がないはず。こんな情報を知ったところでどうするというんだろうか。

　本来なら、死亡する時間が大切であって、その人間の生おい立ちや背景はおろか、性別すら気にもしない。

　しかし疑問をダニエルが口にすることはなかった。

　そんなことは言う必要がない。

　だって、自分は仕つかえ魔まなのだから。

　それもとびきり優ゆう秀しゆうな仕え魔なんだ。

　だから、主人のやることにいちいち口を出してはいけない。

　する必要もない。

　それが仕え魔だ。

　そうだ。ボクは優秀な仕え魔なんだ。アラーラ家の者なんだ。

　…………だ、だけど。

　な、なんなんだろう、このご主人さまはっ!?

　そ、そして！　すでに、いなくなってる!!

「──はじめまして、どうも死神です」

　あ、あいさつしてるっ！

　それも仕事の対象者にっ!!

　ダニエルはいつの間にか傍そばからいなくなってしまった主人が、すでに地上に降りていることにおののいた。

　しかも喋しやべりかけているじゃないか。

「しにがみぃ？　なんだ、それ？」

　言われた方の少年は自転車を止め、疑うたぐり深い目を少女に向けている。

　ダニエルは、またも目を白黒させた。

　この少年に〝死の宣告〟をしたところで理解できるはずがない。それに〝死の宣告〟はずっと昔、まだ人間たちが生きること死ぬことに対して強く惹ひかれ、信仰があったころならば信じる者もいただろうが、今ではそういう人間は少ない。

　そのため、〝死の宣告〟を行う死神はほとんどいない。人間との関かかわりを少なくするためでもある。

　しかし、ダニエルにはこの主人がどうもみずから人間に関わろうとしているように見えた。

　死神の間では暗あん黙もくの了解で、『人とは関わるべからず』というルールが成り立っている。

　死亡予定者に関わると、そのせいで運命が変わってしまうかもしれない。

　そんなことになれば、死神としての〝上〟からの評価は落ちてしまう。

　死神は、前ぜん世せで罪を犯した者の姿。魂たましいを運ぶことで罪を償つぐない、生まれ変わるために、ただその想おもいだけが存在理由だ。

　ダニエルは地上に降り、やれやれと主人に近付いた。

「キミは何ど処こに行くの？」

　少女が訊きく。

「北の方にある街まちだよ。そこにいくんだ」

　言って少年は、フンっと鼻息を荒くした。

　どうせ、以前の失敗から今回は誰だれにも期待されず、誰の応おう援えんもなくて少年は躍やつ起きになっているんだろう。

　ダニエルはそう考えた。

　こんなヤツに話をしてなんになるというんだ。

　むしろ、死期のことを話せば必死に生きようともがくかもしれないじゃないか。

　無む駄だだ。〝運命〟にはあらがえない。

　それにそんなことをされてはこちらが困ってしまう。

　ちゃんと予定通りに死んでくれないと魂の運びようがないのだから。

　ダニエルは、内心呆あきれていたが主への忠ちゆう誠せい心しんはきちんと表そうと、少女の斜め後ろに控ひかえていた。

　と、少女はそれに気付いていないのか、ただ無視しているだけなのか、マイペースに少年に再び話しかける。

「たどり着けるといいね」

「あったりまえだよ。行くんだからさ。こんなトコでおまえみたいな変なのと話とかしてる場合じゃないんだ」

　少年は、帽子を深くかぶり直すとペダルをこいで自転車を発進させた。

　ぐんぐんスピードを上げて、少年の姿は見えなくなってしまった。

　後ろ姿をじっと少女は見つめていた。

　結局、話しかけたはいいが少年は行ってしまった。

　この主人はいったい何がしたかったのだろうか。

　……というより、死神が何かをしたいと思うことの方がおかしいことだ。

　魂たましいを運ぶのは、死神だけだ。

　死神にしかできない。

　しかし、それ以外にはない。

　何もない。

　少女はただ、ぼんやりと少年が去ってしまった虚こ空くうを見つめていた。




　　　　♪




　ダニエルの夢は、目標は、〝いい仕つかえ魔ま〟になることだ。

　幼おさな馴な染じみの親友と互いに励はげまし合い優ゆう秀しゆうな仕え魔を目指している。

　しかし、この主人に仕えていると、その道もすこぶる厳きびしいような気になってきてしまう。

　このままだと「ボクの夢はいい仕え魔になることでした」なんてことにうっかりなっちゃうかもしれないじゃないか……。

　うっかりダメダメ！

　ボクはなるんだ！

　無口で、ひたむきで、ただ主人の仕事を支え続ける。多くの魂を天上に運び、主人の命をはたすんだ。そんなすばらしい仕え魔になる！

　てゆうか、もうなってる！

　……と思いたい。思い込んでしまいたい……。

　きっとこれは試練なんだろう……。

　茨いばらの道を抜ければきっとアカルイミライが……。




　自転車に乗った少年は、ただひたすらペダルをこぎ続けた。

　ろくに休みも取らないで、ただ一心不乱に自転車を前に進ませる。

　それを死神の少女は、ただ見守る。

　ときには上空から、ときにはすぐ近くで。

　本当に見守るという言葉が当てはまる。

　旅の一部始終をずっと見ていた。その行為がダニエルには理解できない。

　彼を助けようとさえ考えているのではないか。ダニエルにはそう思えてならなかった。

「……まさか……そんなこと死神にはありえないよ……」

　それに死んでしまう人間に関かかわってどうなるというのか。

　死に逝ゆく人間に未来などないのだから。

　それでも主人は何かを感じ取ろうとでもするように、何かを受け取ろうとするかのように、見つめ続ける。

　少年のひとつひとつを目に焼き付けるように。

　少年にこれからはない。

　ダニエルはそれを悲しいことだとは思わない。

　何な故ぜなら、それは決まっていることだからだ。

　あらがえない決まりごとなんだ。

　それでも少女は────




「あ……っ」

　少女が小さく声を上げた。

　人間には見えないようにしながら、少年から少し離はなれたところにダニエルたちはいた。

　見れば、少年がバランスを崩くずして車道に派は手でに転んだ。

　そこへ、車が飛び込んでくる。

　予定時間丁ちよう度ど。

　少年はこの車に轢ひかれてしまう。そして、死んでしまう。

　ダニエルには判わかっていたことだ。

　もちろん、主人である少女にも。

　しかし──

「えぇぇぇぇぇぇっ!?」

　ダニエルは我が目を疑った。

　白い影かげが少年とやってくる車の前に立ちはだかった。

　すると、車は、キィィィィッ、という激はげしいブレーキ音を上げ、少女にぶつかる寸前でその動きを止めた。

　もちろん、車を運転していた人間にはその白い影の正しよう体たいが少女であることも、それが死神であることも判らないし、見えていない。

　運転手が慌あわてて、車内から飛び出しくる。

　車道に倒れ込んだ少年に駆かけ寄り、少年を立ち上がらせ、自転車を引いて車道から離れた安全なところまで連れていった。

　運転手は、少年に大丈夫かと訊きくと、少年は呼吸を乱しながらも大丈夫ですと答えた。

　自転車から転げ落ちたショックからか少年は多少視点の定まらない目をしている。足もがくがくと震ふるえていた。

　運転手がもう一度、大丈夫かと訊く。やはり少年は大丈夫だと答え、

「すいません……ありがとうございました」

　と言う。

　それを聞いて運転手は安心したのか、気を付けるんだよ。と言い残し、車に戻ると少年に何度か視し線せんを送りながら発車させた。

　残された少年は、車道の端はしに腰を降ろしたままがっくりとうなだれた。

「ハァ……」

　とダニエルはため息をついた。

　そして、ハッとなった。

　今のは呆あきれから出たため息じゃない。

　──安あん堵どのため息だ。

「ち、違うっ！　何、ボクは安心してるんだ！　死亡時間がずれちゃったんだぞ!?　あのひとはなんてことをしてしまったんだ!?　これじゃ局長に大目玉だよ。大目玉だよ！」

　一いつ瞬しゆん、少年が助かったことに安堵していた自分自身に驚おどろきながらも、主あるじが起こした行動にさらに驚きよう愕がくした。

　仕事の対象者を死神が助けてしまったのだから。

「なにをしているんですか！　ご主人さま…じゃなかった。えっと……あ、あれ？」

　ダニエルが叫ぶが、主の姿は車道にはない。

　おろおろと辺あたりを探すと、ダニエルは血の気が引いていく音が聞こえるようだった。

　あろうことか主は、地面にへたり込む少年のすぐ隣となりに膝ひざを折って座っていた。

「大丈夫？」

　と少女が訊く。

　わーっ！　大丈夫もなにもあなたが助けたんですよぉぉぉぉっ!!

　ありえない！　ありえない！　前ぜん代だい未み聞もんだ！

　死神が人間を助けて、しかも大丈夫って訊いた！

　ダニエルは、ヘタッとその場に崩くずれてしまった。

「ハァ…ハァ……こんなくらいなんでもないよ……」

　言って、少年はまだ震える両手両足に力を込め立ち上がった。

　しかし気が動転しているようで、少女にはさっきも逢あっていることに気付かない。

　足あし下もとがおぼつかないようだが、少年は自転車を支えにしてとぼとぼと歩き出した。

　その二、三歩うしろを少女が付いていく。

　ダニエルは、これ以上何かあっては困るんだけど、とか思いながらも黙だまって少女のすぐ傍そばを離はなれないようにした。少年にはその姿は見えない。

　仕つかえ魔まは主あるじに従うのみ。それだけだ。

　黙もくしてひたすらに仕えるんだ。

「キミはどうしてそこまでがんばってるの？」

　少女は少年との距きよ離りを保ち、歩調を合わせながら訊きいた。

「べつに……がんばってなんかないよ……」

　うつむき加減に少年は自転車を押す。

「じゃあ、どうして走ってるの？」

「…………走りたいから」

「じゃあ、何ど処こへ行くの？」

「北に……」

　少年は、再び自転車にまたがりペダルに足をかけた。

「じゃあ、そこに何かあるの？」

　少女は言う。真まっ直すぐに少年の小さい背中を見つめて。

「……べつに…………きっと、なんにもない……」

　少年の肩がピクリと震ふるえた。

　何かを思い出したようだった。けれど、それを払うように頭を振った。

「だったら、なんで？」

　少女はそれでも問いかける。

「……なんでって……べつにおれがやりたいからだよ」

「どうして、やりたいワケ？」

　しつこいくらいに少女は質問を投げかける。

　けれど少年がそれに腹を立てることはなく、すんなりと受け止めていた。

　少年は、密ひそかに誰だれかがそう訊いてくれるのを待っていた。

　こんなことが意味をなさないのだと言ってほしかった。

　そうすれば、やめられるのに。

　こんなこと。

　そうすれば、またみんなといっしょにいられるのに……。

「……前にも、おれ同じことやろうとしたんだ……。でもそんときはすぐに引き返しちゃったんだ……。さっきみたいに転んで、膝ひざ擦すりむいて痛くて、悲しくて、ひとりぼっちでいるのが怖くて……。そしたらさ、ほんとにひとりぼっちになっちゃった……。おれ、最初は冗じよう談だんで自転車で一番北を目指すとか言ってたら、それがどんどん人に伝わって、おもしろがってテレビとかもきて話とかした。ほんとはおれこんなことやりたくなかったんだよ。でもやんなきゃもうダメな感じだったし……。しょうがないから自転車をこいだけど、でも途と中ちゆうで引き返した。みんな、おれのこと噓うそつきって言って……。言って……おれだけ仲間はずれにされるようになっちゃって……」

　今まで、こんなこと声にしたこともなかっただろう。

　少年はただ、みんなに笑ってほしかっただけだ。だから大おお袈げ裟さな冗じよう談だんを言って、でも戻れなくなってしまった。

　やがて、少年はひとりぼっちになった。

　みんなのためにやったことが、逆に彼を苦しめてしまう。

「……だから、おれもう一回やろうと思った。またみんなのとこに戻りたいんだ。またみんなに笑ってほしいんだ……。もう誰だれもおれのこと見てないし、信じてないけど……」

「大丈夫。あたしが見てるよ。大丈夫、がんばって……」

「……ありがとう……。あれ？　……そう言えば……おまえ……え？」

　少年が振り返ったとき、そこに少女の姿はなかった。

　しばらくの間、さっきまで少女がいた場所に目を向けていた。

　そして少年は、ペダルに力を込めまた自転車をこぎはじめた。




　みるみるうちに少年と少女の距きよ離りが開いていく。

　ダニエルは少女の真横に立って、彼女を見上げていた。

　──これが死神と人間の距離なんだよ。

　この距離は死神と人間が相あい容いれない証しよう拠こなんだ。

　死神は人間に関かかわらない。

　──関われない。

　何な故ぜなら、死神は一度死んだ人間だからだ。

　みずから命を絶たったという罪を償つぐなうために黒くそして感情も希き薄はくになり、人の命を奪い運ぶという皮ひ肉にくな使命を科せられる。

　だから、〝死を司つかさどる者〟として忌いみ嫌われる。

　ところがこの主人は、真っ白でおまけに赫あかい靴くつ。感情に溢あふれている。そして、その〝距離〟をどうにか泳ぎ切ろうとしている。

　何かに足を取られおぼれそうになっていることに、このひとは気付いていないのだろうか？

　自分の姿がどれだけ異常か知っているはずだ。

　なんのために、このひとはこんなことをするんだろうか？

　このままでは、あなたは──




　　　　♪




　あの少年が死んだ。




　あれから雨が降りはじめ、視界も道もコンディションは最悪だった。

　土ど砂しや降ぶりの雨の中、必死に少年はペダルをこいだ。

　なのに、その一いつ生しよう懸けん命めいさから命を落とすことになってしまう。

　雨で濡ぬれたせいでペダルから足が滑すべり、バランスを崩くずして車道に飛び出した。

　そして、やってきた対向車に正面から衝しよう突とつした。

　ブレーキも間に合わず、時速六十キロメートルの衝しよう撃げきが少年の小さな身体からだを宙に舞まわせた。




　少年は、闇やみの中にいた。

　真っ暗で、自分が何ど処こにいるのかすら判わからない。

　目め隠かくしをされて、知らない場所に放り出されたようなそんな気分だった。

　ただ、心の中だけが何な故ぜか落ち着いていた。

　少年は、すぐ傍そばに花が咲いていることに気が付いた。

　真っ白い花だった。

　それがふたつの月明かりに照らし出されるようになっている。

　いや、それは花じゃない。白い姿をした少女だった。

　それは月明かりじゃない。黒い姿をした猫ねこの黄おう金ごんの瞳ひとみだった。

「おまえ、さっきの……。なんで、泣いてるんだ……」

　少年は、少女が大粒の涙を流していることに驚おどろいた。

　何故、この子が泣いているんだろう？

　それはダニエルも同じ気持ちだった。

　涙を流すなんて、そんなおかしなことがあるのか？

　死神が、人間のために泣くなんて。

　感情が希き薄はくなはずの死神が、泣く？

「ごめんね……」

　少女は言った。

　溢れる涙をぬぐおうともせずに、賢けん明めいに真まっ直すぐ少年を見ている。

　弱くもなく、強くもなく。

　少女はただ真っ直ぐに。

「なんで、おまえが謝あやまってるんだよ？」

　少年は、とても悲しい顔で言う。

「キミは、もう死んでしまったから……」

　少女は、少年から目をそらさずに言う。

「そっか、おれ……死んだのか……」

　ダニエルは理解できずにいた。

　ますます判わからなくなっていた。

　少年が死ぬことは決まっていた。

　それなのに、主人は少年を一度助けた。

　結果的にそれは少年の時間をほんの少し伸ばしたに過ぎない。

　それで何が変わったワケじゃない。

　なんにも変わらない。

　変わるはずもない。

　自分の主人のことだけれど、これは思う。

　主人の行為は意味のないことだ。

　無意味なんだ。




　だけど──




「また……ひとりにさせちゃった……」

　少女が言った。

「ああ、うん。そうだね……でも、もういいんだ。がんばったもん、おれ」

　少年は、ハハハとたよりなく笑った。

　その表情はやはりひどく悲しかった。

　なのに、少年は笑った。

　悲しいクセに笑った。

「ありがとう。いてくれて……話もできた。おれ、もういいんだ。うまく言えないけど……もういいんだ」

　少女は何も言わず。言えずに、グッと下した唇くちびるを嚙かみしめた。

　頰ほおを伝った涙のしずくが、闇やみに堕おちて弾はじけて消えた。

　少女は手に鈍にび色いろのカマを持ち、まるで踊るように舞まいはじめた。




　白い花が咲いたこと。

　しずくはいつか雨になって、また落ちてくる。

　いつかは乾くのだろうか。

　此こ処こを濡ぬらした雨は、いつか乾くのだろうか。




　光が射さして、少年を包んだ。

　温かい光に少年は目を細め、やわらかに微ほほ笑えんだ。




　光は闇やみに吸い込まれるように、やがて消えた。




　ダニエルは見み惚とれていた。

　哀かなしい光に、哀しい舞まいに見惚れていた。

　どうしてこんなに哀しくなるんだろう。

　どうしてこんなに綺き麗れいなんだろう。

　人間って、不ふ思し議ぎだ。

　あんなになっても笑えるなんて……。

　人間って、おかしい。

　ご主人さまも、変だ。

　まるで、人間みたいに感情がある。

　それは無む駄だだと思った。

　思ってた。なのに、

　どうしてこんなに哀しくなるんだろう。

　ご主人さまのやっていることは、きっと正しくなんかないんだ。

　けど──

　きっと、間違いでもないんじゃないかと思う。

　そんな気がする。




「あの……ご主人さま…………」

　ダニエルが話しかけようとすると、白い少女は微笑んで彼を抱きかかえた。

　その笑え顔がおが切せつなかった。

　ダニエルには判わかっていた。

　これからこの主人が、同じはずの死神から虐しいたげられてしまうだろうことを。

　だから、ちょっとだけ強くなりたいとダニエルは思った。

　どんなことがあろうと、自分が最後までこの人を支えるんだ。

「あ、ちょ、ちょっと。ご主人さま？」

「だからさ。その呼び方やめようって言ったじゃん」

　言いながら、少女はダニエルの首に何かをクルリと巻いた。

「あの？　えっと……これは？」

「かわいくない？」

　と言われても、ダニエルには首に何が付けられたのか見えないのでよく判わからなかった。

　ただ、それは首くび輪わでやたらと大きな鈴がぶら下げられているのは判る。

「やっぱり。似合うよ、ダニエル」

　少女はころころと笑った。

　そして、なんだか判らないけど、とてもうれしかった。

　少女が『ダニエル』と自分の名前を呼ぶたびに、なんだかくすぐったいような気き恥はずかしいような、でもそれは心ここ地ちのよい声だった。

　やさしくてあったかくて、胸の辺あたりに透すき通って染しみ込んでくる。

「……ありがとうございます。ご主…えーっと、私はなんとお呼びすればいいのでしょう？」「なんでもいいよ」

「はぁ……そうは言われましても……」

　ダニエルが困ったように頭を搔かくと、少女は付け加えるように言った。

「……そうだなぁ。ダニエルが考えてよ」

「え？　ええっ!?　私ですか？」

「うん」
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「えーっと、えーっと。うーんと……」

　うんうんとダニエルは思考をフル回転させた。

　と、頭の中に『！』が浮かび上がり、ひらめいた。

「その…ですね」

「なになに？」

　少女はぱぁっと表情を輝かがやかせた。

　そんな顔されると、プレッシャーだ。

　ダニエルは、ふーっと大きく深呼吸して言った。

「ご主人さまは、一じゆう〇まん〇と一ん〇で〇ひやく号ですから、『百』と『百』で〝百モ々モ〟というのは、どうですか？　って、ダメですよね。あ、はい、判わかってます。えーっと……」

　とダニエルが次の候補を考えようとしたが、

「モモ…か。いいね。すごくいいと思う」

「は？」

「じゃあ、これからあたしは『モモ』だね」

　言って、少女──モモは笑った。

　綺き麗れいに笑った。

　つられて、ダニエルも笑ってしまった。




　　　　♪




　白い影かげが生まれる前。

　黒い光が生まれた。

　すべてを飲み込むような黒い姿。




　黒いそいつは、傍かたわらにいた常磐緑エヴアーグリーンの瞳ひとみをした灰色の猫ねこに目を向けた。

「はじめまして、ご主人さまマスター。ニコラウスと言います」

　灰色の猫はペコリと深々頭を下げた。

「…………」

　しかしそいつはひどくつまらなそうに、灰色の猫の首をつかんで持ち上げた。

　驚おどろいて、灰色の猫がビクッと身を震ふるわせる。

「おまえのことなんて、どうでもいいんだよ。それより仕事をさせろ。魂たましいを狩ればいいんだろう？　オレの〝力〟で──」

　黒い光は笑った。

　ひどく愉ゆ快かいそうに笑った。




　闇やみが揺ゆれた。








Love and Hate / momo extra.4 ‐ fin.
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Unknown Star's Bolero(Radio Edit)






　在る処ところに少女が二人居ました。




「ときどきね。ひどく死んでしまいたいときがあるの」

　少女が言った。

「どうしたの、トウカ？　いきなり、そんなことを言うなんて変よ」

　もうひとりの少女が困った顔をした。

「べつに何でもないの。けど、あたしがあたしなのか判らなくなるっていうのかな。と言ってもキョウカには判わからないだろうけどね」

「そんなことないよ。だって、トウカとわたしじゃない」

「そう？」

「そうよ。わたしたちはいつだっていっしょ。いつだっておんなじ……」

「ならさ……キョウカ……」

「なに？」

「あんたが先に──死んでよ。そうしたら、あたしも死ねるじゃない。だって、いっしょなんでしょ？」

　言って、少女は笑った。

　綺き麗れいに笑った。

　白い肌に、黒い髪の毛。

　足もとは、目に鮮あざやかな赫あかい靴くつ。

　二人の少女は、まるで鏡かがみを見ているかのようだった。




　ずうっと、昔。または、ずうっと、未来。

　来ない日。来る日。ある日のこと。

　言葉。噓うそ。本当。幻まぼろしと現実。




　闇やみは光を隠かくせと言った。

　光は闇を映せと言った。

　闇が言った。光を返せと。

　光が言った。闇を返せと。




　暗くら闇やみの使者。

　夜空に浮かんで、光って消えた。




　臆おく病びように笑って、卑ひ屈くつに笑った。

　何も確かなモノはないと。

　終わることだけが、すべてを失なくした。




　やがて、太陽が空を焼き尽くすころ、




　少女がひとり──死んだ。








momo the girl god of death "love & hate" ‐ all over.
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らくがき。Afterword of Graffiti in "love & hate"









　はじめまして、おひさしぶりです。




　今回は、電でん撃げきｈｐ（Volume.27）に掲載された『星くずのため息。』に加筆修正をぶちカマしたモノを含めまして、全部で四篇ぺんです。




　自分の経けい験けんとか、感覚などで、他人を見てしまうことがたくさんあります。

　あのひとはこうだとか、あのひとはこれが好きなんだとか、あのひとは……などなど。それは僕が勝手に思っていることなんです。自分の物差しに勝手にかけて勝手にはかっているだけ。でも思うのですが、そういうのは、とても的はずれなのかもしれません。何な故ぜなら、そのひとは自分とはまったくの別人なのですから。あたりまえです。

　自分とは違ったモノを見てきて、感じてきて、触れてきています。僕が勝手にこれが好きだとか思っていても、そのひとはまったく別のモノが好きだったりするんです。それは僕が知らないモノで。自分が知っている範はん囲い内のことでしか、物事を判断できない。それ以上のことがない。自分の物差しというヤツは、ずいぶん短くて、ずいぶんちっさいんだなーと思い知らされます。つまらないヤツだなー、と自分自身で思ってしまいます。

　自分はこう思うんだけど、もしかして、ああだったりとか、もしかすると、自分の頭の中にないモノがあのひとの中にはあるんだ。そう考えて、想像してみると楽しかったりするかもです。あのひとは、自分にないモノをたくさん持っている。そのひとと逢あって話してみたりしないと判わからないことがたくさん。本当にたくさん。自分の忘れていたモノを持っているかもしれません。自分の失なくしたモノを持っているかもしれません。反対に、自分はそのひとにないモノを持っているかもしれないんです。

　なんだか、ちょっとわくわくしませんか？　あ、しません？　僕だけ？　まあ、いいや。

　やはり、これからも人に触れていたいと思います。

　人に触れていきたいと思います。

　いろんなことがあるかもですけど。

　たとえば、この物語たちを通して、誰だれかに触れられるかもしれませんね。

　たとえば、誰かの何かが、触れるかもしれませんね。

　この物語たちが、誰かの、記き憶おくの片隅で微かすかに音を鳴らし続ける懐なつかしい声のようなモノになるといいなぁ、とか考えたり。




　この物語を──




　どうか、おもしろかったら笑ってください。

　どうか、つまらなかったら笑ってやってください。




　そして、

　この本に関する、巡る、

　すべてのみなさまにこころから感かん謝しやいたします。




　ありがとう。








二〇〇四年　あの春を想おもって




ハセガワケイスケ
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──今を生きるひとたちへ。愛を込めて。









ハセガワケイスケ

12月26日誕生。Ｏ型。ｆｒｏｍザ・福井。

ファァッ!!　ペンキをこぼしちゃった!!……あ、あれ？

パ、パンダ!?

あー。笹、食いてぇー。
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イラスト／七なな草くさ

１９７９年生まれ。水瓶座のＡ型。ゲームとロボットアニメで幸せを得る大阪在住の関西人。日の当たらない生活は今も続いている。
















本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

https://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

電撃文庫編集部

「ハセガワケイスケ先生」係

「七草先生」係
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ハセガワケイスケ
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